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大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 丁目 25 番 地

TRADE MARK 

製 品 種 目

ドッ グ印 アスフアルト ループイゾグ

ア ス フ ア ル ト フェ ノレト

石 綿 ノレ ー フ ィ γ グ

:.r i 綿 フ ェ ノ レ ト

砂 付ノレ ー フ イ シ グ

メノレタイト ノレーフイシグ

キ シ マ レ ア タ イ ト

ヘ ッν ヤ シ プ 7 プリ ック

コ ッ トγ フ ァプリ ッ ク

l' I  ｊｾ ｾ ブ ァ プリ ッ ク

グ オ γ タ イ ト

鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

何れも目立たぬ蔭の存在ですが絶えず何千万の人命を、又総ゆる建物

の存命を黙々と護 って、大切な役割を果して居ります。

炉シ1ルシ式路木

の補強材料は35作の経歴と信用を誇る

じZ 盈d 聞でJV

株 式 会 社

Z 英 語 ま



ト

床材のハイファッションマチコカラー…

. 美しし、ファ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー / き び、しい先見干各

に も 余 裕 の 合 格 を し た丈 夫 さ

1 ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

¥イ タ リ ヤ で も 定 評 の あ る マ チ

コ タ イ ル は 松屋 な ど 有 名 ピ ル

に 続 々 採 用 さ れ て い ま す 。…

美 し い 色 が20種 ま ね の で き な い 国 際的 なファ y

シ ョ ン の 色 で す。 オートメ工場でｲＮ ｴｾ して い ま

す か ら い つ い か な る ご 注 文 に も O Kで す。一一一一ー

マ手;3:"

リノリユ ム・リノタイル ・ピニラートタイルマチコタイルナイアンリノタイル総発寄元

@ 東 洋 リ ノ リ 日 株 式 会 社

ヨ健闘幅，将補区験 舟 町 ぬ リ・" " . 三狗 ピ ル ・T E C大 腸 ' 1>創 刊 "

・町東 . . 中 央 偲 悩 賊 4T Il :=' ・0ピ ル . T E L . 寅 京 "・7) 13・1

名指根市中区' " 宮町，の川省首l i tl :，; ? - ヒル ・T ε 」私有飽( 2 3)  ｾＳｴ ｏ＠

. . 同 市 今鳳 町 ・T I] 126<n2 ・T E L 福 岡 ' 7 的 制 目

瓜" の総合，ーカー 広島市東. . . 宵" の2061



専門家が推奨す否

ゴテ}，，'fl， ｾｾ＠ lJi¥ ， 木Ｑｴｾ ｊ ｊ￮ｾ＠ ， ｾｾｬ 化 硝 子Ａ界

作成樹))¥1 J品、 何れの院にも使用

I ! ' . 米ます。

諸 官 庁 御 指 定 品 旭 硝 子 御 採 用 品

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 曾 社

大 阪 府 布 施 市 椴 沼 田T 1 の 4 6  

1IL 撚 布 施 ( 7.21) 7  7  1  3  - 4  

来 京 都 千 代 目 区 神 間 主 的 田T 2 の 26

)"l!. n吊 w: 芳; : ( 332)  5310 ( 301)  040.3  

ヲ

ロ

唖

Y

』

』

i

d

a
-
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z
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t

uUl Z J  

M P- 3 T パーナ

株 式 会 社 4' 川 鍛 Z 所

本 社 ・工 場

東 京 営 禦 所

名古屋 出張所

九 州| 出張所

滋 賀 工 渇

大阪市大淀区大仁西 2 - 1

東京都中央区八重洲 6 - 7

名古屋市中区矢湯町 1- 3  7  

北九州市小倉区富野 5 4  5  

滋賀県野洲郡野洲町大字三上

T  E  L (  458)  3631代

T  E  L (  272)  2721代

T  E  L  ( 25)  3992代

T E L ( 52)  4862 

T E L 野洲局 405

u  

t.  



. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイノ

米 紫 殺 護 主 主 に 輝 ぐ 米

昌 明 泊 ，

t i 7・苧Z噌"

， 

- ・・・・ー・・・・園田園圃・・園開園闇贋園調圃僻恥ーー掛領軍盟儲島々 世伊繁珊碕藤語読図E調

株 式 会 社 品 哩 白 宇

製 造 元 ダ?J(J ( '勺 工 業 株 式 曾 誌

( R  

型 状 優 焚

故 障 絶 無

たな・棚組

、.

一
品
開

|完全なフリーサイズのアン九シェブ口ン 1

. 時 間 を は ぶ く . 切 端 ま で 有 効 に

. 自 由 に 組 立 と 解 体 . せ ま い 場 所 を ひ ろ く

y
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大 阪 ・ 四 Y 橘むt U q . 鐙紗託



強し、. 美しし、

使 い や す い !

。 竺 角 形 鰹

住 友 金 属 話芸品長官iJF52

燃えない都市づくりのため

角形鋼管が 注目をあびてきまし

た二 欧米諸国では 角形鋼管の

シャープなもち味が早くから買わ

れ 学校やビルを初め住宅などに

もどしどし使われています 。

強さに角形の{ 吏いやすさをプラス

・両端を閉鎖すれば. 内面からの

腐食度はゼ口 。耐久力は抜群 0

. 仕上材とよく調和し加工・組立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

- すぐれた断菌性能 圃パイプの| 現代感覚を生かすのに最適です 。

電
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ハイウェイからあなたのお庭まで…

ハ イ ウ ェ イ 灯 →

M R- 301 T  

光とともに大きく伸びる/

ハ イ ウ エ イ の 決 定 版

最 高 技 術 を 誇 る

カ ッ ト オ フ " 圃

( G  S 水銀灯輝く名神高速道路・ ・・栗東・彦根インターチェンジ )

日本電池株式奮紅

本 社 京 都 市 南 区 吉 祥 院 西 ノ 庄 猪 之 馬 場 町

支 庖 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌

営業所 仙台 ・高 松 ・金 沢 ・広 島 駐在所 岡山 ・静岡

、‘
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す

。

h  建 設 大 臣 の 特 別 認 定 ト リ コ ン は そ の 高 性 能 を 認 め ら れ 、 建 築 基 準 法 に 基 づ 〈 特 別 認 定 を 得 て お り ま す . . .  

新 し い 鉄 筋

…
・
d

一

向

7

2一

授

q
一
日

ι
r
一
伽

- トリコンのカタログ ・資 料iliボli ...

}t i 京都千代凶 l正} L/ I司1丁目 l

( 鉄鋼ビル)

(株) 神戸製鋼所- - 東京支社

大阪市東区北浜 3 丁目

( 大阪神鋼ピル)

(株)神戸製鋼所= 大阪事務所



、t

経室、緩勾配尾根氏

軽快た道代建築枚

目:JiEヌー1¥0_ i' ｉｾ｜ｉ イド

Ｘｩｬｩｊ ・ ｾｉｌｔ ン Ｒ レ Ｗ イ〉タ
伸 縮 目 地 材 エ キ ス パ ン タ イ ト

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖



IJ てを' 171-

消 5

- つ ね に 新 し い ア イ デ ア で撲 界 を リ ー ド す る

ク マ リ フ ト は 生 産 量 で も 断 然 業 界 第 1 位 で す

l t J 工場生産される 配線工事

界初白コンセ y ト方式を 1車問しま l に町 T 、機械i居付工事 が降る と同時

ーに運伝が出来 ま す. 従勺で工期が却 % 万短縮きれま した.

ltJ コンベヤーラインに来 る完全塗装

パーカー処理装置釘よびコンベヤー式事件峨焼付炉導 、一直町最新式室長

工場が完成しま し たので、ｾ品 ＱＱ 一層 Ｑ 量 畏完全にな＿ j しに.

タフリフト IJ ー 買〆ーカーとしてす〈代たるアイデア t 量Ii ι ょ? I加島、

価倍、納 納 品 < f へで に御，両足いただける係、日夜智力いた L て 釘 ? ! す .

入手不足の折柄. 料理 ，1' 荷物 膏: A碍町 i ! t服用 として、 あ 勺ゆ る『車場に御

係用下 をい.

僧 岨
摘...

毎 'T . s<<
均 ゴ 寸 埠 問 ロ x a 持 X 高

T  ， .  ｾ＠ ，. m S伺 x ""由 x . . .  

M .. .. 岬 ，. .  600 x  100 X  l SO 

'-1 - 1 0 0  I  0 0  .. 
，. .  150 X  ｬｾｏ ｘ＠ ' 00 

M - Z  0  0  2 0 0  .. 
100 >< 900 )( I，OS白

M - 3 0 0  J  0  0  .. 3 0  .. 1，。。0 )( 1.  ooox  l，lDO  

‘t 4 " J - 3 0 B . M- 5 0 s 'J $ミ，1:.. 1 0 0 V  

J ・3 0 A ' M - 5 0 A f; 含. . . . の他' " ミ ，t;.，2 0  0  v で ・

⑨ q マガ' イ Z 業 株 式 会 話

大阪市西区京町堀 2- 30 電話大騒 (443) 342ト 5/ 東京都北区岸町 1- 9 電話東京(913) 3146- 8/ 名古屋市中区東陽町 7- 2  電話名古屋 (24) 0372 ・(25)叩41

事都市よ草区智恵光院通り丸太町上Jレ 電話京都 (84) 3.404・59部 / 福岡市清川町 3- 26 電話福岡 ( 2)  4777 / 広島市小網町39 ・I! I 広島 (31). 1250 

、d

v  



キ
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社
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: J X'  式

h
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件

木

『
べ
日

泌

総

議

4

A

，

電

州

車

問
柏 原 涯

大阪市西淀川区御幣島東 2 ノ 5

大阪市西淀 川区御幣島西 3 ノ99

本社工場

第二工場

電話大阪 (471) 1494- 4  

電話大阪 (471) 0  4  2  6  

ん き の
@  

切望2

* 営業品目

. スチールサ ッシ・ドア・アルミサ ッシ・ドア

y- スサ y シ ド ア 一 一

・冷暖房・ 給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

・建設用機械

、，

発 売 元

近畿工業株式会社

本 社 大阪市北区締ケ校町 1 0  8  ( 新梅ケ校町ピル)

電 話 大 阪 (341 ) 1  8  5  6 ・5 8  3  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 1 5  ( 北 原 ピル)

泡 館 東 京 (253) 3  4  5  1  ( 代 表)

名 古 屋 市 中 村 区 平 i池 町 4 丁 目 4 .8 の 2

T目 指 名 古 屋 (55 ) 2  5  2  2 ・8 6  5  5 帯

東 京 支 庖

名 古 屋 支 庖

一 近 畿 車 鯛 株 式 会 社

製 造 冗

近 畿 ア ル ミ サ ッ シ 株 式 会 社



. 1 8- 8 c r に よ る 完 全 無 錆 製 品

・ 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン ク を 採 用 し た 耐 久 品

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社 固 まEtrrruzごす

完 全 な 防 水 ・ 防 塵

完 全 な 耐 久 性 ・ 耐 錆 性

主 要 製 品

. ステンレス製ドアーヒンジ

. ステンレス製サッシ用 ヒンジ

圃ステンレス製笠木 ・華lH習

. ボンデラ'イズ塗装による各種ヒ

ンジ

圃特種軽量型鋼

J I S 規格表示許可工場 日本住宅公団指定メーカー

< D T 永和工業株式会示土
大阪 il;生野区民公例町128 T  E  L 代 衣 ( 741) 1  6 乙/

大 阪 I(.f 校|判 i li 布市町 5 0 T  E  L 枚|珂 4 8 1 0  

ν  
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1'¥ サ

ツ

材 質 / 真 中 引 抜

仕 上 / ク ロ ー ム メ ッ キ

特 長 / ラ パ トリ ヒ ン ジ は ス プ

リ ン グ の 力 会 応 用 し て

開 閉 す る が、 グ レ ビテ

ィヒ ンジ Lt ノ守イフ。の イt貫

斜 を 利 用 し て 扉 の 自 重

‘1/1、

4，圃圃匠ヨF 4 E1:: _ 1ー

ま す i B  型 で ス ム ー ス に 開 閉 す る

用 途 / トイ レ及 び カ ウ ン タ ー

入 口 な ど に 最適 。 T フ

こ の 他に、 木 製 用 A 型、 ア ン

カ ー 用 C 型 を製作してお、りま

ゾ ー 用

す。

ぜ

ヰ土・ 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 5 2 番 I也

P HONE ・大阪代表・ 211 ・7 3 3 3  

東 京 支 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区千 駄 ヶ 谷 5 丁 目 1番 地

P HONE" ・東 京 代 表 ・341 ・6 7  7  1  

本

造語金居産業株式会社|



， 
• る生きあなたのセンスがそのま

、

伝統と技術にはぐくまれた美しい 3つのデザイン

.
一

本 社 / 小 倉 工 場 / 小 倉 、 茅 ヶ 崎 、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高胞橋 TeJ (231) 4518- 9  
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声1

3ι 
賞員 の

本年 7 )  J の第 16同同十".ll:&週nll に際して下心fyi1諸氏 It， ｾｬｊｑｾ ，ｾにお

ける多 ＱＺ ーの功給によってｩＱＡｾノミ ｼ モより表彰を受けられました。こ乙に ｩ｢

してそわ栄作をお泌び 111 し 1'. け主 l-n

ｾ ￨＠

1) 干) ( 長鋭、 氏 (  ＱＱ え ￟ｾｾｾｈ 工務 版社 長 ｪ

災 野 11' 峨 氏 u辻本 IJ t 工業 KK 代ぷ取締役)

大 須 賀 欠 好i 氏 ( K K  ) . ; ) 良質; ミ，/1・事務所iと)

iilj 上 凶 氏 ( K K  M上，'{I' .建築 'J j : 務所ムと)

休 ＩＨ ｾｩ 了 ｦ￯ 1公 氏 Ｈ ｋｋ ノ＿丙 ｾｈＺ［ｾｬ＼Ｉ

高 j民 政 J1 氏 (rリJ: fn' i ' r-工法 KK f¥.'. 友取締役)

W: )1 ! 政氏 ( K K 新工務所 0HJ i 収締役)

/)， 11¥) " 市次郎氏 ( KK Jkr:nk: ll 代表取締役)

?I' [li it 人 11 ｾ，＠ 'I[ H  W， ｾ＠ (づミJ.:.: . '1' 村火; 犬氏)

J:J. iニ

要 望 書 提 出

本土U、J ，! ! 委口公においては，かねてから孔築)，V1f 'il; ω改t I に 1"1'. 1して検

，;，1を中: ねていましたか， 7 )  ) 2811 ，会ドグt を以って ru築 Jk1N11、改正に

ｉｙｉ する ｬ ｊＮｦ ｴｮｊ を ， 小 ｉｬｬ ｬｾＩｊｈ Ｎｴ［没火打 ｊＮｾｴｩ ｴｊｩｮｾ 致しました ω でこ乙に会代 ＱＱ Ｑ

しI: ! Y l -J  0  

違反建築取締りパトロールの

実施にともなう協力依頼

ノ「川大 ｗｩ Ａｬ Ｚｊ ・にじいて ， 乙 ω 対策として Ｑｭ ｬ 前 ｾｉｩ ，ｦＡＮｾ築物 ω 取締りを Ｑ 1  (I"J と

したパト円- ) レ| 採そ編成し j♀反it 築l収納り ，n'[l nHc Ｉ，ｾさ市ｬｉ Ａｴ ，町、｜ｬ - J レ

そ ＧＩｾｊｪ ちすることに ｔ ふりました。こ ω 対［［ｦＨ ｖＩ ゾミＩ｝ￍＡｩに 吋 ＱＩ っさ ｕＩＯ ， ｩ を刊に作Ａ

とくしていただくよう，述絡がありましたωでお知らせしま j- 0  

1. Ｑ 泊 ｬ［ｓｆ 壬受けｾＧに工事に行下するとバト円ＭＩレ隊よりて・ ＩＨ￺Ｉｉｉ ｉＩ ｉＧＮ ＱＺ ＨＢ￬

せられるから必ず伺泌を受けてから丁慌に . nTJ ることの

1  仁 Ｇｆｾｾ 均 に政， ｴｴｻ￬ 六および ｦ ｊＺぷＢＮＯＧｾ夜録 ω ｴＭ＼ ｊ 、がないとノマト円ーパ ｼ 法が

“ . " 泌し迷必をかけるMJ 介むある ω で， ｉ￬ＨｩＺ Ｂｴ､ ｩ＿ｩおよべ ｾｾＯｺ で ＼｡ 止の ｨＯｊ 、

ノ七必 J"" おこなうことの

1. こω取締 1) に. t 1) 倣Li tdll l品数ωW:J JIIIJ( f' ，11¥':<れる ωで， これを 1'J  r:'l 

に処理よるたν，!Im，;ω II JNP! :にはがl則で定めている| 叱I，IP) みを添 {、lーする

こと。



東 洋 工 業 大 阪 支 社 見 学 会

(共催・大阪府建築士会〕

日 時 8月2 6 11 ( ; 1<) 集合 ・'r 後 111!y30分→解散 ・3 11! f30分

集合F所斤 標“心己ビ町ソ ｊルレ御ＧＺ没佐筋丑引、 ［ｉｾ 閃 Ｑ珂 ， ｾ .  r  日 ｉｾ 燃 ｊ［Ｚ づ公と哨 ｭ旗Ｚｻ (r!小1

申 込 屯話で2忽2 口まで{ に乙即防附ii います。但し先r打;受イ4付、，1。両会 20∞0 千グ伝ノ「1てで‘ 締

切ります。

建 物 概 要

設。i I ・施て 株式会 社 竹 '11工傍府

政 則 1'1 U_s築設，11 ・j トイ'J) rfr

所イ五 i也 大阪 市 東区南久ｾｾ守Ｑｉ Ｑ ｔ 5 - 5  

椛 造 ;規 校 S.  R.  ｃ 造，地下 Ｓ 附，地上 Ｘ Ｑ 締，ｾ毘 Ｔ Ｑ 絞

り: 築商船 1，372m
2  

延11築商船 13，525m
2  

工 JOI ねて371，下8 ) 12211 →峻て391，f 8  f j3111 

* 外装は，カーテンウオーノレTi l 、を採用した。

り也下[ 士，竹 rl' 王Ri 訪問工法を実施した。

大 阪 府 庁 別 館 見 学 会 予 告

( 共催 ・大阪府建築士会)

日 時 9)  1

'

11台j ω 予広

. 9 )J 号会告で開催 11 11寺をお知らせします

集合所 標記ヒノレ 11' : 面玄関 ・同 際 会 旗 ( 府庁本合i ' ¥r朝日11)

建 物 概 要

n  

，1)(.  ，;[ 一 ｬｉ ｩｬｩ ぬ， ［Ｑ 工務株式ｾ， Ａ ｉ Ｚ

理 大限 1(. 1 ' 特別常経常・監

b在 工 株式会社 k 休制|

所( 1. : J山 大阪市 東「ズ人; 下 riif とIII J

構 造 規 校 S. R. Cjif . 地 下 3 ＱＱｾＮ＠ .ttI.! t  8 1仇 i持原 3 附

延t， t築而f，'i 29 ， 499m
2  

工
l
り1 ｾ守て ＳＷ Ｑ， 下 ＱＰ Ｉ 1  2  11 →唆工39年 7 )  J  11  11 

夏 懇 親

A

去

4

2

 

員の

( ゴ ー ル デ ン ・ サ ロ ン で シ ョ ウ と パ ー テ イ の つ ど い )

uの恕籾会( よ . lI (j 利30イド夫人時でrmf H' してより . ｾＭｦ年会 ｮω 火力 ｴｩ と恕

t! l を図るため毎年会均と内科を変へてm・してきました。本年( . ) : 例年に劣

らない ＵＳ 以と ｉｉｾ 容でｉｬ ｦｊｭ ・いたします。 ｦ ，［己の ｲｪｬ 込 ｽｪｩＩＺ によりお尽くお ｲｪｬ

込下さ l ' o

日 時 8 J1 31 11 Ｈ刀Ｉ 開 会 ・ 午後 Ｖ 時 → ｉｕｉｾ ・ ＸＱＱ Ａｩ

会 場 ナイトクラブ ・ゴーノレテF ン ・ミカ トー( 案 内図参照)

( 大阪市 街|文17尾IUP ・屯訴 (211) 5685- 6番)

会 費 500円( 別に補助があります)

申 込 22 11までに往復ハガキで昨iftpます。イ11 し定日 100 1引を結へた

際 (i l l ll II んの上参加l却を: i 2 i ります。

... 

A  

"" 

企k

"" 

2  

東洋工業大阪支社見学会

大阪府庁別館見学会

夏 の 会 員 懇 親 会

、

. 会場案内図



ぷ〉

=  
3  

企t

<=1 

第 3回 「若い会員の集い」

山・海へゆ く 見学会

長時鞠輪車倫

口ーの谷船積桟橋

〕須磨住宅岡地計画については ，本文51貞彦照

口来月の若い会員の集い

ゲスト 一一薬 袋 公 明 氏

・ ( 日建設計工務計画部長)

テーマ一一 近作を語る 一一一 一一

( スライド併映)

第3回 若 い 会 員 の集 い ミ人 ミ と 建 築 シ リ ー ズ

「山 ・ 海 へ ゆ く 」 見 学
4

2

 

( チ ャー タ ー ボ ー ト と パ ス に よ る 海 の 町 神 戸 の 陸 っ く り 拝 見)

日 時 8 ) 123 11 ( 11 ) 集作 ・午 lii j l0時→解散 ・午後 削|寺

集 合 所 Ｑ￯Ｇ Ｑ ｾ＠ ＺＺｔＭ｜ 駅南 ｦ ｊＡｬ ｉ の Ｑｾ ｉｉ ｊ￯ ｊｦｲ ｉｉ 日会館 山 Ｍｾ ｉ ｲＺ券広告下 ・ 目脱会放

会 費 450 門( 昼食代 ・チャーターボートおよび相 l:f(i l剥見乍料 ・そ

ω他)

申 込 Ｑ Ｘ ＱＱ までに屯 話 で原 Ｈｪｾ 当ます。 ｻ円 し定員 Ｕ Ｐ ＱＱ に達した際は先お

受 イ 、 ｉ Ｎｊｉｾｩ で締切ります。

行 程 集合場所 C1' t 切パス) →兵 Jfli r . _ J f r 庁舎→相支g羽 ・相楽闘会合u

(相11戸市迎賓{ 山 ・ハッサム郎→沖天|件1 C廃食) →c 1 ' t 切〆、

ス ｪ →制圧 ｾｩｬｬ￬ 南 ｩ ＺＨＧ ｮｊ ｉ 土砂探取 Ｑ Ｔ Ｑ 一Ｈ 徒歩Ｉ空 Ｑ Ｑ Ｑ ベルトコンベ

ア→倒的 -のれ L砂船積桟桁→チャーター ボー トにて神戸港

内見学ーサ ｈＤｊｱＡ ，ＧｲＮ海面土砂 ｪｩｬｽｲｰｪ Ｚｫ下見乍→ ｾｉｉ 戸港 Ｑ ＱＱ Ｉ た泥ポー

トヲリーがlにて解散

口六 ＧＱ Ｑ ＱＱＱ 系が大 ｉｾｻ 内にせまる ｩￎｲｪ の ￭ ｊ､ ｉｉｉＩ ＮＺｩでは ，原円工 γｼ 守 Ｑ Ｚ 市 ｉ 、の命

で， ｩｬｾ が海へ ｬ￭ｬｊ って動いている。

将来は大| 荻港まで述なるであろう東部j型立海面の臨海工業 j也符 600 万

、1<ノU米 の造成ωために ，すでに 川低ダン プ道路，地中 ベノレ トコンベアー

と新しいアイデアを用いてきた 市 長は，今度は歴史の地 ｾｪｈ 綬怖に，義経

も驚く 空中コンベア を造り，海上20kmをタンプ カ - 500 台分の b 沙迩搬

で ｴｾＱＱ 戸港 仰 を経て Ｏ， ｆ ｉＧ の下 ｕＩｱＧ｛ 古 ｛ｬｴￎＡｪ 面まて。 ｉｌ ｉ を Ｑ っそっくり運んでしま

おうというのであるの

口われわれの見学予定 (1，yfr うをなった兵同f県庁舎にのぼり市 iJ i を引んで

から，相楽閣に移築を終った( よかりの文明開化時代ω アス1¥ノ、ァリム尾! 放

をおとずれて i主的をしのび， 神戸市の迎賓の以として新築された相 楽会

館を見'γ する o kt_ 食後， ｾ ￭ￜ￭ｾ 高合山の西郎 ｊｪｬｬ な ＧＱＧＺ 業局ＱＭＮ砂探取以へ ｬ￭ｬｊ

う。 6 ) j  ¥'(.Ji)¥とのストックパイル，ベルトコンベアをiill って ・ω 才干の船

w槌橋を見学，同ii JTより 50人来ザャーター船! こて 出発し，相11戸 港 l乙入

り，海上か ら貿与.)j' 1LIJ 化』ζ 活況をぷす神戸. 港の建設状況，ポートアイラ

ン ドの椛: ¥i lを見，かつ総いて，ノJ 強くブ訂正する !II:界の NI戸のω次きを感

じつつ，}j_ の暑さも忘れて，.{守いR t 築家のぷを; 丹り合いたいれ

須 磨 住宅 団 地 計 画 お よ びベ ルト コ ンベ ヤ 一 路 線 図

， 1  

、 1 ¥' ' 9'  

4  • Ｇ ＧＧ ＧＮＧｾ＠

ｾ＠ ｾｬ＠ r.，1‘  
魚 、 A ・



オリン ピッ ク東京大会記念

第 1 回 日 本 建 築 祭 次 第 一建築 8 団体連合大会一

オリンし ｹ クバ ＮＡＮｊ ｊ ｾ 人［ 公を心念して ， 必 Ｒ 犯人 ｴ 位 ｾ｟ ｉＺＮ II 築技術者) をむって組織する l前進凶体が J.虫合大公として

￭ ｬ 川 、 ιｴ 築祭」を新設オリンピ ｉ ノク施設その他を ｻ史汀 ｬ して挙行 し ，卜 ＱＱ 体制 ＱＱＺ の ￆ 恨の緊街化とｒｴｾ主人卜 ｊｉ れ ｩ とをはかり ，

オリ ンじ y ク点以大公ー施 設の完成をた たえるとともに ，諸行事をj並じて共通 日的である 11 "j -:ll 築界ω f i . f 全なる発注とR t

Ｒ 犯人 ω ト Ｑ ・ ｾＧｪ ｬ Ｇ ｊ 地位 ｵＩ }t)J.( li'J 上を，L、li'J J-る 悶内的民 会とすると Inlll' j"! こ，Jよく全世界の団体にもH千びかけて参加を求め ， オ

リンヒ ｹ ク ｽｪ ￭ｅ設を通じて，わが ｈｽｾｲ ， ｊ く呼ミに対する閃際 ＨｉＧｊ 相互理解を深めるとともに，同際ｾｾ社会の友好地進に寄与す

る二とを 日的と する ，わが国初 めて ωｾｾ 関 係 ω Ｇ ｪＨ ￬ 主合大公に土日各Ｈ￭Ｇｌにはふろって多数ご参 ｽｊｉｉ のうえ， 目的達成lこ

絶大 なこ 協)J あらんことを 切引いたします。

I_] ，弓工二王 I (ο印11いl

ＱＱ ，Ｑ木 三ｩｕ姐 ｴ 築，つ乍、 Ｑγｪ 予 ｢Ｕ 土ｾ ， ＱＱ 本 ｉｉ 築ＺｉＺ ｾｪｪＡイ子会， 11 ぶII 築み協会， ＱＱ ＢｪＭＺｾ築協会，全日本必築士会，全国 ｉ ｬｦ 設

京協会，Ｔｬ ｾ 従業 協会，全間住宅寝 ｼ 事務所協 ゴＺ 迎合 会

I  2. 後 援 |
|  火市; Vi，以生 ti ，i並，(H1'( "t?i ， 1Hf J ，省，ｾｉｉ 立行，科 Ｂ￬Ｇ｝ 主体ｩｊ ｩＧ ， バ Ａ［［Ｈｾｈ ，首Ｍｬ￭ ｪｬ 高ＺｩＺｊｪ道路公同 ，東 ｊ ［Ｈ オ

リンヒッ ク Ｎ� ，ｉｩ織す Ｒ 日 ｾＺ ， 'U以内工会議所

1 3，T 司 仰 山

4， 日程行事 |  
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文部省l*f i}'dl 主 的 m 光 IVI

』巨 大 教 俊 丹 下 他

引 1
u 、

t¥.! 

J 、
2 よ

ｩＧｉ山允パ ω Ｎｵ Ｍ， ｾ 11 .  3  ( 祭) 1，，1  

l  寸 ー 形 式

I段託近の研究49仰q岨 "岬l草F門別 lω0可布f  

参 力却加 ＱＱ 会 ｮ の白Ａ山 ｉＱ 免 ｊｾ をￍＧＧＱ引ｻむ r  )，収点

司郁匹 ｴ法法およ ひびＢ 倒対迎 ｦ法ｾ，ミ令 ｉはｊＮ ｬ 、哨舟か、に改

Ｑ正 ｅｾ
技 のあ り1βJJ r正述E築デザイ ンの

今 後J r処築生正注Eω 仁Y世党イ化七J r  

0 宅およぴ土地政策J r処i波投H附H  

|バ先一 の 例 州J 1川湖処雌策制向叩……

曽

の限 l  

研究 ｊｴ ｪｾ［Ｇ ， ( ，J f 究協議

4 班に分れ同 コース見学

革担竹m訓， I崩tJSゐ;t . 他 l .r，，f..;(

l土 参加申込の条件と方法 |

(1) 参加登録制! と記念品

参加公口をと.; 己似ω ためこ u/;I;lj 肢をんさましたが . ＩＨｈ ｯｫｾｦｬ は， 1刊F行 'Fえの参}JII( よi'lLl Iです。また

な録会日にはｼオＡＩノビ ｹ ク点以大公正Ｎｴ築施設 ｦ 引 Ｑ げと ｬ と「間際スポーツ施設 ＱＱｃ 庁 Ｇ￺ｩｪｾｊ l 吋£れも

A  4. 変M約 100 ii ω示 前な‘ ι :2、7 Ut¥j、をJnttii でノモ」二Ir  l す。

大 2 3笠?コ;上， 企参 ) J I I N1ω 任録へ主主 )JII を切守t pたします。

をω {世にら (f ｉ ｮｴＮｾ＠ !'i Hを l LI:. げ られるよう 協i' i i -l l体 とμ|ー阿 '1] でありま す。



(2) 行事と 参加会員，定員の有無

摘 袈 - 1 ｾ＠ JJO 百三 |定 μ  吟

参加登録 Ｇｉｾ

大

1 ア 500fl -J な し 1  CI"J 伴の夫人で記念M1 1ι し1t2∞|リ

r、

.L" 

は し I  Jt 催l : I l 体会員の総民会 11. 2() J )  

一 萌 ｾＧｴＮＷ，ｾ表会 ，研究協議
会， 1': 1山発言の場

:i B  籾 ゴモ

見

/ 、

i ←、

1 ;{' ， 1，500 11 

1 ;{' ， 500 11 

タ2 恥 r

Jg 1年

A l 化 1 ，800 11

B  11 2 ，500 11 

C  11 3 ，000 11 

D  11 1，000 11 
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3 . 000 へ| 令行問パス 利) l j ，'1(11'融 制

I  代 々木選手村 は大会会場につき iili 抜け

国 際 ス ポ ー ツ 施 設 以 な し
同際怨築家迎盟事} sII" の11¥，111'，
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/ ト

'コ
￬Ｇｾ＠ h主

一卜心参)1，1日

1泊 2 食 付 税 ， 心HJ 七

DI t 学生大学助手 i.f 匁

a.  宿舎総旋について

i  ) 斡 政 11 と定数

オリンピ : ; 7 のため 修学旅行などの シーメ〆 がすれこの頃が出合舵!I'*がむづかしい11寺則 とのことで 月慮 しています。旅館組 作 と

もｅ 話合いできるだけ ｣ｦｾ 院しますが ， 回下 随保している数はつぎのとおりであり士す 。

級 い11 2凶川食創削i付J' 1 11 .31 (  1川Jリ1- 1-1.- 1 ( 11)  Ｑ Ｑヒ ｾ Ｑ 三 (り川jバ川υ)川1
1川

1. 3川川川( 係ω祭灼) 1己ど 竺 L

A川 I 1，ι加刷川劇川Bω脚馴附 附0∞叫叫州0叫即刷|ド川lリl川 I 1附 口 ∞町名 I  4叫0∞叫0附れ l  竺竺oy， ω  

B川 I 2叩 5印500∞o I  Iゴ弓i m |  竺互」工=豆Lυ i  

C  3 ，000 定数を阪らず，ど怜!出 します

名 11 50 '1' ，迄( 大っさ，、主位， 研究助下) 位、学会館1D  1，000 

i i )  Ij 1  16 )り1 ｉ ｉｊｾ＠

料金払込み 11つ E の b唄によるととにして， 1，首舎斡肢のお申込みは* る 8 JJ .A< 1cI までにハガキでF肝要 H，r，白の締別 . 所属， 団 体

氏名 ，L1A ，人数々どを，'fいて ， Ｇ ｊｈ 持 ｦｮｪ へお申込み下ｾ l 、。 すでに県別で団体参加の見込み数をお申超の凶f . I : ι l 号l淵佐訟のた

め旦: めてお '11込 み下さ い。 JOJ限後b . できる限りと斡航する杭りですが，それが不 正，) 飽の助会のあることをありかじめ打合れき

-F  ，'1(、。

i  ii ) 桁 の 'SI J 当 て

EH体のJ l . I 合はできるだけ分18を避けにいのですが. 万 で与ない場合のあることについても，ぉ合 白 色下さし、 。 ｗｾ の割当ては

と- (f 下 さい。 Iii が決れ 1.1: . 地図 白li ?，・，9i ( f 地を' J i sil に乙 iill 絡致します

iv ) そ の 他

ｔ 白 ・ におけ匂定食外の飲食 ｉｾ はれ ＱＧＱ お支払い瓢います 。 また Ｑ Ｑ ｊ と会場との ＱＺＰ の Ｊ物 ｉｴ ｊｬｪむ致しかねますのＢＢＨＧ ，地問 に ｩ って ｃ 行動

願います。

b  参加登録費， 参加会費

i  )  'fi  rrl ｊ ｴｉ住卜 ｊ ｩ ｕＺ ω 会員に ｉｉｽｾ り空すのただし と 犬人同 Ｑ ＧＱＧ ω 均介Ｈ土 Ｈ Ｒ Ｉ <<um行により 51

口に準じて取扱い主す。

ii ) 申込と払込の方法 「振替用紙 ｪ 裂に ｲｦｲｾ 恒項を ｲｙ ｩ りようにｩＡｲＭき笠録伐および参加 ｬ 会貨を添えてお

可1めにお巾 i_6み下さい r  r阪信問紙 J (士 111三i 1 築協会事務局( 屯231 9648)  

にむありますωで-_"，; ，'j.;R-卜さし '0 )  

iii ) 受 f;j' )) 法 お1j l 16 みと参加伎に不備のないものから順次光局阪に定員主で' え i、i け. 受 fJ け

たぶんには多加 ｬ 払参 Ｉｊｬｬ￰ ￍＧ ｴｾ とをお選りします。定只のあるし ω ＨＱ， ｩ ，ｾｪｌ ｬ にな

り次第，J1JI 日良市j で‘ も締 切らせて mきその旨お知らせ致します。

iv ) 申 込 JVI 1以 米 る 39"1' 9  ) J 末 11 1浪( 桁の 111 16みは 8 ) J.，j ミLl I役)

v  ) 申 込 場 所 前 1 回 11 本u ¥築祭実行s 員会・F 務ICJ Ｈ点以邸 中央 区以 ｉｾＧＺｾ ｝ｪ 3  r 同 1 (jj: J也唱え.L集

会館 内，屯535 - 6511 ( 代) ，仮谷ＡＭｬ ￼［ｾ ＳＴＹＶＹ 番Ｉ

し 10)J 15日迄にI阿南された方に| 似り，返金: I ' i 岱 l刊を差引きお払込金をi必; 時欽しまvi ) 取 消

す。



1  6  受付案内 1  10 

11 . 1(ο 11リ) 9 11時!j - lげ711時l時寺 研究ブ発苦表会場 (車新「庁f祈桁il灰5叉乙附大久保4一1げ7河0旧身孔射.1幌i場易跡)

11 . 2  ( 火) 11 大会々 場( 国立室内総代競技l J ; } . 111代々木リゾントンハイツ跡)

1

7  
研究発表講演要旨 | 学 会 の 「 似 報 告 集 」 予 約 音 以 外 の わ 下 以 よ り 刑 制 致 し ま す 。

a  体 設次 号縄戦 の ＴＹＷ 随 分 倒 ｾ ｂ Ｕ 判 Ｎ 540頁稗1立

b  定価 11111 12∞円 予約特価 11111 8∞円，重量加rH<! 会員外 111日 1，( 削I ' J

c  送料 送本を必要とするものは別1 C120円

d  HI 込O . 受取万法，代金支払万円、

i ) 巾込万法;日本建築祭実行亙員会'Jl 務局. または 11本位築学会へ「ハ Jl.¥..J ，tIニum.t，¥で 9月IOHi 年に氏名. 住所， 1111 ;7.ぉ

よぴ上J己の司I務所または，会t詰で受取るかを示して111込む

i i ) 受取場所と代金支払;10月1511 1<: はできる干づEであ りますから ，その後K 示した受 i血場所で代金引換にお受取り下，H 、。

(備考) ｲ 白山 発苫の場」の発宮町 募集 は次けに掲 載 します。 ｲｾ ｪ ｭ 登似会員 ｊ K 1l ! l 料で唱する両写真集は，希望1頒布の場合 K は相当高

額になるものと予却されます。

「日本建築祭J 紋章図案懸賞入選発表

紋主主図案のＡ低ＺｄＺＮＺ［ｾＺＡｴをお乙ないましたと乙ろ ， 全国から ＱＲ Ｑ Ｖ ＡＮＧＮ ｩ，ｉこのばる多数の優れた凶 Ｒ 誌の 応 必がありま し た 。務 ｦｴ

の結果 ， 下記のとおり決 定 致しましたので ， とこにど報告かたがた応ｾｽ百各 位 の術 ｬ 協 Ｉｊ を感謝致します。

1111和391， j' . 7 )  J  15 11 

最 優 秀 優 秀

A  -.1 
ｪ ｾ＠ )11 治rt

(三' 1m鈴国i rl i)

高IJ al :)¥) Y-J  tt 

Ｈ払 ｩｗ､ｙ ｍ Ｂ ｩ ｬ ｾ ､ｲｬ ｩ Ｉ

111 下 1翌日

Ｈ ｊＮｬ ￼ ｾ ｻ 都 目 ｉｍ ｉ 買Ｉ

加 1 回 n本位築祭尖行委員会

A  
佐野 原 :1 J 宅 . t Enl l討 中)J Ii 1法s:!: tt

( 大阪 rl i.!ll: 淀川l弐) Ｈ ｊＮｬ ｩｨＨ ｉＺＱ ｉｾ ＱｉＺ ｪ ｬＦＩ＠ (.j !京拘511t 1U?宇lベ)

111111111 11111111111 11111 111 11 111' 11111 11111 '' ' 11 111111 11 11111" " 1111・1111' 1111111111111111111 1111 11 111111111 111 111 1111111111111111111111 11111 111111111 11111111 11111111111111111 11111111111111111111 11111111111111111111111111111111111111111111111

日

若い建築技術者のための 左官工事講習会 Ｈ新 材 料を主 κ した工可 ｊＨ ｲ￬Ｇ Ｎｬｾから ω 左Ｇ白工 Ｇ ｊ ｾ＠ ｦｾ ， ｙｩ＠ ｾ｜恰Ｉ

9)J1911 (1: )  LI'li ij 9 11を->' 1ー後 5 11与 (  7  11年間])

大阪科学技術センク- 4 1料集会' 七

寸ー，、f:t>J. J: ＱｉＮｬ ＱＱＱ Ｇ ｾ ー氏Ｈ大阪市立大学助教綬 ｪ

谷しl尚武氏( 大林組技術部長)

受 講 料 ( テキス卜 代を fTむ) 会員 6001リ・会員外 7001リ

テキス 卜 本会 |刊行「左官工法指針」と Mi講プ リン ト

口ハガキで 8月31日迄に申込次第 ・詳細 をお知らせします

A  

ヨ'"

時

場

師

3務

111111111111111 11 1"" ' 1111 111 111 111111 11111111 111 1111 111 111 11111 1111 1" 11 1111 11 1" " ' 1111 1111 1111 111 11111 11111 1111 11 11111 11 1I1 11I1 111 1111111111 11111 111 1111 11 11 111 11 11111 11111 1111 111 11 111 1111 1111 111111 1111111111 1111 1111111 11111111 111 11111111111 

主催 ・社団法人 日本建築協会

@jが をf

宇 部 波 型 ス レ ー ト

宇部フレキジブルボード

宇 部 パ ー ラ イ ト ボ ー ド

宇 部 カ ラ ー ス レ ー ト

Gう

大阪市旭区大宮町 1 の 1 0  1  大阪 (951 ) 5594 ・9165 ・4271 - 3  

本社 宇 ￬ ｾ ｬ ｾ 営業所 宇部・広島・名古屋・東京・制問l 出強所 熊本・小倉・!日.JLli ・姫路・滋釘・豊縞・笛 土・相模原・小山・高崎・新?t J



日111111111111111111111111111111111111111日川1111111111111111111111111川1111111111111些

- 第 1 回 一

現 場 主 任 講 習 会

三 主

三 社凶法人 日;

三 大 阪 市 東 E

三 電 話 側 9648 '  

催

本建築協会

; 北浜 3- 37 

9649 ・9640番

言illllll 川11111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111日

. 対象者

1. u ¥築現場の工事主任技術- r t または

これに準ずるお。

2. X主築現場の」ニヤ監理担当の技術- / " 1 '

3.  ｾ見場 ｲｲｾ 陸部ｉＧ ｉｊ の担当者

. 受講料 12，000ドJ C' ri'iげ1*，1
!:(l 1  LI 

- 食事貨を合む)
8月21 日

(  1，>) 

- 開催案内通知lは主な I殿場な

!:f 12 11 

どを対象 lζ 7 月28 1二l 'ζ 先送い

8月22日

Tこしまし Tこ。
(1".) 

. 目的 工事現場を担当する主任技術おは 司x 1 築の成果をt r . .

，{ i する重安な11務をもっているにもかかわらず、繁

忙な日ＧＯ作業務 ｬζ 追われて 司 広い税 ｾＡｦ かられ Ｇ ｊ Ｇ 合し体系

ずけた思巧を糾める機会がほとんど lJ えられていな

いJ} L 状であります。乙の l J_ を補い、組織竹忠! の基本

(10な考えブJ ・や司 i以i互の技術革新に対応する手法につ

いての講習によって現場主任のチーによる現場代型の

合理化、近代化に資しようとするものであります。

. 会期 8 月21 日(金) 22日(土) く 1 KI ・2 111/¥1..> 

句ー l二|午前 9 1時→午後 5 11寺

1  1:: 1 7 1時間 X 2 1 1 = 14時開講義

. 会場 摩耶観光ホテル ( rql) i  rii 灘区畑141 ・惇lns ケーブノレ 山

J J  ¥1話相11戸 @1231...... 3 港

. 定員 30名 ( ( 付1: より 1 ｾヘ ｬζ ｼ 限るＩ

講 義 科 11 .Ulj r: lli 

ミド ｊ レ ・ Ｗ ネージャとしてのＮＡＺ｜ｾ場 神戸大学経官学部教授

竹 中 也 雄 氏

主任の任務について 経営学問上

トッ プより現場主任 !C'1J.む

株式会剖竹中工l " 6 泊。

竹 '1
1 ｾＪ＠ .氏

判長

J : t i ¥場管理の近代化について

株 式 会 社 大 ぷ 組

小 '1' よ'!氏
管型車ｾ

大成建設株式会社

予算管理について
大阪支広 i乍' " 所長

が11 徹弥氏

工程管理 (PERTを合め) について
第Z; W長

総 本 良 介 氏

工 'J( 設計者より射湯-Li でに止'lt む

11建設 ;Hl て必株式会社

坂本 1";; 次氏
副社長

安全特J l l ! . について

E担品建設株式会社

大阪支h 5政方出掛所長

大沢iftl ff 郎氏

人ーJ( 労務管理 ( H ・R をft め) につ 神戸市僚抹式会tJ

いて 綬sU部次長
'I '，j: ，t  ，t'日 ，氏

監皆官庁より ＮＡＺ｜ｾ ｊ 易ヨＺ刊に地む 大阪ＩＨＱ建築部 Ｇ￬Ｚｾ 織 Ｔ 烈 ｩ 王 ↑，.i.Woi  ( 袋行氏

(切 取 線) ー

. 第1 1立|現場主任講習会 ・rl l込古. (宝講古は各社 i 名 に 願 い れ ) N。

受講行氏名

主ドイ'i" J '  

1'0)務先会社' Y， j誌終予校千ノ』

1j.1'.;{:: 

引. ( [ の勤務現j易自 l倣 ?ノ1

党 "停車' 1 12，000 jJ J を 添 え て 111 jるみます。

II(J 和391.): )J 11 

申込会社名 約・ 電話 (  
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株 式 会 社 大 林 組 ¥'njf 取締役

猪 飼 幸
、，矢

.El s  
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大
キサ 騰

大 阪 市 北 区 HJi ケ 枝 問 25

中央' 也気工. 業株式会社 取締役社以

井
2・h
'ロ

日ム Il s  

大) j : ｾｾ築設計事務所代表取締役
大 阪 市 北 区 宗 是 IIIJ 44 第一 ビJ レ

屯 諮 附 1 9 6 6 制1) 4  2  2  0  

山

一

伺
大 ;欠直 則佐 木 末

千I 限会社れ休ｾ築設 ｊ ｪＧ 'ji 務 所

1' 1屯 iJlj 宮市上 rp子l剥2ー 115 屯: 活(! )5753

大木位i設株式会社大阪支居 常務取締役支庖長

大 阪 市 西 区 南 掘 江 通 り 3 - 3

山
石 大 平崎 甚 太 Il s  

大 阪 市 対i ｉ ズｾｾと桁 Ｓ - 7  5  

1ま 式 会 社 大 林 品11 工 務 c::z /'-"f-

;畢 章

大 併 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

1' 1宅 豊 中 市 玉 } j : IIIJ 1 - 8  

内 之 大 I1頂成田

須 賀 工 業 株 式 会 社

下 郎

ミ| 乙 和 佳 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市旭区新括採小路中 3- 94 電話闘 1240

浦 大 林
+
方 Il s  辺 鎮 太 Il s  

大阪市北区! i ，illl 8  新ｼ佼 Ｚｾｴ ビ ノ レ ＵＱ 料

株式会下| 代以ｾ築研究所

大 阪 市 東 区 以 崎 3 - 75

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

j工 )11 好 己
岡 El s  

大 阪 市 対 立 | ズ 北 以 5 1  1  

株式会社 Ilj 卜};yf1l l設，W' j i 務所大阪 'JI 務所 liJ r以

株 式 会 社 岡 組 取 締 役 社 長

大阪市 北区: 堂 lulll J 89 電話。12 0777

、
l
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.-

T寸

大 阪 市 州 l叉 阿 波 路 l将 i並 2- 58

隊式会社 IIU和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

、
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市

開

1

回 誠
手IJ

ｉＩｾ 外木材工業株式会ＱＱＺ !!j ・務取締役

大 阪 府 大 東 市 深 野 市 100

L l 4 : 処築学会近倣支部事務局長

大阪市内i烹籾 1- 118 大阪科学技術セン亨ー内

i ' I 宅大阪市住吉区立11田町 9- 21 公住 3 - 204 

尾 崎
奥 四 Il s  

久 助

1I : i l l 設計工務株式令ト i 以締役相淡i交

1' 1'包 京都府乙訓1 ¥11向i J l町上納野南開34 14 

屯:lif; 92 (l ii) Il 問) 0579 

キサ 太

大 阪 市 1111) 倍野区』公的 IIIJ 1- 51 

株 式 会 社 奥 村 組 収 締 役 社 長

尾 11時 海 上 静1寄

j且化工版製造株式会社代表取締役

尼 的 市 下 j反 i郁 宇 久 々 知 古iJ 235 

大阪市南区鐙谷f中之町62 (市川ビ J レ)

株式会社 ω上 級 一 建 築 事 務 所
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阪急電気工事株式会社専務収締役 大tf 建設工業株式会社取締役社長

梶 本 秀 尾 桐 本 楠 雅

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 UIJ 392 

A  阪 市 ｾ 且 〆ゴ L  1'1' 委 l.-! 

八千代屯設工業株式会社取締役社長

金 光 五 J!m 久 保 幸 一

万ｾｊＧＮスレート株式会社 株 式 会 社 久 保 商 席 代 表 取 締 役

)  11 口 哲 tt 西 山甲

兵昨日cl) 己 崎 市 出 竹 谷 UIJ 2- 89 

株式会社 旺|中小州建築事務所取締役社長

田中工業株式会社大阪出張所 出張所長

)  11 崎 敬 林 得 志

大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 ー 1 0 3 大 阪 市 北 区 堂 jし，' j J ヒUIJ 20 

株式会主1: 近 畿 建 設 代 表 取 締 役 小 林 得 志 建 築 事 務 所 所 長

河 井 覚 日ム ｴｾ＠ ;欠 .fl s  

河 ;J I : 建 築 設 計 事 務 所 所 長 株式会社用岡高且大阪支r ，t ; 洲本工事々務所長

大 阪 市 北 区 兎 我 野 UIJ 15  ｉｾ 宅池田市主 ｴ 石 ｕ ｉ ｊ 1 8 0  

河 j章 喜 之 助 古 林 義 李主

大阪市北区ｾｾ烏上一
11  ＭＱｾ＠ ｾ築協会中国支部以

i河 棺 装 飾 株 式 会 社 社長

駒 敬

神 田 正 平
一

駒 日 出 男

株式会社日本シャツタ ー製作所代表取締役
大 阪 市 天 王 寺 区 椎 寺 UIJ 46 

自宅 神戸市東灘区住吉 町 赤 塚 山
株式会社 駒沼築設計事務所代表取締役

木 下 国 男
株式会社 佐 々 木 建 築 事 務 所

大 阪 市 北 区 堂 島 北 UIJ 16 

代表取締役 佐 々 木 新

株 式 会 社 内 外 写 真 取 締 役 社 長 大阪市i ! i i 区以1町泌 1 15  (東-，IE ビノレ)

木 下 光 忠世 佐 藤 重 夫

大阪市凶区江戸 ｾｉｾ 5 - 5  広仏大学工学部主t築学科教授 ・工 t<S 屯話@ 11 61

株式会社木下謎｟ＺＮｬｬＧｾ庖取締役ト ＺＱＺ 長 広 島 市 古 士 見 町 富 士 見 住 宅 41 電話@ 6429
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;'./J:. . f : : J ; 式会社

近 t民屯気工事株式会社 取締役会長

佐 里子 正 一

株 式 会 社 安)1'悠築設計事務所

1回R  
里子 栄

，j.: v 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 34  

- *京( j l 必19; 東京都中央区宝町 2 - 4 (第 2由利彦ピル内)

株式会社 大 阪 城 口 研 究 所

名 Il j J.r:_ 事 務 所 名 古尾市中区栄町 5 - 5 ( 日本 生 命 ピル内)

雑 賀 孝 夫 キ長 本 裕

和 歌 山 市 小 総 郎 通 5 - 1 株 式 会 社 松 田 平 田 設 計 事 務 所

株式会社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 大 阪 出 張 所 所 長

坂 内 幾 男 隅 回 正 美

株 式 会 社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所 大 阪 市 北 区 富 田 町 30

大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 東 3- 13 第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 j苫

設 楽 貞 銭 高 輝 之

株式会社i ' ( 建 築 事 務 所 長 大 阪 市 西 区 阿 波 陸 上 述 3 - 2

CI宅 神 戸 市 須 磨 区 絞 木 町3- 23 株式会社 銭 高 組 取 締 役社長

主，同主
7j く 手口 珊 仙 田 四 as 

株式 会 社ｎ￭ｬｬ＼和煽 ｴ ｾ ｾ Ｍ ｉ ・ Ｚ ｊ ｩ 務所
大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 - 3

関西媛房工業株式会社取締役社長

瀧 谷 幸 雄 田 中 政

人; 阪 市 街 区 鍛 冶 屋 町 52 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4ー 104

盟主谷金属産業株式会社 取締役社長 大島応用化学工業株式会社 取締役社長

島 田 啓 末 良H 田 辺 信

大 阪 市 i &区 一卜 佐 姻 i湿 2 丁目

凶 1I 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社

消 JK ; i l i 設株式会社関西事務所長

庄 里子 勝 回 キサ 史 as 

ノ、阪 市 l十」区 総 谷 1'1' 之 l町 57 大阪 市 西区［ ［ ｾ 町 品 ｉｉ 1  - 1  7 0  

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 社団法人 円本 建 材 協 会 常 務 理 事

白 井 周
主I司主T

木 幹 祐

大 阪 市 山 区 土 佐 j刈 jHi 2  - 2  八 憾 エ コ ン ス チーノレ株式会社

消 水 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 応 大 阪 営 業 所 技 術 サ ー ビ ス 課長
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1
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夫
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1' 1宅豊中市岡11f T南7- 74 電 話 ① 338 4
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盲

ヲ司ヨE

大:1夜市浪必区元 IlfJ 1- 742  ( 総本じ 1レ)
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付 イil 前j I苫

竹 健 造 長 大腰

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 37

双h. ' . H 竹 腰 建 築 事 務 所 所 長

尾 正

大阪市 大 iiLlx. k  ｾｉ ｉ 柿筋 Ｖ ( 天六阪急ピ J レ)

1I . 4( エレベーター工業株式会 社 代表取締役

竹 最 起原

株式会t.j 念 )1. jl'lj ｉ ， ｉ ｾ＠ 大|妓営業所

大阪市大らＨ灰大淀町 Ｑ ｾＱＳ 3  " 日話同27 19

日 本 建 築 協 会 和 歌 山 支 部

下[1:欽 111 市 114 i J  IlfJ 1  ｉＩｾ＠ [ 1ビ j レ|付

地 政 人 西 島 修 吉頭

大 阪 市 北 区 若 必 IIIJ 3  0  " 以前409004 ・90 16 ・48 25

小俣 ゾヤツ ター工業株式会社大阪支出 取締役文庶民

大 阪 市 外.!.I戊| 左大今i l l . 北 4 ー 127

協 同 令 以 工 業 株 式 会 社 社 長

千 大 五 Rs 原

株式会社大阪建築、j ，:務， ijr 常務取締役J ; t iJ;i 文， ilik

塚 本 猛 次

11 建 設 計 工 務 株 式 会 社

大 阪 市 東 ! 実 陥 品li 2  - 3  8  

恒 成 一
言"

ィ斗千ノI 会社 つねなり ・すたじお 代&. 者

東 畑 謙

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 ー 19

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 所 長

西 向島 良H徳 太

人: ｰｾ＠ r行 114 1ぎ )i IIIJ 抑i 2  7  5  

株式会 ｩｬ 大 ｉ ｬｒ建築事務所 Ｎｾｉｉ 務 ｩ 以綿 η
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. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美 素 工 業 所 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電話( 幻1) 5  8  8  8 ・4 9  3  8  

常 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

t豆諸 (261) 4070 ・4079 ・617 

東芝技術の成果/ 新製品誕生

限 3，20自似シ猫えたス之-1-1i 32mm管

従来のを定客および灯集か吃のまま使用できる

定価る従来品と変リません

現金定価

Fl -4OSW 480円

FL - 40SD 480円
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工 官邸所

敷地面積

悠築商政

延 床 而 滋

各階 i面積

111油 大 誕

I  I  

.“，;..... 咽

全日空ヒリレディング新築工事

大阪市北区芝C l I I町 60ilf 地

1. 5SS. 551m
2  

)， 116. 312m
2  

13. 818. 025m
2  

B ，F L  1，362.  507m2  

B2  1，340.640m
2  

s ， 1，375. 537m
2  

1  875.866m
2  

2  693. 130m
2  

3  Ｑ ， Ｐ ｾ ＸＮＸＷＲ ｭ Ｒ＠

4  1. 101. 322m
2  

5  1，101. 972m2  

6  1. 102.622ロ1

2

7  1，103.272m
2  

8  1， 103.  272m
2  

9  1，103.  922m
2  

p ， 124.  948m2  

P 2  Ｑ ＲＶＮＲ 鎚 ｭ ｾ

p ，，，， 44.853m
2  

P 'j  59.∞2m
2  

計 13，818.025m
2

地下 Ｓ 階地上 Ｙ 階 ｉｾ 盛 Ｓ 階鉄骨

鉄筋コンクリート治

市 民 鉄 筋 コ ン ず リ ー ト 治

)&1従 ｾＧｌ 基礎 Ｈｩ 卓心力鉄筋コンタリー

ト中 ｾ｢ ＧｴＩ

1 1 1 1 1 1  

標期地盤 ｓｇ ｌ ｾ ｏ を而 ｩ ｊｬ百道路中心

ifSきとし F L は S GL + 500 と

する

工 期 昭和38年 1 月~昭和3)年 7 月

仕 上 大 要

外 抜 コンクリート打放しシリコン吹

{ . t ，モルタル S F ，モルタ J レi削

も 引 組 面 セ ラ ス キ ン 吹 付

屋脱 ア ス フ ア ル ト 防 水 踊 抑 上. 磁 総

タイル貼り

サ γ γ ュ l 階 滋泊りステンレスス

チ Ｍｊ レサ γ シｾ ，へヤライン仕

上( 外出世)

2 階 - 9階 T J レミサッシュ. I l .

而処P j ! ，無 色 T J レミライン i上上

( 外部)

( 内部1) 鋼段ドアーオイルベン

キ塗{上上

(  "  )  ，f : 魁ドアーオイルペン

キ蛍{ 上上及び F リヤラ

y 力一{ 士よ

股計監理

施 工

日建股肘工務 K K大阪事務所

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖
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- 全 日 空 ビ J レ に つ い て

業 袋 公 明
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DOUGL A S  D C
3 を主力として発足した全日空は，数年前から積極的 IL機種の切換

をはじめ，V J S COUNT  828， F RI E NDS HI P， C ONV AI R  440， IC続いて今年の 5 刀

B OEIN G  727 を就航させた。乙れらの新鋭旅客機の巡航により，ますます安全な園

内航空網の充実拡張に全力を集中している。現在大阪国際空港 IC離着陸する全日 空機

は l 日86固に達しており，名実ともにわが国，圏内航空界の王座の地位を確立した。

乙のような目ざましい航空旅客事業発展の途上において立ちおくれ，取り残されてき

たものに都心のいわゆる T E R MI NA L ビ、ノレがある一一ほとんどがヒツレの l 階の片隅

を間借しているのが現状一一乙の立ちおくれの現象は世界的なもので「都心から空港

まで」の問題となって現われており，乙の業界の大きな悩みの l つとなっているとい

えよう。

大阪における交通上最大の難所の l つである大阪駅前広場の南側( 阪神ピノレ 1 階) に

あっ た全日空大阪営業所は， 乙の種の施設としては全く立ちおくれ以前の姿であっ

た。その改善への若手は1961年から始められ，1964年 3 月一部を竣工させて営業を開

始し， 6 月末全日空ピJ レとして完成したものである。建設場所は大阪駅北側に位置

し，産業道路に面した立地条件は空港までの時間は従来よりも著しく短縮する乙とが

できる。建物内部κ 空港までの有料直行パスの発着所を設け，利用者の便を計り，更

に話話による R E S E R V AT I ON IC代って C OMP UT E R S Y S T E M を採用して予

約申込みより回答までに要する l時間が僅か 5 秒という，画期的なサービスを行なう中

央装置を設置しである。乙の装置の能力は 1 11寺問70，000件を処理する乙とができる。

乙のような航空会社自体の T E R MI NA L ビルとしてはわが国最初のものである。

平面計画は，ビ、ノレ生活のコアと構造上のコアを l つにして考えてゆく常とう手段は，

往々にして，それぞれの コア の満足をさまたげ合う結果となり易いのと，乙の程度の規

棟の場合，かなり空間の自由度が制約されてしまうので，全日空の要求を満たす必要

からも建物中央に構造上のコアを総状IL配置し，隣地lζ 接する両側壁と トイ 型を組ん

で12M， 2  S  P A Nの構造プランを考え，生活コアは構造体と無関係に自由にコンパ

ク 卜なものとして自立させた。その結果基準階における有効比を865ちにする乙とがで

きた。また乙の大 S P A Nの建物 lζ 要した鉄骨量は， 113k gj 坪， 鉄筋 280kg/坪，コ

ンクリー 卜2. 75 m
3
j 坪という比較的経済的な主体工事貨の結果を得るととができ

Tこ。

設計作業の中で終始念頭ICあった ζ とは，ダイナミッタ lζ 発展してゆく航空会社の持

つ企業 I MA GE を建物の内 ・外部に表現する ζ とであった。

「大阪駅の裏」という大阪の人々が乙の地域に持っている特殊な I MA GE は，全日

空 ヒソレが完成しその近くに阪急の 7 ンモスホテ J レも唆工を目前に控えている今日，急

速に変ってゆくととだろう。

その意味からも全日空の進出を高ぶ ものの I 人である。

待 合 室砂
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|全日空

段計監理

施 工

日建股計工務 K K 大阪事務所

株 式 会 社 竹 中 工 務 底



段計監理 日建股肘工務 K K大阪事務所
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- 設立| ーおとしてのととは‘

共済会館は同家公務員共済組作述合会会員とその家族のための宿泊および集今なら

びに リクレ ーションの: / i l l i 設としーと，全|判的』ζ 笑施 されつつあるー述の厚生施設であ

るc 大阪会館はその一環として ，また関西地区センターとして¢位置をしめるもの

であろう。敷地は大阪のほぼrll 央である大阪城の南に位侃し，東 IC生駒山を望み大

ｼ奴港から市の ｲｬｬ 心を通り，阪ぷｼ司道と結 ぶ築港深江総 ｉｃ 而したｔｉ￯の官公庁 街の ｾｉｊ 心

でもあり ，乙のような施設の位置としては恵まれた条件をもっていると巧えられる。

われわれは ｾ Ｓ 段階設計システム 〉 と題し ， ぷ会館の計図案を近代 ｉｉ 築 ＱＹＶＰ 年 ｬＱ Ｉ ｊ

号IC発表した。われわれは情状f ，J i rl i ，海上都市のプロジェク トにおいて唆と単位空

間の問題を発展させてきたが， ｾｉζ イ、 ｪ ねする空間として乙の会館の宿泊空 間を考え

た。つまり m代の空間は低胞とし北側にとり，南 lζ 下郎構造( ラーメン綿造) の上

lζ 上 i郁梢部(J i ; ) ; . f i Yi 造) を高く差上げ，それに宿泊空間を付おさせたのである。下郎構

造からと部構造に移行すると乙ろで壁を支える新しい〈柱頭〉を造った。それはあ

たかも新しい郎市空間を支える支住のシンボノレであろう。そしてこの会館のどの位

置からも大阪城を望む乙とができ ，会館の利用者は大阪市民の心のよりと乙ろであ

る大阪城を常に怠識しながら宿泊し ，集合し ， リクレーションする乙とができるの

である。 胞設内容は集会に利用される集会室，結婚式場，大広間などを合む集会関

係ブロックと，宿泊のための察室， ':9] 食堂，主食堂，ラウンヂなどを含む宿泊関係

ブロックおよび乙れらの管理，サービスのための事務室，厨房，機械室などのブロ

ックの 3 つのブロックである。乙の 3 つのブロックについてはそれぞれ，集会関係

は北側 iζ 低JM，宿泊関係、は南側 l ul1}白，管理関係はそのつなぎの部分として構成さ

れている。乙の他にパーキング ・プー J レ，プーノレ，プーノレスタンドなどの昼外施設

を設けた。メインアプローチは南正面22米道路よりスロ ープアップして I 併玄関に

入り，サブエン トランスとして地階ティ ールーム，フラワーショップに入るアプロ

ーチがある。サービスアプローチは，北側30米道路よりスロープダウンして地階管

理室に入る。

一
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菊 竹 清 田11 建築段計事務所

早 稲 田 大 学 理 工 学 部

谷 資 信 研 究 室

大和勝太郎室内位計事務所

大 成 迎 股 株 式 会 社

現 場 担 当 八 町 楢 明

大 阪 電 気 媛 房 商 会

三 機 工 業 株 式 会 社

目立ヱレベーヲ ー株式会社

東 浄 水 株 式 会 社

大 丸 デ パ ー ト

家 具

施 工

漣 築 工

段 計 監 理

構 造

気 工

給排水衛生

暖冷房工事

エレベータ

ー 工 事

プ ー J t - 浄化

装 置 工 事

家 具

会館の 1， 2 附は主として集会，病 i! ' 1 ともに使川する共用スペースとして考え， 3  

ｾ寺以上は宿泊関係のみの議室をとっている。全般に後最 ｭ な機能と多角 的利用 を 期 待

する建築の多機化 lζ 対して充分な解決が得られたかと‘ うか，今後の利用状況から批

判 を 得 た い 。 ( 柴田守康)

大阪r ! i 1 l ! 区法円坂 6 ｾ＠

地下 l 階 地 上 5 階 t芦屋 2 階

プールならびにプールスタン

ド (300名収容〉

着 工 昭 和 37 年 12 月

竣 工 附 和 39 年 1 fJ 

所 在 地

上!! t! 

舟lエ
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‘ 南よ空より の全景

後方 IC見える石厄は大阪域お婦石 lfi

而 都 1 <

敷 地 面 積 4. 011. 170 m"  

雄 策 面 積 1. 590. 8:: 0  481. 244 坪

地 階 1. 270.  911 384. 450 

l  階 1. 289.870 300. 185 

2  階 1. 004.  959  304.0∞ 

3  階 680. 054 205. 716 

4  階 648. 029 196. 028  

5  階 648.029 196. 028  

外 郎 庖 椀 ' モルタ J レ防水

盛 : モルタル刷毛引 リγ ンガンス

プレ一

本'1: m コンクリート打放し

ｾￆ り コンクリー ト 金ゴテＡｾｻナチ Ｚ＿ｪ

ｾｊＡ 込一部砂利敷告

R  1 階 122.092 36. 932 

R  2 階 45.347 13. 717 

メ日h  
計 5. 709.291  1. 727. 060 

組 べ い 事 39. 6 9百

プールサイドより東棄を見る

写真鍛彬 二川 事 夫



2 階 大 会 機 室 7 コー デイオンドア IC より大小 IC分けられる

3 階 客 室 ; 洋 間

内 部

床 プラスタイルP

巾木ーソフト rlJ 木

盛 : コスミコートラフ仕上

一部モルタルV P

天井 モルタルビニール系リ

シンスプレー

20 



d 階 ( 屋 1階) 軽 食 堂

4 階 客 室 ( 和 室〉

床

壁

タタ ミ

ジ ュ ラ ク コ ス ミ コ ー

ト吹付

天井. 杉船ベニヤ

設計監理

構 造

結 工

菊 竹 清 1111 建 築 事 務 所

早 稲 国 大 学 理 工 学 部

谷 資 信 研 究 室

大 成 建 段 株 式 会 社
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大 阪 共 済 会 館

施

菊 竹 漕 罰11 建 築 事 務 所

早 稲 田 大 学 理 工 学 部

谷 資 信 研 究 室

大 成 建 設 株 式 会 社

段計監理

構 造

エ

三好歓之進

当建物の敷地は大阪城の南側 lζ 位置し ，北は野田一森の宮紙し南は築港一深江

線に面し ，また東西商も前記両道路をつなぐ道路lζ 面した梯形の細長い形で，

西から東へ緩い傾斜を形成しております。

乙の付近は，古来よりいわゆる上11fT台地として存在し，表層 3 - 4 米はi中積層

でありますが，それ以下は洪積層であるととが地質調査および隣接工事の施工

経験から判明しており ，最近にいたり ，すぐ西側から難波之宮の遺跡が発見さ

れるなど，地質学上および歴史的にも興味深い土地柄であります。

建物は ，ζ の立地条件にふさわしく敷地の形状と傾斜を利用して巧κ 配置さ

れ，本館と屋外施設がよく調和して ，市内には珍しい豊かな環境を生み出して

おります。

工事は，整地の関係で I昭和38年 l 月下旬より基礎の繍削を開始，地階躯{ 本およ

び周辺盛土を 5 月中旬に終え ，8 月末 le は本館の コンクリート打を完了，引続

き仕上工事および、プーノレなどの屋外施設工事IL入りました。 5 ， 6 月IL は雨が

多く一部工程に支障をきたしましたが，その他は市内工事としては恵まれた立

地条件で予定通り本年 1 月末全工事を完成いたしました。なお建築主の国家公

務員共済組合連合会は ，東京虎ノ門病院その他各地の施設をど用命いただいて

おり，また設計監理 leは出雲大社庁の舎や館林市庁舎工事で当社とど縁故のあ

る菊竹清訓建築事務所が当られた関係から ，終始順調に工事を進める乙とがで

きましたととは ，施工者として深く感謝する次第であります。

大成建設株式会社大阪支庖綜合所長国 施工者としてのととば

階 ( 下)

1. ポ ー チ

2. ホ ー ル

3. フ ロ ン ト

4. 9 ロ ー ク

5. 支 配 人 室

6  ノマントリ

7 会 議 室

8 小 会 議 室

9. 特 別 室

10. 子 供 プ ー ル

11 プールサイド

ベープメント

12. プ ー ル

13 プールスタン

14. 築 山

階 ( 左)

1. ホ ー ル

2. グ リ ル

3. 理 髪 室

4 花 屋

5 厨 房

6 事 務 室

7. 洗 濯 室

8 ベ ー カ リ -

9 冷 蔵 庫

10 従 業 員 食 堂

11 従 業 員 室

12 包 括 交 換 室

13  女子ロ γ カー

1ι 男 子 ロ ッ カ -

15. 宿 直 室

16. 用 度 事 務 室

17. 念 日t

18.  m 気 室

19. ボ イ ラ 一 室

20 包 道

地

22 



2. / マ ン ト リ ー1. 軽 食 堂階屋

菊 竹 清 馴 建 築 事 務 所

早 稲 田 大 学 理 工 学 部

谷 資 信 研 究 室

大 成 建 股 株 式 会 社

設計監理

構 造

エ施

盟開 ;::JJ; (

一'

4 .  5 階

1. 7 ロ ン ト

2. ，Ｑｾ ントリー

3. 浴 室

4. 洗 面 所

A 客 室 ( 和 室 )

B  : ;&: 3l  ( 和室)

C ・ 客 室 ( 和 室 )

D : 客 室 ( 和 室 )

3 階

1. 7 ロ ン ト

2. ｲｾ ントリー

3. 浴 室

ι 洗 面 所

A : 客 室 ( 洋 室 )

B : 客 室 〈 洋 室 )

C : 客 室 ( 洋 室 )

D :;&: 室 ( 洋室)

2 階

1. ロ ン ヂ

2. レ ス ト ラ ン ト

3.  ｲｾ ントリー

4 写 n 室

5 結 勝 式 窃

6 洗! l 13l ・セット

ドライヤ一室

7. :{i 付 室

8 男 子 治 付 室

9 衣 裳 室

10. 会 議 室

23 
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全 景 ( [  IJ原 子 炉 室 ② ホ ッ トラポラヰ リー ③ トレーサ- I > l ! @) 一般実験棟 ⑤ 中性子 発生装位室

⑥ ボイラーお よび鹿楽物処理棟 、① 食 堂 ⑪ 管 血 棟

一

所

-

4

申

八

一

-

Z

比

両

，

一

一

宮

穴

一

炉

一

一

子

一

一

原

一

一

・

丈

一

一

古

小

一

設計監理 財 団 法 人 建 築 研 究 協 会

( 京 都大 学 増 田 研究室)

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

所 在 地 大 阪 府 泉 南 部 熊 取 町 朝 代

敷地而f I 1 約 % ，000 坪

主 要組物

1  原子炉室

建築面積 615.75m'  ( 186. 27坪)

床 面 積 1， 346. 18m
2  

(407. 22呼)

事l 高 l D. 200m最高部21. 420m 

構 造 壁 鉄筋 コンクリート

円筒 シェ ル

屋 線 鉄筋 コンク リー卜

路殻

2. ，t- γ トラボラ トリー

旭築 面 Ｎｦ，ｾ 2，551. 26m"  (771. 75坪)

床 面 積 2.817. 91m"  (852. 42坪)

軒 高 平 屋 部 分 4. 800m 

2 階m部分 12. 60001 

構 造 鉄筋コンクリート ラーメ

ン僻 造平屋 旭一部 2 階建

24 

園 設 計 者 と し て の と と ば

6 月 4 日付朝刊の i 17 ・8 日頃に臨界実験」の報を手にして感無Bモミあるとと

もにその成功を祈る者である。

かえりみれば， 1961年12月 1 日熊取の地 iζ 鍬入れが行なわれた l侍，木村毅一所

長の祝砕の一節に「今日は奇しくも 20年前1942年フェノレミがシカゴ大学で原子

紘分裂反応に成功した日である。乙の20年の遅れをとの実験所完成の腕には速

やかに取戻して平和利用に役立てたい」とあった ζ とを思い浮かべる。

寝屋川の放射線研究所，堺の府立放射線中央研究所の設計経験を韮礎に，更に

新しい原子炉建築における構造と美と用の追求を通じて研究活動への積極的寄

与を大腕として，私たちの設計監理は終始一貫した。全体としては ｾ 大な予算

を執行したわけであるが，個々の建屋についてみると ，単価は決して充分とは

いえず，むしろ私たちの経験的積算による半分以下としか考えられないような

ものもあった。乙乙で私たちは質的低下を駆力避け， lil 的切捨てをもって乙れ

に応じ ，それすら不可の場合は更に材料，工法あるいは計画そのものを再三蒋

四検討し ，その極限を追求するの態度をも って当 ったわけである。原子炉建設

本部には所長以下原子炉部門および建設関係の教官 ，技官 ，事務官が設計会議

を構成し ，乙れに加うるに施工関係者グループをも って工程会議が組織され，

その色分けは十指にあまるととは普通であ って，J直 J々Z の々祖Hζ も常; K建設的

宵定の一点、にそのすべてが結集されたととはいうまでもない。

建設の詳細11については，いずれ発表したいと考えているが，今はただ終始協力

された関係各位に心からお礼FI" しあげるとともに ，改めて臨界実験の成功を祈

る ば か り で あ る 。 ( 藤 原 勉 記 )



原 子 炉 室

情 造 炉 室 F L  - ]， 650より F L  ｾ＠ 3. 340 

まで鉄筋コンクリート( 骨併はm

品石)

F L i 3. 340より F L  17. 300まで

鉄筋t ' I 通商密度コンクリート

仕上 コンクリート打般しの上. R .  1.  

R ペイン ト塗

正 面 ( 原子炉およびホ γ トラボラトリーを望む〕

25 
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一般実践棟外観

z  

トレーサー様化学系実験室

股計監理 財団法 人 建 築 研 究 協 会

( 京都大学増田研究室)

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

園 施工者の乙とば 鹿島建設大阪支応

京郎大学 ｦｬｾ 取原子力実験所は ， 第 Ｑ 期工事Ｈ昭和 Ｑ

36年12月E - 工) から第 3 期工事 (1沼拘139年 3 月末

峻工) にいたるまで，足かけ 4 カ年にいたって ，

特殊機器設備を除くそのほとんどすべてが，当社

の手ICよって建設されたものである。

敷地造成，道路工事なども建築工事と平行して行

なわれ，しかも 20あまりの建物が，高低差のある

約95. 000呼の敷地lζ 点在するため箱庭築造のごと

き敷地造成となり ，また土質不良のため ，全期に

わたって，法 i厨，道路の維持管理，および資材の

級入迩搬には苦労した。

実験所の中心ともいうべき原一子炉室は ，その外壁

が円筒形，屋根は琢殺の S . R . C迭で，外壁屋根

共外面を更に鋼板で窓 ｩ う ζ とによりＮｾ物全体の

気密性を保持しているが，出入口廻り ，配線配管

のk1. f l ' l 通部分( 気密扉，気密端子および/.1<封ダン

バー) のディテ ーノレには特 lζ 工夫が要求され，乙

れはl J i 礎，地階および l 階床版の 7 スコンクリー

卜の打設計画 ，内壁打放し コンクリー トの円筒シ

ェル，球殺の型枠計画などとともに ，最も検討を

重ねた点である。また原子炉生体遮へい壁の重量

コンクリートは，骨材重品石をフ。レパックし，霊

i J モ J レタノレを圧入したものであるが， ζ の範工 IC

当つて は，当社原子力室，技術研究所および現騒

が完全κ 一体となり . 11白羽]38年10月初旬ずi工. 11科

病139' j:: 1 月中千，j. 成功哀IC完了した。乙のスイミ

ングプーノレ系タンク型原子炉は関西最初の大規模

なものであるが，機械l 1i ! 1付，五E転準備にいたる全

体の工期も，イ也IC例を見ないスピ ーディなもので

あった。

設備の商では，全体として特殊建物であるため，

その機能や精度に対する設備担当者の理解がくい

追ったり . W築担当者には設備fG気関係の図面理

解が困難であり ，したがって特に各担当者相互の

協力による一体化IC苦心したが，今後は ζ の知識

と経験を充分に活用して行きたい。

最後に ，何分にも例の少ない建物であったため ，

施主京都大学を始め，関係各方面のど指導，ど協

力をあおぐ機会も多く ，ζ ζ 』ζ 託: 上を借りて深く

謝芯を表する次第である。
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Id) 原子炉貯蔵プール

f 1t n . tI.. .  

同

(c) 使用済燃料貯践プール

ふ

n _  

， ，_ ふ ，_・

守，.・ - "  

Ib) 地階実験室J*  

? 回 . ¥1.DoO.

1') 炉

6  

4 ・E 山 崎 」包・ー

I  

原 子 炉 室 断 面 図



股 計 株式会社 K f膏 造 研 究 所

監 理 箕 面 市 建 築

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

玄 関

28 

全 景

所 在 地 箕 面 市 西 小 路 310llf 地

獄地面舵 6，944. 025m'  

工 Jt1J  .lt 工 附 和38年 6 月 3 B  

竣 工 附 和39年 5 月15 1;

木 ltii

処築面杭

延而f 1 I

内 iO(

地 附

1 階

2 断

3 陥

R ， ，皆

R. 階

Ru  Wi 

楠 i宜

1，847. 853m
2  

6，141. 369m" 

1，477.383m
2  

1. 288.  593m2 

1，497. 695m"  

1， 585.  310m" 

204. 418m
2  

52.  985m"  

52.985111
2  

l在 日世 別梨石地業鉄筋コン

タリート造

柚 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 治

外 扱

住民5' 1 コンクリ ート打肱し

肌 仕 上 げ

シリコン刷毛引 き

些 外波タイル貼り

付 属 棟

建築商政

延 面 積

内 自沢

一 郎リソン織さ指し

1， 081. 355ロ): : !

983.070111" 

ガレージ ， 自転車置} 品，器具

'!Il ，倉ull

補 地

』正使 ［ｾｊ 架石地業鉄筋コン

タリー ト造

軸 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 浩

外 主主

4控 乱崩野石駁 一部モ

ルタル剛l毛 引 き

リシン吹付け



- 設 計 者 の 乙 と ば

r UfIへ/1¥儲けるたびに気持の安らぎを感じる。

全市をつつむ緑，透明な空気，それがとの市の魅

力であろう。近く企業団地の設定もあ ると 聞く

が，ベッドタウンとしての乙の特色は失ないたく

ないように恩う。新庁舎の計画中乙の環境 IC対す

る意識は強かったし峻工後の今もそれを念願して

やまない。

敷地の約 2. 6 m の高低差を極力いかし ，地線状況

も考慮して地下を設けた。特に北側の付属. fmも地

下におさめて屋上は駐車スペ ースにしたため周聞

に遮へい物がなく「四方正而J ともいうべき構成

が可能になった。

屋外階段は 3 階の大会議室が庁外の人に時間外 IC

も利用される乙とを考えて，時計上品と兼ねて設け

たものである。

また市民ホーノレの金属レリ ーフと中庭嶋屋のタイ

ノレ壁面構成は ill 在住の丸山石根氏にお願いした 。

( 金属レ リーフは羽原一陽氏と共同制作)

( 株式会社K 構造研究所村山術弘)

市 民 ホ ー ル

中庭より階段室外部をみる
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股 計 株式会社 K j膏 進 研 究 所

監 理 箕 面 市 建 築 謀

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

量 場

. 施 工 者 の 乙 と ば

新しい物ができ上るという乙とは心楽しいものです。

土を摘る，型枠を組む，コンクリー卜を打つ，墜を塗る，建材を貼る。毎年，

幾度となく， 同じ作業を繰返しながら， その組合せの相違で，毎回異った型

と，臭った意味をもった建物ができ上って行く ，そ乙 lζ 建設技術者の喜びがあ

ると Fll せましょう。

もちろん，あてにならない風，雨. ｾＮ暑。掘って見なければ確認できない土

質，地下水。近隣からの技術に関係のない陣宮。労務者の不足，不定性。会事，

等。未解決の，あるいは不可避の防害と ，それによる苦心とは ，当工事とても

例外ではなく， 一通りの !l 'TijJ はありましたが，それにも泊して，美しい緑，清

浄な大気，聞かつな風光の 111での作業は，騒然とした， ZJRあいな市街地の工事

lζ は見られない，心豊かな仕事で: あったと思います。

しいて rl lせば，当初の 1 カ月半にわたる長雨と，敷J : t i l l尚題の解決がとじれたた

め，JT工が遅れ，乙れが最後までひびいて工j倒的 lζ 迫いつめられ，仕上工事の

段階でいま一歩のゆとりを取れなかったのが残念と申してはぜいたくでしょう

か。

ともあれ，西国街道に沿う . [児婦な北恨の山なみを背景 1( ，古い由緒と ，新し

い意義をもっ都市の象徴が，私たちの手ででき上りました。工事管理に当られ

ました箕面市役所と K 構造研究所の方々の，乙んせつなど指導を感謝いたしま

す。 ( K K銭高組建築課長武藤初吉)
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.  都市美学

大阪の御堂筋の美し芯は ，整然と述なる街路樹と ，建築物のスカ イラインの統ーにある 3

それが近年，いちょう並木はスモッグと排気ガス IL痛めつけられ，沿道は交通標識をはじ

めとする雑多な立看板 ;ζ 汚されている。乙の上更に超高層建築物が街の調和も考えずK ニ

ョキニョキと実現したら ，一体その景観はどうなるだろう。一考を嬰する 問題である。ヨ

ーロッパではすでに中世において ，建築物の高さと広場の大きさを視党的に統一する規準

があったという( カミ リオジッテの法則) 。御堂筋の け1員4 4 m!C対 して31 mという建築物

の判 125は，はからずも乙の法則K 適合している。とんなと乙ろにとの街路の美観の校、密が

あるようだ。乙う考えると，中之島の府立図書館のノレ才、ッサンス i様式も広場あってとその

デザインといえる。盟国神社の移転で， ファ サード の美を再発見したと喜んだのも束の

間，心なき仮 di 庁合の IH現で都市美をまた一つ失った。日本の都市文化はまだ都市美学を

論ずるまでにいたっていないようである。が，それをl嘆くより ，乙れから研究されるべき

未聞の分貯があるという都市の若さを喜ぶべきだろうか。 ( HA)  

• rハコ 」

大学は理工系教室の増築ブームである。だがそれはまさしく「教室」の嶋築であって ，当

然それにともなうべき食堂や寮などは旧来問機である。技術者はほしい ， しかしそのため

には「ハコ」と人聞の数さえ大きくすればよいと文郎省は考えているらしい。乙の悶も二

千数百人いる大学院生 lζ 始めて寮ができるというので案を見にいった。見れは 300 J平の土

地にたつ保健所の改造案である。室の大さは 4. 5  ｾｊ ， ｬｩ から Ｑ Ｒ Ｑｾ ， ｬｩ までのわずか ＲＳ 室，東内 向 中

川11下型と南向}.;-廊下型が結合している。 i ハ コでも ，ないよりましだ。J というのが彼ら

の論取であり，また事実そ乙で研究ができると思っているらしい。建築空間は確かにハ コ

であるに迷いなし、。しかしそれは社会的生活を営む人間を容れるハ コであり，物理的なハ

コとは質的に奥ったものである乙とをお役人はど存知ないらしい。でもわれわれはそんな

乙とよりも ， i ないよりましだり という巧え方のでてくる事実そのものにもっと目をむ

けほければならないのではなかろうか。 ( H 1)  

圃 ある日の こと

私は御堂筋のミ銀f恥，先年の台風の後で苗場から移された。向いのヒツレはその時lζ 建っ

たもので ，山'Ji l寺は伊! と ，不細工な建物なんだろうか，乙んな建物の前で一生を過すのは，

乙ーめんだと思ったものである。が，雑踏と ，スモッグの巾で 3 年が過ぎ，そばには最新の

泌物が着々と完成して行くある日，ふと気がつくと今まで嫌っていた ヒソレが，堂々たる風

絡を身につけている。そして何となく 親近l惑が初いてくる。

ｾ物とはそういうものかも知れない。
(S  1)  

.  排水の悩み

イ ー 仁Ｇむ ｉ 也の ｉｊｉｾ 発もｪｊｽい ｩｬｬ い通勤距離 Ｑ ＱＱ 寺間以上の所まで拡がっているが ， 乙の ｪ 易合 Ａｃ 一番頭

; . l : l J " 1 ' i めるのは排水の問泌である。公共下水道は望むべくもないが，たまたま手近に下水慨

があってもそれが椛蹴水路に繋がりをもっていないととは柿である。乙乙 !C浄化榊の排水

を流し込もうとすれば水利組合の強い抵抗を受ける乙とは ｊｾｈｉ せねばならない。 何 度も水

利委員に磁を下げて「万一作物 lζ 影響を生じたる H寺は云々 」の一札を入れて許可をも

らえたら上々で，下手をすると近代的アパー トに汲取り便所という泣きたいような結果に

もなりかねない。浄化槽 !C対する 一般の認識の低さもさる乙とながら ，き筆談過多などに よ

る稲の被害なども現実にあったらしい。浄化槽にもまだまだ改良の余地は残されているよ

うに恩われるが，監管官庁の指導 lζ も徹底を欠く怨はなかろうか。とれは一例に過 ぎない

がベッドタウンとか田園都市とかいわれでも，そ乙』ζ 快適な住いを造る乙とには多くの困

難が横たわっているように恩われる。 (YO)

次号は新しい執筆者が担当します。
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全 日 空 ピ ル

設 計: 日建 設 計 工 務 K K

施 工 : K K 竹 中 工 務 庖

... 1 - 2 階IC タフライトドアーと磨大板を 3 階以上 lζ グレーペーン

サーモペーンを伎J 1 J している。

① 日 本 板 硝 子 株 式 会 社

磁 器 稜 線 タ イ ル 砂

関 西 タ イ ル 商 会

ロータス防水工法責任施工

株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所



衛生設備工事 株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

空気調和設備工事 株 式 会 社 朝 日 工 業 社

日 空 ピ ル

J主 計. 日組 設 計 工 務 K K

施 工 K K 竹 中 工 務 庖



， .  

日 空 ピ ル

設 計 . 日 建 設 計 工 務 K K

施 工 K K 竹 中 工 務 脂

企待 合 室

待 合 室惨



A  吸収式冷凍機 K K(t 原制作所! r I 使用

施 工 株 式 会 社 斎 藤 省 三 商 庖 大 阪 庖

原子炉本館ホ ットラボラトリー 空調機械室

京大原子炉実験所

J!.t骨，. :  Ｑｉｾ問法人辿築研究協会

施 工 : 雌 山 雄 政 K K  



京大原子炉実験所

設 計 : 111同法人辿築研究協会

施 工 鹿 島 処 J'{ K  K  

ボ イ ラ 一 室

... ボイラー K K商尼鉄工所製 F T X-50 31時制: 用

施 工 株 式 会 社 斎 藤 省 三 商 庖 大 阪 庖

V  空調器および冷i・Il 織 ダイキン工業K K製N' 用

トレーサー棟 空調機械室



原子炉核言十装制禦盤 企

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

食 堂

尽大原子炉実験所

政 ｾ ｦ 財問法人is築研究協会

施工 Ｚ ｷＮＧｾｩｊＡ，Ａｉｻ ｋ K  

‘  全館塗装工事

建 装 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖



宅地開発特集

1 都 市 計 画 と 宅 地 開 発
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宅 地 開 発 の 現 状 と 問 題

奈良女子大学住居学科

足 達 富 士 夫

最近の宅地難，とくに住宅のそれが. 急: i i l i な経済成長にともなう都市への人口集中と，

乙れをうけ入れる側の土地利用体: 1)11の不'U/II Iζ 原因してい るζ とは，いままでにもくりかえ

し指摘 されてきた と乙ろである。人口の都市集中は，いわば，到代の文 IYj が指| 旬している

一つの方向であって， ミシ ェノレ ・ラゴンは，その若「われわれは明日 ど乙 lζ 住むか」のな

かで ， 未来 の 都 市 の Ｑｾ を決定する条件として ， 人 口地加とそ の第 Ｓ 次 ｊＡＱｊＮＤ 化 をあげ ， 1950 

年に世界人口の20，?6にすぎなか った都市人口が， 2000 "Hこは 4576， 2050 年には9
0

76(ζ た

つするという統計学者の計算を引用してい るω。都市従業者の割合がすでに80} 6を乙えて

いる幽ヨーロッパの 国々と ，まだ3076程度にしかすぎないインドのような国とを乙みにし

た総平均で語られている乙の数字からは，その数字が現実されてし， < 過程が一実現される

と しての活fごがーどんなコ ースをたどるも のか，あきらかでないが，すくなくともわれわ

れの現実から みる と，後進!也J或が近代化ー工業化される以前lζ ，大都市が山村人口を吸収

してさらに巨大化しながら，全体を郎市化の方向におしすすめるであろう乙とが容易にみ

て とれる 。

地域格差のあるかぎり ，I摘発のおくれた地域からすすんだ地域への人 口移動がつづくと

いう司 i 突が脂摘されているがω，乙の法則からすれば， 11日和35W現在，ilH工業従業人口の

全国平均6876にたいして，およそ 9576をかぞえる- * 京，大阪では，者jl あるいは府の平1 $人

口のほとんどが郎市従業者となってしまってい るという 状態そ のもののために，ますます

人口が ζ れら大都市地域の周辺によびょせられ，者f I 市が巨大化 し，住宅難，宅地燥にます

ます拍車がかかるという巡動が，容易にやまないであろう。 ζ の，ほとんどJド可逆的な巡

ｾｙ ｊ をとめるものは ， イギリスの場合のように，過程はどうであれ，とにかく国全体の行業

人口の9576が都市従業者になってしまい，ロンドンへの人口流入がほとんどとまってしま

っているといっ た状態であろう。しかし，乙の1i1J きがとまるくらいに地域格差が解消され

るためには，おそらく 100 万工業都市をあたらしくつくるといった投資の仕方が必要だろ

うし，だとすれば，それはたとえば新陸部市ていとの地方都市補強政策でJDI 待できるてい

のものではなかろう。乙ういう条件の中では，;i l'i t包設を市域外に移動させて都市機能の分

散をはかるといった乙 ζ ろみも ，単にあたらしい人口を吸収するためのすきまをつくる乙

とにしかならなくなる。乙うして大都市の人口は上昇の一途をたどり，住宅難，宅地雌の

克服もまた，つねに手おくれ気味の対症療法にまたざるをえない。そしてそのような級点

的な解決のめどのつかない状況のもとで人口の適正配置，住宅と宅地の大i J : 供給のための

努力がｾ［ｪえされ て いるというのが現 状 である。

大目jlTI1のl彫l振が当分さけられないとすれば，大目1¥市応機能の地方分散のための努ノりをか

さねるー方で，その都市化状況を先き取りし，綜合的な土地手IJ m計画 によって，都市の将

来のJl!t l阪に対処しう る体: I )IJ を考えなく てはならないのだが，実際には，そうした広域にわ

たる土地利川計画がないままに宅地開発が先行し， ｊＮ 品業の 問題， 交通の 問題，離 ｉｾ 者のｽ百

円] の!日，]mi はど多くの|問題を一度にっくりだす。

大自j¥市周辺での宅地IJfl : 1 在がもたらす問題は多岐にわたるが，乙乙では， 上にのべたよう

な，とくに大占j¥市の人口i自とl阪Irriの状況の 11]ですすめられている' ち地1}日発の現 状に つい

て， ｦ 主Ｇ包 ｬ 也の質と大 ｊ ｊ，｜ＮｪＺ史 ｉｊｉｾ 1eの二つ| 問題を吟えてみたし '0

.. 



。

住 宅 地 の H 質 11

住1.1;j <i ! ，! i を評価する際，住} ，g 臼休の質のほかに，学校，商応，診療所その他の生活胞

設，交通機関，道路，下水などの都市}j私設の整備状況，さらに騒音 ，大気汚染などの物理

的政i境条件がlli 1 l ! なファクターをなすことは，あらためてのべるまでもない。

公共，民間 ｪ を問わず，最近の住宅は規模も大きくなり ， 設ｾｩＱｩも充災して ， 次第』 ζ 質が高

まりつつあるが， しかし住} ，! } 水準を環境全体からとらえる巧えブj からすると ，現在，住

尉水準は，一般にあがりつつあるのかさがりつつあるのか，にわかに断じがたいのではな

かろうか。

最近の宅地1) 目先でとくにいちじるしいのは通勤測の激化である o ＱｾＱＱ 市の膨 ｬ 恥地価の ｊ｛ む

誌の当然の結ＹＮｾとして，宅地の Ｑ ＩＱＱＱｴ は次第に都心をｾざかり ， 耳 、 ｻＡｊＡを ｩｭ してきている。た

とえば現住 600 ) j をかぞえる大阪l自の人口は年約 496，およそ
207) 人の割合でl 1 : IIJ 日してい

るが，乙の士自加の7076が社会士自によるものといわれ，乙の社会W: は，大阪市よりも周辺の

衛星占 ｾｳｲｬｈｃ 集中している。また ， 他ｉｦ ｦｾ ，ｾからの流入人口も ， 大阪府以外の近畿 Ｑ Jif 5  ｾ，ｾか

ら，U  fC28万をかぞえており <3> 乙うした傾向が，新規1) 11発宅地の辿距離化と見合ってい

るわけで- ある。

また最近の宅地問先は，一般に大規般化の傾向にあるが，それ自身は合理的な大規模1) 日

発も，つねに交通問題の豆荷をかかえている。大都市周辺で大規紋な敷地が得られるとい

う乙と自体，都心を泣くはなれて地価が比較的やすいという乙と， したがってさまざまの

都市施設，とくに大量輸送機関がうに| 徐な い し不足している乙ととうらはらである。住宅地

内の生活必施設は，一般に不足気味ながらなんとか供給されるにしても ，鉄道の新設とい

った乙とは，現在のと乙ろ開免主体の事業の持外 lζ あり，ー方，鉄道側は，朝夕のラッシ

ュをつくり ， しかもそれが一つの方向 lζ 集中 し，その上ほとんとの〉定期券の利用者だとい

う団地居住者の特性のゆえに採算があやぶまれる新級建設にあえてのりだそうとしないの

は当然であり，とすれば，バスなとを使って最寄りの駅から既存の鉄道を利用する乙と lζ

なるが， しかし，大都市周辺では既存の鉄道自体. すでに収容能力の限界に来ている場合

が多く ，そ乙で}，g住者は主主距隊とラッシュの二亙の通勤難lζ 見舞われる乙とになる。乙う

いう場合 Ｎ 個々の住宅の質がいかに高く ， 住宅地が共同諸施設を完ｾｬＱｩされ ， ゆたかなみど

りlζ つつまれているとしても，住環境として水準が高いとはいえない。むしろ低いともい

えるのである。

また一般に，計画的な宅地開発においてさえ，主t活施設は不足気味 lζ しか供給されてい

ない。ヨ ーロッパなどでも，あたらしい知外団地は，公共施設とくに商業施設が既存占s市

lζ くらべて貧しく ，それが居住者の不満の大きな部分をしめているといわれるが，とくに

わが国の宅地開発では必製品小似の施設をという考え方が支配 ＨｉＧｾ なようにおもわれる。乙

れは ， 宅地 ｉｊ ｴｊ免 一 住Ｇ七五Ｎｬｬ設かげ住宅政策ノパ ζ ｩ［［ｾ く色づけられており ， Ｂｴ， ｬｬ 市 政 ｾＱ ＱＡ の観点が稀

薄であった従米の傾向を反映しているためであろう。" 凶i也，がその圧倒的なマスにもか

かわらず勺IIJμ よりも H 住宅の集合μ でしかない乙とは，迫路，供給処理胞 t没などの都市

施設を" ) 五外I似 iL，施設と称している乙とに象徴的 lζ あらわれているが，IJIHζ のべた交通

機関も含めて，一切の公共施設を ;e1J t 1l したものを H 宅地" としてとらえる視点が純立され

てはじめて宅地IJH発は勺11] づくり H の名にふさわしいものとなろう。ついでにいえば，乙

うした宅地概念の変更は，宅地I J i Jブとに' ! J : ーする賀川のMi についても従来の概念の変更を] 3 求

するであろう。

会主が{ : t 環境の賀会大きく低下 させる ことは いうま でもなし 3。岩波新J J : rおそ るべき 公

害」には高度成以政策の切り札である工糸I ) I-j 発というやつが，極端な住EIi 境の恋化という
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代償の上になりたっているさまが，あざやかにえがかれている。 ＢＯＩｾ ｊ Ｑｴｾ ｴ 画 ｈ というやつ

は，結局ノ'] 1刻係できめられてしまい， したがって去に計 画の名に値いするような計画，つ

まり 市民の生活環境の保証もふくめた計画の上 に工業IJIHuがすすめ られ るとい った乙とは

現在のと乙ろ ， ほとんど ｊｾ ｊ 待できないもののようである。

ガレージをつくるために車を22るといった， 目的と手段のさかだちが，成長一本やりの

工;tl)l，]先 にはみてとれ るが， しかもなお，公害にあらされた住環境に人はあつま ってく

る。同占ーに附された公害地図によれば. 1111和36i I: l lJ:] から 37年 10月までの l 年聞に公筈の

うったえのなかったのは ， わずかに品取と Ｎｬｾ ｾ ｝ 収の Ｒ 以のみであり ， 一方 ， 当然といえば当

然の乙とながら ， 乙れらの1

えば ， 大何郎 Ｕ 市 の騒音 ， 保 ｾｦ Ｎ 悪ｾのただ 中 ｬζ 呼吸し なくてはならない。やはりミシ ェ ノレ ・

ラゴンは， 前 にあげた本の中で， 統計学者の計算によって世界人口が 250 依にたつする

2026"1' .1リ] Ｑ Ｓ 日 ， 人類 が集団 Ｒ ｅ 忠 ｾｅ をと げるという 未来 のｼ比 界 の姿をえがい た ， アルフレ

ッド ・ファーブノレニ リユス の S.F. を紹介してい るが. 901f 先といわず，われわれの時代で・

も，臨海工業地411・として l時代のl脚光と大気の汚染を同H与にあびつつある 1I汀では，乙んな話

はそれほと¥岱外性にみちたフィクシ ョンでもあるまい。事実「おそるべき公害」には，四

日市市の石丸11 コンビナートが原因とな った 「凶 IJ 市 ゼンソク」の発生が報告されている。

都市的スケールでいっても . illHOJ . 者1I市施設などの面で質の高い住l J ;H訟を求めようとすれ

ば，やはり騒音. 1'.!tt煙，悪尖になやまされなければならない現状である。

住E2境を公害からまもるためK は，合理的な土地利用計画が最初にたてられ，かつそれ

が計画どおりに実施される乙とが不可欠の条件である乙とはいうまでもない。しかし，住

宅地と工業との関係でいえば両者の合理的な配置とはなにか。 公害のおそれのある場所か

らはできるだけ住宅地をはなすという ，現在一般にとられている計画法は，原理としては

それはそのとおりだとしても ， 払 ｬ ｾＨｃ は ， 企来のエコイズムのｾ泌にほかならない。公也 ｦ

は企業側のi ' l 1壬において除去する乙とが先決であり ，それが|徐かれれば，ソリ ア ・ィ ・7

クにはじまり ，アテネ: 必主主も悦案する緑地刊 をIl¥Jにはさんで住宅と工業を配位する総状打1I

市 の図式は ，今でも有効なはずである。小規般の内陸工業係市ならば，緑地をはさんで住

宅と工業を同型に配置するという形もありうる。し寸= れにしても，公害のために住宅地が

疎開しなければならないといった状態， しかも，それが住居一職湯聞の遠距離化を，交通

手段の不完全な現状 でさえ，多少とも正当化するm! 山につかわれるといった状態は，正常

とはいえない。

公安がふえ，また住宅地が次第に都心か ら速くなっていく現状 では，適当な敷地をみつ

けて毎年にたりょったりの予算で必要な生活施，没と住宅をたてていくといったやり方によ

る宅地明発はおそらく限界にきており ，そういうやり方では住環境の質は，相対的に低下

していく一方であろう。水準維持のためには，たとえば交通網の まをｾｩｉｩ が ， 宅地開発計画の

一環として一つの計画の中で考えられるといった IJ 日発が必要なのであって，その場合，財

政的にも，その' I ! ! 用はむろん宅地開発のための必要なvi 用として計上 されなければならな

し〉。

大 規 模 開 発 の 問 題

最近の宅地開発， とくに公均資金によるそれは，次第 lζ 大規模化 しつつある。 150 ヘク

ク- ) レ 5000戸. の規肢をほ ζ った呑m. 団地も 1200ヘクタール 12万人の千里ニュー ・タウ

ン，あるいは 700 ヘクター J レB 刀人の高股41のJ I画があらわれてくると，少なくとも刷般

の上 では泌がうすくなってしまった。乙うした大JJ，l紋IJFJ 発 !Cかぎらず，一般の団地lζ して

"  



も，たとえば住宅公団の団地なども大きくま とめる方向にあるようである。乙の大規模化

の傾向は，まえにのべた， '，' m心から の遠距離化に対応しており，広峻的にみれば多くの問

加をかかえているが， しかし，大規般化 19休は "111)" づくり μ へのi際機をふくみ，宅地1) 目先

における合理化の傾向を示すものであって，否定すべき理由 はない。数ー1・戸とか数i ' i l ' の

小J，Jl.絞rm売は，既成市街地の空間地利用，あるいは再開発のための手法としては有効で

あるにしても ， それが郊外にもちだされると，無統 ｾｉｩｬｬ な都市の ￟ｾ 脹をまねきやすく ， また

都市施設の利m効率のわるさから ，そうした施設の完備しない不良住宅地をつくりだす危

険もある乙とは，われわれの郎市の体験をまつまでもなく，つとに折摘されていると乙ろ

である。枚方，山!忍川両市で，Ｑｉ ｻｪ平 ｾＱ ＳＳ ｻ 下 から ＳＵ 午にかけて ， 例人，民 ｮｮｾ ト Ａ のお乙なう住

宅地 開 発のために 転用 された ｊｾ ｊ 也市 杭は，例入 住 宅が Ｑ {<I'あたり 8 6坪，分; 真またはn家が

61 8 坪で， 部市周辺郊で巡行している市街地化が，乙のようなきわめて 存納lな， したがっ

て無統 ｾｬｩｩｬ な宅地開発の累加にほかならない乙とが報告されているが 仰， 乙うした τ 細開発

のポテンシ ャノレを吸収するためにも，多様な住民型に対応しうる大規校宅地q日発は必要で

あろう。

しかし，実際 lζ おこなわれている大規模開発では. 大規限開発 lζ 固有の論理が見逃され

ているようにおもわれる。つまり，大規模開発 lζ よって，住宅地をー例の匂官市11 たらし

めようとするもくろみが，まさにその大規模化によってっきくずされてしまうというパラ

ドックスの生じる条件を，現在の宅地政策，住宅政策，社会 ・経済的条件 iまの乙してい

る。

ひとつの問題は ， 宅地開発と住宅建設との関 係であ る。新住宅 市 街地開発ｦＱｾの主旨にも

よみとれるように，宅地IJ 日発は一つの H 町μ の建設をめざして計画され，造成されるが，

そ乙に住宅をたてる場合，現在の住宅供給のシステムでは， 175戸とか 2万戸とかの戸数

を一つの建設主体がうけもつ乙とにはかなりの無理があり ，多くの場合，公営住宅，協会

住宅，公団住宅，民間! 司力・・・ といったさまざまのカテゴリーの住宅の混合によってH 町μ

が構成される乙と K なる。 カテゴリーのととなる住宅の混合は，それに見合う 入偶者の社

会断庖の混合を芯味するが，社会階居の混合がむしろ ζ のましいのは，社会学者も指摘す

ると ζ ろである。 問題は，乙れら建設主体がたがいにいちじるし く乙と なる自分の建設基

'l f I J をもち， しかもそのたがいに乙となる基準による住宅が管理の必要上，建設主体別にあ

つまって，はっきりおのれの領地をつくってしまう乙とであろう。建設基準のちがしコは，

lji に住宅の質，規模，スタイノレのちがいだけでなく ，屋外空間の整備の程度のちがいまで

生みだし竹理のシステムのちがしミとあいまって，つまるととろ住環境全休の質の差をも

たらす。 ζ うしてできた画然たる差のある領地は，社会階周の混合でなく ，逆 lζ 明確な分

離を地威的にも視党的にもっくりだしてしまう。乙の乙とは有険的 lζ 統一されたひとつの

ＱＱ 汀というイメージとあきらかに Ｑｾｾ 血する ｡ 逆にいえ Ｇｩ ， 有機切な統ーをもった計画を及初

からたてにくいという ζ とである。

この問題にたいする対策は，基準を整理し，できるかぎり統一する乙とである。さまざ

まの入居者附周が存在する以上，それに対応する家賃の住宅を供治するために， コストの

ζ となる資金によるm設主体がいくつかあるのはよいが，すくなくとも，低収入| 桝1Mを対

象としているはずの公共住宅は ， 設似し規模なとの技術的問題 ｾ｣ 関するか ぎ りもっと統ー

されたnn; fq Cのせられるべきであろう。乙れは勺吋づくり H のためばかりでなく ，Wf:i政

策ＱＧ Ｑ 体 としても与えなおすべき ｉｉＡｊｊｏ ｬ ｩｃあるとおもわれるが ， し寸 Ｇｾ Ｇ ｕ こしても，そうすれＡ ｩＧ

カテゴリーの乙となる住宅をひとつの ｾｉ 画にのせて ｉｉｉｊ を椛成する乙とが界易となり， IIIJ づ

くりとしての宅地開発にさらに一歩近づく乙とになろう。乙のな味で宅地政情! 二以代 った

住宅政策の再編成がのぞまれる。

乙れ ｬζ 関述して，開発組織の問 題 ドある。都市 ｾｉＭ ｪ 画 事業としての宅地 ＱＱ 日発を行なう組織

には，地方公共団体，{ J : 官公団. ｛ 文面ｾｾ理組合なとがあるが，開禿 ｪ 見校が大きくなれＨ ＱＺ ，

iII] にものべたように，さまざまの事業体の介入は不可，陛である。その販の，間売主体は終

i問機能の役'Xリを来すべきであるが，より杭極的 !ζ 一つの開発公社的なものをつくって開発

37 
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にあたらせるやり方がもっと検討されてもよいであろう。その内容は，たとえば土地取得

から住宅の建設 ， 竹理まで一切をひきうけるイギリスのｾＯ［￟ 市 公判Ｚ的なものもありうる

い ま た，その日目発- m設に参加する事業休一地方公共団体，各住宅m設機関( 民間会社

を合む) . 鉄道，不ifj)JiY銀行なとの迎合からなる一つの会社をつくって事業を机当させ

る，フランスのi l t l . 成経済会社のような組織も考えられるが，いずれにしても，とくに大規

模開発の羽合は，各'F : ' t 体問の調整の門前ーさが'F' t の成予? に大きく影響するので，現行組

織のプラス而' 7 イナス而をチェックしながら新しい開発組織を考えていく必要がある。

つぎに行政区域の問題がある。大規桜宅地は大都市周辺の小市町村に開発されるととが

多く ， したがって倣j 山がいくつかの行政灰 j授にまたがる ζ とが多い。開充 lζ 対する反応の

仕方は ， 市町村のＪＭｊ ｈｾｩ Ｎ t生給，財政の状態などによりさまざまであって，乙れらのr : 日の芯

見の相ｾが開発の［ｦＱｉ ｩ ＺｬＡ、を左［Ｈ｣［する乙とは符易 ｬζ 考えられるが，さら κ 開発後も問定資 ｪ 芋税

の問，¥' I i . 道路，公開の竹理の問題などをめ ぐっ て木来統一的な J I・聞が開発されたはずの住

宅地が ， 内特ＨｉＧｾに分間［されてしまう ζ ともありうる。乙ういう ｩ 易会の対策が考えられなく

てはならない。

乙のほか，受け入れnl llの公共団休の財政の問題( とくに小) J ，I . 政11I J 村の場合) . 周辺のm

1t 手? との社会的関係の問題なと ，大) ; Q校1 ) 日発( c 附随してお乙る問題はきわめて多し〉。が一

方，大級! 以開発をその 日的にふさわしいやり方でおとなうための持駒は ，現; ( [ のと乙ろは

なはだすくない。 巾小規模の問地問? とは，従来の宅地政策，住宅政策のわく内ではそれほ

ど無理はくお乙なうととができた。しかし，大fi l:の宅地市豆ーがあり， 杭々の条件が大規模

間交を必ｾとしてきた今 ｮＮ 宅地開発に政 Ｑ Ｎ￬ＱＡして宅地政策だけでなく，住宅政策，開発組

織，さらに行政，財政など，日目充 IC関係するあらゆる問題をあらためて再検討する乙とが

必受であろう。

(注 1) RAGON.  Mi chc l  :  O，}  Vi v rons- nous  dcmai n ?  Robert Laf f on， Pa ri s ， 1963 

(荘 2) 百( f::>' r所得と人r I とのj 由民分布からみた人r I ) ; : l ¥l l i l i W巾 ポテンシヤルJ /:I 1"i113題I[Uf 135年 5 月り

(註 3) r大阪地1 nl' iiTIi ，策 定資料J ( 現況) 1964.  ( ) . ; 阪f( D

{ぷ 4 ) r市街地近知J : l 村におけ る住宅地日目覚の絞 lli 的J n条1' 1の分析J 1963.  ( え阪府組築部)

'1 
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堺金岡東住宅地開発事業

大阪府建築部住宅開発; ; ! I !

良成立

決定を受けたが，その後，事業の早

期完成のため乙れを廃止し，先般llilJ

定をみた新住宅市街地開発法にもと

ずく「新住宅市街地開発事業」とし

て大阪府 と大阪府住宅協会の併合施

行である。

(ロ) ，位置

堺市金岡町， 南花田町，

町，蔵前田I の各一部

制，開発面積

約137，9ヘクタール( 約417. 000坪)

同，計画住宅戸数および計画人口

計画住宅戸数 約8，000戸

計画人口 約30，000人

人口密度 118人/ ヘク タール

(ホ:) ，建設住宅の積別

長 曽 板

| 住宅戸数( 戸)

o  '凶
位2 宅 2，α) ( )  

大阪府住宅協会の住宅 5∞ 

企 m 住 宅 5，1∞ 

例 人 住 宅 5∞ 

8，1∞ 

し， Ii fS市の機能を損いj 山仰を高騰さ

せるなど，環境の悪化はl児らかであ

る。

乙のような事態1ζ 対処するため，

臨海工業地帯の整備計画，臨海工

業地の造成の進捗とあわせ て， 後 Ｑｾ

地住宅地開発の実絡が必要となっ

fこ。

これが「金岡東住宅地開発事業」

である。当開発事業は主に臨海に進

出する企業の社宅用地を提供し，生

活環境の盤{ 1mおよび乙の附近ー刊の

都市施設の整備を阿ろうとするもの

である。

なお本開発計画については ，Eli!s: 

建築学会，堺近郊地住宅13日発委口会

に研究委託をなし，位置選定等開発

基本格恕を樹立した。そして乙れに

もとづきつI業を推進している。

似) ，開発方式と事業主体

当初「一団地の住宅経営」の計画

開発基本事項

総 括およ び開発事業の 目的

大阪郎市岡における産業の飛眼的

発展と急激な人口地加に伴い，宅地

需要は手干しく ，宅地供給誌の絶対的

不足は地価のI1奇12を引きおこし，ま

たー却の告n計画な宅地造成により ，

社会的日行機能の阻害と生活環境の悪

化をもたらし，深刻な社会問題とな

っいる。

一方，大阪府においては計画的住

宅市街地の発展の促進，および宅地

の大品供給としての施策として，千

里丘陵の開発( 約 350 万坪) ，泉北

丘陵の開発( 約 450 万坪) ，その他

財団法人大阪府宅地協会の設立等，

多岐にわたり歩を進めている。

4寺lζ 大規模な堺，泉北臨海工業地

の造成IC伴い臨海工業の進出と，乙

れに関連する諸企業の進出が予想さ

れる。乙のため多大の労働人口の流

入は必然的であり住宅需要は急激IC

増大し，ζ れを乙のまま放置してお

けば，市街地は無秩序K 膨張，混乱

千てA のうじ、:，; / d! i むI d1'
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位 置 および附 近 の 都 市計 画

堺中心部( 南海高野総堺東駅) よ

り東へ約2 .5kmの位置にあり ，全! ヌ

域殆んど平坦な j民地である a 当灰域

の西側']l Cは堺郎市計四公悶( 金同公

図) . 東側 ICは大阪都市計画緑地 (大

泉緑地) とがある。

方道路の都市計画は区域』ζ 北接

して北公悶布忍紘 ( 巾n 18 m
) の計

四があり ，おなじく区岐に南接して

大阪中央環状線( 巾員 37 m
) の計画

がある。また!ヌ域の中央部南北! L i'if l

市正|画街路常磐浜寺総 ( rj1員 25m)

がある。

なお乙の他，私鉄道の臨海乗り 入

れ路線が，乙の区域を通る予定であ

り，大阪市地下鉄は常磐浜寺線を南

下し中百舌鳥駅 lζ 至るノレートが都市

交通務議会』ζ 答申されている。

ζ のようにとの地域は住宅環境，

また，臨海へ大阪市内への交通 lζ 至

使な位置 K あり ，堺市における交通

および住宅地の一大拠点と なる乙と

だろう。

用地取得 の方法について

乙の金岡東住宅地開発事業の第一

のユニーク な手法として 用 地 取 得

と，その開発方式がある。結果的に

みると ，さきに述べたよう に新住宅

市街地開発事業として大阪府と大阪

府住宅協会の併合 ICよる施行となっ

たわけであるが，その経偉を説明し

ょう。

本開発灰域のような市街地 lζ 隣接

した地域において，それも全隠岐民

地であるという ，大規棋住宅地開発

は，過去において今だ例をみない。

それは. mJ 也がまとまった形で存

花しなかった乙と ，用地取得が困難

な乙と ， J::lJtLil li 用が わ ず ら わ し い

(民間の場合〕乙と ，ひいては地価

が日く係算ベースにのせる乙とが困

難でめる等の理山により開発されな

かった。しかし我々は . 1m計画な宅

地造成により j辺地は ii i: l吹され，市街

地は平而(1':Jlc 1m秩序に膨脹する乙と

をおそれ ， ここに集 中 ＨｉＧｾ ｋ 公共的投

資を注ぎ込む乙とにより ，少しでも

都市計画にそった街づくりの先鞭と

率先を図るため，乙れらfli: の々悶刻i

を打破し，堺市，ひいては乙の大阪

府の有効な土地利JTl を図るため，ま

た，臨海工 業 ｪ 也 ［ ｈＱ Ｚｾ｛ 進 出 する企業が

別例に社宅用地を日出入し，社宅を

m設した場合の経済的不効率さをの

ぞくため，乙の!ヌ域 IC社宅用地を主

とする宅地分; 記事業( 金剛東住宅地

1) 日発' l T; ¥D を実施した ものである。

さて，木開発区成のような市街地

隣接部でかなりの地価の値上 りをみ

ている民地について，大規棋な面五li

の任立、回収は極めて 困要性である。ま

た，従来，住宅団地の開発により ，

その ｉｉｈ 近地の ｊｾＡＡ 地はｾしい値 上 りを

みせ，住宅地開発 lζ 協力した地主よ

り，むしろ無関係. ｾ ｉ ，協 力 の地主が

開発による 利益を充分に受ける等の

不合理があり ，公共用地の取得を困

難ならしめる原因にもなっている。

そ乙で土地を提供した地主乙そ 、充

分に開発による利益を受ける方策を

考えなければならない。

その方法としては「とりあえず貸

地とし，地価の他上り分の恩恵を保

持したい」という芯見や 12- ' 3年後

のl時慨による口上げ」の考えがでて

くるが，乙れらはいづれも地価 IC対

する悪じゅんかんと地主側の一方的

ｾ見であって ， 決してよい方法とは

いえない。 従来大規模な宅地開発に

際して取られて来た手法として 「一

団地の住宅経何」や「土地区画整

理」があるが，乙れらを一歩進め

て，乙れらの欠点を布Ii うwr 法とし，

保m地方式. 1 5 < 阿整理的役j也方式句

があるが，いづれにしても ，土地条

件を上昇させ，それをどう吸収する

か ， が 問 題なのである。施行手 ｾ ｮ ｛ｬ ｬ か

らいえば ， 大人口集団を定 ｾ Ｂ ￭ させ ，

知市胞芯や，交通条件を飛眼的 lζ か

えるのであるから . J也市lI i上f ，' 要閃が

相当内ｾよされてくるとみてよい。乙

の前提を金問東住宅地にあてはめて

みると ，乙の JlL J袋内で関係する j 由主

総数は. 556 1' ，にのぼり ，所有面引

別では. 0.1 - 0 .5反までの所有が全

地主数の515ちを占め，極めて7，f 細所

有が多い。また，乙の開発により ，

その所有 ｪ 災地の企 ｬｾｬ をなくするもの

は，総数の 42 5ぢ( 226 1ミ) となっ

ている。乙の乙とは，ヨ113長出家が殆

んどであっ て将来とも J::l 業を本業 と

していく: な志は， もたれていないと

考 ー えられる。しかし ｧ Ａｬｾ 長が木業でな

いK しでも ，所有限j 也の全部をなく

するもの，令の j也主にとっては，

H寺的土地売買によって得られた金銭

はあるとしても r別口 からの不安定

な生活は，かくせない。そ乙で乙れ

らの地主! と対して，生活再mのため

の処置として何 らかの方法，また，

ものを与えなければならない。そ乙

で考えられるのが，と の 「 全 面 白

収，優先譲渡」方式であ る。乙 れ

は，開発 IC協力した地主各人の土地

が，①f. l f住の用 lζ 供していた。 ②使

用人の町住の用に供していた。①自

己の生討を維持する ための業務の用

!ζ 供していた場合について，造成完

了後その区域内で約60坪以上の必要

な宅地を他の者( ー般分譲者) に優

先 して譲り受ける機会を与える ， と

いう方式である。

! 辺地は，あくまで業務地 (J ::l 業と

いう) である ため，優先分識を受け

た土地は，業務地として利用すれ

ば，乙れが成立する。 ζ 乙で，地主

は，生活再建のための処置として業

務を営む。例えば今 8 00坪の民地を

施行者 lζ 坪当り 1 万円で売却した地

主は，土地売買の一時金として，

800 万円を入手 し，なおかつ，造成

完了後，乙の区域内で80坪 ( 仮定〕

の土地を坪当り 18. 000円で胞行者か

ら分法を受けた場令Ｈ分 ｾｍ Ｇｬは ＸＰ 坪

X  18. 0001リ= 144J ) 円) . 乙の住宅j也

に住宅が林立した 11与においては，す

でに分淡を受けたその土地の地価li は

5 併に似ーヒりした止仮定すると 80Tl'

X  5万円 = 400万 11]. 放に現在800万

円 ( 正確には 800- 144= 656 万円〉

で完封l した にかかわらず，なおかつ

4.00 万円 相当の土地を保持する乙と
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ができる計算になる。とのように乙

の側発 !C直接協力した地主に恩恵、を

与え，今後なお行なわれようとして

いる開発は恒接地主の味方になり ，

都市計画にそった開発を しなければ

ならないと考える。乙の開発方式は

当事業で成功しており ，一方国にお

いても大いに乙れが認められ，先般

立法化された ｾＩｲ 住宅 市 街地開発法は

乙れが，先べんとなったものであ

る，というととを[ ! 付加してお乙う。

開発方式について

先』ζ 用地取得の手法について論じ

たが，乙乙ではそれに関述する開発

方式! c ついて説明しよう。

大阪府住宅協会が堺市の協力のも

とに，大阪府の先行民収として，用

地口収』ζ 岩下したのが今から ，およ

そ l 年半前であるが，その後多; f i T I : の

困難κ もめげず，現在では大阪府住

宅協会の入手している用地が975ちに

のぼっている。

しかしなお，一部の強行な地主

のため全lヌ域の用地取得が困難であ

る。しかし既 !C契約し，乙の事業の

推進板、となっている負担主方々には事

業を早期完成し，乙の事業から少し

でも早く恩恵を受けるためには，

一部の強行地主 lζ 対して土地収用を

適用するととも ，やむなきと考え

る。一般に土地収用といえば，生活

班、となっている土地を無理矢理に没

収するものである，と誤解されてい

る向もあるが，決して，そのような

ものではない。乙の法治国家で，立

法されたものであるから ，当然話し

合いのもとに( 協議〕また，話し合

いが不可能な地主 lζ 対しては，第

三者である ，収用委員会が，裁決を

するという至極もっともなものであ

る。そ乙で我々は，最少限の強行な

地主 !ζ 対して収用をかける方針とな

った。そのためには収用する土地を

含む，一団の土地を大阪府施行と

し，他は大阪府住宅協会施行( 既κ

買収ずみ〕とする二者併合による施

行と相い成った。しかし一つの住宅

開発= 一つの 7 スタープランの上で

いかにして区分するか，また処分価

格の差を，いかに是正するか等の問

題点がある。

しかしとれとても ，新住宅市街地

開発法 !Cよる事業とすれば， i公共

純設の負担を求める乙とができる」

とあるので，処分価格の差の是正，

また 7 スクープランの一郎変更ICよ

り，二者の施行lヌ域の明示を行い得

るので，乙の問題点が解決された。

乙のように新住宅市街地[ } 日発法に

よる併合施行が柿々行われようとし

ているが，乙れをうまくイ専用し，大

規校住宅地開発を行なえば，乙の法

律の主旨が達成できると考える。

計 画 構 想 と， マスタープラン

について

先に述べたユニークな開発方式と

平行して今一つ 7 スタープランにお

いて，ユニークなものを紹介しょ

つ。

基 本 構 想

先((1附近の都市計画で述べたとお

り，乙の区域は，良好な住宅地のみ

ならず，堺市における副都市的，都

市施設の拠点となるだろう。現在は

いうまでもなく ，将来におけるあら

ゆる都市機能を有機的に結びつかせ

ると同時 tC，効率のよい住宅地開発

をしなければならなし、

次lζ 乙のような住宅地開発は，そ

の開発が，総合的観点からの検討が

なされるべきで，単にー側面からの

追求であってはならない。例えば施

設配分，宅地の造成，公園の造成，

地限内外の道路の整備，適切j 手段の

整備等，その他，他地区との関連と

多妓! c わたっている ，乙れ等をー述

のつながりのある高水準なものを作

り上げていかなければならない。

イ) 道路，交通計画

過去において道路の形態について

は，極 ;々 命じられて来ているが，乙

の金問東住宅地では，それを実行，

1IIl定UC近づけている。現在我々が，

利用している率の] 引退は， i ドアー

からドアーへ」て・表わされるように

車を最大限附使している。しかし今

後車の利用方法は，現在孜々が考え

ているものより ，かけはなれたもの

になる可能性がある。現在の市街地

内は ， ー方通行で，ようやくＺｩＧＺ ｾｦ をの

がれているが，乙れが発展すれば車

の通れる道を制限し，その結果車の

通る道と人の通る道の完全分離が行

われるだろうと予想される。我々は

乙乙で最初 lζ 取り上げたものは，車

道と人道の完全分間It である。王位は，

人道( 緑道) を通るととにより ，安

全でしかも ，早く目的地に到達でき

るような道路配置としている。そし

て，乙の緑道のみを利用する乙とに

より，公園，学校，近隣センター，

地区センターなど‘ の施設へ安全に到

述できるよう配置している。

ロＩ給水および排水 ｾ ｉ Ｇ 画

上水道は 2 k m離れた， 堺 市 営 水

道 ， 浅香 山 ｾ Ｎ Ｗ｝＼Ｎ場より充分な供給を

受け，排水は，堺市下水道事業に平

行して汚水を三宝処理窃に送り ，完

全処理の上，大和川K 放流する。雨

水は各水系にまとめて訓水する。

ハ) 給' ; l i ，給ガス計画

給電方式は赤羽台団地 ( 公団) ，磯

子団地( 神奈川県住宅公社) !ζ つづ

き，全区域地下 ケーブルとするため

現在開発電力と折衝中である。

給ガスについては，大阪ガスの中

圧管 K より引設し，住宅地内で，ガ

スカ、パナ ー!Cより低圧化の上各戸毎

lζ 供給する。
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八| 幡・楠葉地区の開発

日本住宅公開大阪支所宅地開発部 大 久 保 昌

図 - 1 地 勢 図

ｾ ＱＮ＠ 土 地 の 現 況

図ー 1 にみるどとく，乙の地区は

ちょうど，桂川，宇治川， 木津川の

三つの川が合流して淀川をなす地点

にあたり ， しかも京都余地と大阪平

野との相会する狭自主部をなしている

と乙ろで，天王山と男山とはその窓

イ

図- 2 河 川 現 況
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味で，昔は軍略上の拠点として重要

であった乙とが理解できるし，現在

的な観点からしでも ，何かおろそか

にし難い，重要な地点である乙とも

想像にかたくない。いわば，京都，

大阪のへソ lζ 相当すると ζ ろだと理

解すればよかろう。いっ てみれば開

発なぞヤボな乙とはしないで，男山

八憾宮を中心として史郎公園化する

乙とが，もっとも ζ のへソ lζ ふさわ

しい姿である乙とに異論はないであ

ろう。

しかし，現実はそうばかりもいっ

ておれない情勢なので，乙乙でも開

発と保存の妥協点を探す乙とに，問

題解決の力点がおかれるべきである

fこ‘ ろう。

結論からいえば，男山の西側主 l而I

は宅地開発ICよって侵蝕される可能

性が強いし( やや絞斜面である) ，現

実には公共団休が用地を口収して公

図化しない限り ，

防禦の方法は見出

せないのだが，少なくとも 9 0 M以上

の盤，およびスカイラインを梢成す

る盤は何とかして保全するような手

を打つべきではないだろうか。一方

策斜面lζ ついては，急斜而で: もある

ので，今のと乙ろ宅地化の気述がみ

られないけれども，事情はいづれ同

じになるに相j Qないし， 142 .5 M の

最高所を中心lζ 150ha の面積は永久

的な緑地公園として保全する策を諮

ずべきであろう。乙れは市民的な巡

到j の展開lζ 待たねばならないとすれ

ば，早速巡ITYJ を起す乙とが，計画家

なり建築家なりの社会的義務という

ものであろう。空地地区の指定など

手ぬるい方法の無能さについては誰

しもI l ' : 知のはずである。

石Ni 7 l < 八幌? 与を中心とした緑地公

園の 7 ップを描く乙ともアッピ- } レ

の一方かも知れない。

楠葉地区については， 図- 2 1C示

す ど と し 利 根川， 天満川などの小

河川が地区内 lζ 迎じてはいるけれ

図- 3 開 発 地 区 現 況 図



表- 1

5  昭和35. 36年人口惜滅

| 人 口 1 1  

計 |  ム|:上会i目 |  l  w  i  
市 町 村 1  1 計 1 1  

|  35 1  ぉ 1  ". 1  白然噌 |  社 側 |  

枚 方 市 1  79・蹴 | ω. 170 1 仏 胤 1 1. 224 I  7. 蜘 | 問必| 日制労| おお労| ω5 7  1  1. 澗 銘

八 幡 町 1 1山 9 1  16.197 1  6 125 1  6 42  1  6 83 1  1∞% 1 邸 側 16 ω 倒| お 51 1  倒 12

i往 ム印は減数を示す。

5 昼 夜 間 人 口 (  S35 )  

司1 町 村 夜 間 人 口

枚 万 市 80. 31甘

八 幡 町 16. 319 

5  年次別社会人口増

町 村

枚 方

i¥. 幡

表- 2 枚 方 市

区

総 合 人 口

越埠i年次からの

(111ぴ

面 総

人 口 密 度

32 

1. 987 

ど，全体的に内 J l < 排除が惑く ，既存

楽総を除いてすべて低湿地，lil となっ

ており ，今まで乙の内 J l<JJI'. 除κ つい

て，打つべき手が打たれて いなか 『

たため，立地的 K はもっと早い時期

1[ 1)日発が行なわれているべきはずの

と乙ろが，今も って放置 されてい る

わけである。もっとも内水釧除の問

題 jま，宅地開発の要求する経済の枠

からいえば，かなり巨額な民間を要

するし. しかも旧来の排水m行の複

雑さが加わっておいそれとは行きか

ねるわけである。したが って，男山

西斜面のように高台は別として，平

地はなしくずしに小さな開発が続い

て，埋められてゆくような，他の地

区でよくみかける現象は， 乙乙では

起りにくい。

s2. 諸 穫の 開 発

育ij 述のように，内水排除について

抜本的な解決が容易にできないとと

ろから ， 乙の地区のIJI 'J発が折刈の立

地条件にもかかわらず，遅れていた

流 入 人 口

5. 775 

3. 016 

33 3-1  

669 6. 801 

流 出 人 口

21.おO

3. 2!)1 

35 

4. 573 

83 

98. 268 

166 

64 .52 

1. 523  

三立 引 I目 減 経 | 町 人 口

16. 055 64. お4

278 13. 259 

36 37 38 

7. 鎚O 4. 054 4. 620 

131  1ω 833 

とについては表ー 1. 表- 2 を参j隠

されたい。枚ブj 市 と八機 11町の特徴的

な差異が乙の人口変動表に物語られ

ている ζ とを読みとっていただきた

い。しかし，乙れとても ，やがては

解消してしまうであろうし，枚方市

の住宅化郎市[ 向性絡と ，八幡町の近

わけだが，最近になって国道 1 号線 安11].出村的性格のぷはみられなくなっ

の枚方ハイパスが開通 す る に 至 っ てしまうにちがいないし，それも ，

て，あるいはその開通をにらんで， 上記のような傾向からみれば， どく

諸種の開発がー挙 ｬζ 乙の ｪ 也区南 ｾ［ｍＧ ζ 近い将来の乙とであろう。

おしょせた恰好に な った。図- 3 1ζ

公団，京阪両地区の1m発 について

みら れ るように ，大阪府の中小企業

は，その基本音I'j 函の作製を都市計画

団地を始めとして，中山製鋼， 目立

学会( 研究主任l町印保) に委託し，

製作所，大阪家具団地などが，枚方 近くその報告il iが完了する予定 であ

ノてイパスに蛸;jーするどとく立地し，

るが，以下乙の作業の 中途成栄を参

南 は大|妓既成/ J 1i i . 団地，四は枚方市の

! 照しな がら ，基本計 画のあらましを

区桜事業，北は住宅公団，京阪屯鉄 述べてみたいと思う。当然の乙とな

と，ま乙とに盛んな限りで，数年後 がら部分的には私見を加えながらの

lζ は全く土地の原形をとどめないば 記述となるので，報告書との相i主点

かりの変容を出現するであろう。さ についてはすべて怨者の主である乙

らに都 市 交通得議会大阪自 ｾｩｬ 会の答申 とをお乙とわりしておく。

にあるどとく，京阪 Ｏ｜Ｎｾ￬ｬｬ ｊＡＧ ｒ から片町・

総墨田 lζ 至 る新軌道が布設される乙 s3  交 通 計 画

とにでもなればなおさらであろう。 図- 5 は地区の主要幹線街路を示

もっとも ， 乙の線の重要度は他の予 したものだが，それには，前提とし

定線 lζ 比して余り高くないであろう て現在の楠楽駅を廃して， それをさ

かり ，何年先のことか，大和 田一荒 らに南に移し，軌道の線形改良とを

本聞の新総予定と共に予測はつかな あわせて ， 事 ｊ｛ｬ￭Ａ ｪ 葉 ｌｾｾ を設置するとい

い。 う乙とが条件となっている。新楠葉

また枚方市， 八慨' 8 ' の人口変動な ｾｾは急行 Ｔ 但 ＱＱ 駅というだけではな
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図- 4 大阪邸i ! i 交通閣の高述鉄道網

く，蹴込線を持っていて，大阪|白j け

始発屯111を出しうる構造となってい

る。 ji ! i 劫方向は大阪80労，京占s209ぢ

と仮定( 京阪全線での各駅平均は週

日で 7976 :  Ｒ Ｑ ｾ 弘ラッシュで ＸＷ Ｚ 巧 Ｚ

13;めした。計画 1号線は，国道 1

号と枚方バイパスとの連絡線である

と共，C ，京阪電車の軌道 lζ よって隔

てられたとの地区を，国道 1 号和;w::

結合するいわば，大阪方面からの進

入口と なり ， したがって大阪方面へ

の進出口になっているわけで，乙の

地区の/ J fH，告にとって必須な路線とい

えるであろう。 国道との主H持位置に

ついては，軌道以断を立体化すると

いう条件にもっとも適した位置を提

案しているわけである。計画 2 号に

ついては ，すでに枚方市の郎計街路

として，決定し，区整地区および中

企画など| 辺地の計画においてフィ Iノ

タスされたものである。計 画 3 号は

新補禁駅前線として，駅から発生し

た交通を枚方ノミイパスを経て京都方

面に送り出し，または計 画 4 号を経

て大阪方面に送りi J j すため11: : ，ある

いは地区内居住者を新駅に送り込む

ための直接的な J レー トとなる。計画

4 号はJ - I i @5 号と ともに平辺部の南
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北交通を受けもつ乙とになるが，計

画 5 号は南から 北上して， 計画 3

号( 駅前線) との交点迄すでに枚方

市の都計街路として決定 したもので

あるが，交点において終結させる ζ

とは，交点部の土地利用上特殊な怠

味を持たない限り 不 自 然 で あ る の

で，そのまま北上させて 計 画 7 号

( 外周紘) までもっていった。計 画

4 号については，乙の地区が，軌道

によ って国道 1 号と遮断 されている

関係上， 乙れにかわるべきものとし

て必要となってくるが ， 東西ｾｾｾの国

道 1 号との結びつきは，乙の路tJHの

存在によって必要でなくなるし，結

びっく ための地形的条件K 欠けてい

る。計画 6 号は平j立部と 丘陵部との

接辺を通過し，地区内発生交通を早

く地区外に山してしまうための配給

道路であり ，京都方市 lζ 対しては. m

木駅の北'ず!'f りで国道 1 号と結び，大

阪方面は枚方・バイパスに辿絡する。

なおノぜイパス以南の|片J発がつぎの時

点では 当然起ってくる乙とが=与えら

れるので，乙の紘はさら l三南東の方

向に延長されて j也方的な併紘として

地区と結合 させるぷ l体を持つ乙とに

なる。計画 7 号は計画 4 甘から分岐

ヲ

)

ー

と

H

H

ぺ

¥

 

図- 5 幹 紘 街 路 図

して京阪北地区を東走し，公団地区

を南下して計画 2 号および 1 号を経

由 してそれぞれのループを形成する

ような，いわば札区内交通のコレク

ターとして機能するものである。し

たがっ て，駅前線と共! と新駅lι 通がj

者ーなどを送り込むためのバスルート

としての重要な路線を形成する乙と

lζ なる。

問題点としては，計画街路の配分

が，Tfr IC よって偏在してい る点，例

えば，計画 4 号と 5 号および，計画

6 号と 7 号がそれぞれ近接している

訓からいえば他は疎であるとか，計

画地区中心Iζ 現実としてはとらわれ

る関係から ，橋本駅，八蛾駅』ζ 導く

路線がiWくなっている乙となどであ

る。また0 0のjffil t} J 発生交通につい

て，どの程度の数字を採川するかと

いう ζ とが|必:Nt な乙とは，どの交通

計聞についてもいえる基本的なll f 題

点として残る。 ゾカコA では全通勤者

のうちに占める 0 0 の比率は2076i践

にすぎないという現実があるにもか

かわらず，例えば 550 年でのそれを

205'6とみ込むのは余りにも低す ぎる

感があるし，さりとて 0 0 のfill ぴ

率を過去からトレースし，将* の因



ー
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/

句
、
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d

v

山
、l

〈

ぺ

ならざるを f与ない。

o  D jj)B'i iJ を受け入れ る

都市内施E没の増強が，

現在のO D{III び 率Iζ 対

してのびる可能性は，

ある段階では全くなく

なるわけだから( 都市

桃造上からい って，他

の方策がとられねば，

全 く不経済な土地利用

がさ れてしまう結果と

なる) ，O Dの伸び方と

o  Di並幼の占める割合

とが，パラ lζ は仲びな

いわけである。乙 ζ ら

辺Iζ 羽i 定のむずかしさ

があるし，まI'iilli 上の理

念と154'克との矛応もあ

るわけである。

図- 6 土 地 利 J 1 I 計 画

民経済の {II Iび率と重ねて8096;強と考

えるのも，いささか荒っぽい扱いと

ｾ ＴＮ＠ 土 地 利 用計 画

図- 6 の土地利! 日計画図の示すと

表- 3 土 地 利 用 計 画 面 積 内 訳

39. 7. 8 

ｼ八 ｦ ↑ ｾｉ 附ご Ｑ ｾＥ I 山竺

道

広

水

公

緑

共

路

山

岨

路

困

地

33. 327 I  17. 2 

F 大

品 A

m 

地

小 計 53. 023 I  27.4 

32，133 I  16目 l

1，α)() I  0. 5 

2. 312  I  1. 2  

10. 674 I  5. 3 

3. 262 I  1. 6  

65. 4ω I  16.6  

1. α)() I  0. 2 

2.312 I  0.6  

21. 路6 I  5. 6 

11.746 I  3. 0 

5. 838 

4. お4

49. 381  I  24.7 102. 404 I お .0

小 学 校

中 学 校

私 立 学 闘

幼 椎 闘

設 | 地 区 セ ン タ ー

住 区 セ ン タ ー

自 動 III 練 習 幼

レンタル ・パーキング

パ ス ・9 ー ミ ナ J V

地 I 1， ほ 院

』包

2. 098 

3. 355 

JII 

396 

2. 2幻

小 計 18. お4

3. 0 I  4. 174 I  2. 1 

2. 2 I  3.240 I  1. 6  

ー I 11，876  I  5. 9 

1.1 I  1. 袋路 I  0. 6 

- I  13. 359 I  6.7 

1.7 I  1. 835 I  0.9  

- I  2. 470 I  1. 2  

- I  1. α)() I  0.5  

0. 2 I  1. 267 I  0.6  

1. 2  : 一 i -

9.4 I  40.487 I  20.2  

10. 012 1  2.5  

7.494 I  1. 9  

11.876 I  3. 1  

3. お4 I  0. 9 

13. 359 I  3.4 

5. 190 I  1. 3  

2.470 I  0. 6 

1. α氾 I 0. 2 

1，筋3 I  0.4 

2. 293 I  0. 6 

58. 721 I  14. 9 

住 | 中

宅 1 -

JIl 

地

回 J I l 地

般ｾ 地
;:;;|;; |;;ご |;; |I::|;;;

汗十 J 22.543  I  63.2 I  110.幻2 I  55.1  I  232，775 I  59.1  

|  肌 8∞I  1∞ |  机 I∞I  1∞ I  393・蜘 I  1∞ 合 計

おりだが，少しはかり特徴的な点

は，屯車の逆輸送を少しでも可能に

する芯l床で・私立の学闘を計聞した乙

とであろう。また乙の地区は全体的

にみて ( 八幡町全域，田辺に至る聞

をも含めて) ，病院の立地を必要と

する士山区と みなす乙 とができるし，

地区だけの人口からいっても 200 ベ

ッドは必要であり ，地区外周辺の宅

地化を見込めば 300 ベット"i 必要と

なる。

土地利用は原則として住区単位で

考え，公凶J也区は 3 住区，京阪地区

は北地区 1住区，南地区は 2 住区，

中央の地区外部分は区獲 される乙と

を条件として 1 住区と考えた。住区

施設は小学校 1 ，幼稚凶 3 近隣庖

舗群 Ｑ 近 ｉｾｩ 公凶 Ｑ の構成である。

公園は乙の外，駅前線と計画 6 号線

との交 ｽｾｾ､ｏ 也区中央公園という形式

で大きくとってある。 !日i題点として

は池を口収していないので，公凶I国

車2' ζ3?.定できない点，および将来の

保全が保証できない点であろう。

(表- 3 )  

ｾ Ｕ Ｎ＠ 駅 前 計画

駅前計画と しては，当然の乙とな

がら ，新駅の持つJ沢勢凶がいかなる

性絡のものであるかを推定しでかか

らねばならないわけだが，地区が開

発されて最終的な人口のセットに対

応して，地区外が市i1I化する乙とは

ー般的傾向として考え られる現象で

はあるが，逆 lζ 地価の急騰に よる空

洞化現象もしばしば見受けられると

乙ろである。それ故簡単には駅勢l盆|

人口の{ljl び方を云々できないけれ

ど，新駅が急行停車駅であり ，大阪

方 Illi への始発駅をも兼ねるという条

件と，男山などの地形的条件を考え

て，図- 7 のごとく 惟定し，地区内

人口 5 万人に対して地区外人口を最

終的な1 1 : として 3 万人計 8 万人の駅

勢 ｾｉ 人 口 を考えた。し た が って 駅 前

施設としては 8 Jj 人に対応するもの

が必裂となるわけだが. I到域がそ乙

まで処するまで，施設川地を何らか
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図- 7 ;Y{ :t'J j 凶 図

のj診で保留せねばならない乙と ，お

よびそれとは別 lζ 川地回以算定の湯

合，ｾｾ誕， ｽ ｉ ・ ｩ 函的なｾとあわせて与え

ないと現実性 IC欠ける点が計画とし

てはむずかしいと乙ろであろう。

(図- 8 )  

駅前広場は約 3000 坪を予定した

が，乙れも問機 IC，バス ， タクシ

ー，その他歩行者の処理など ，詳細

計画からその機能を追ってゆけば，

もっと 小 さくてすむかも匁l れ な い

し，あるいは広島; と駅前建築物の形

態など，空I品! と群衆との対応関係か

らデザインを試みれば，もっと多く

を要する ζ とになるかも知れない。

図- 8 新 楠 葉 駅 前 計 画
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ｾ ＶＮ むす び

自動車に i刻して将来の

状態をH!'Il lIJするととが極

めて困 ｾｪｾ である乙とが ，

まず計画の第 1 の防省と

なる。臼動車の野欣し的

増加を; 午容する乙とは虫

ましい都市の桃造をI政j袋

するという計画的理念を

ふりまわして，大量交通

綴| 克一本給，あるいは限

られたレンタルカーで押

しきるのも到実無視とな

らざるを得ない。 (. 1動車

の持つドーツードー性の

魅力を消し去る乙とは不

可能であるから ，1nHJ.lす

るためにはより高度な代

必をmnする必及ーがあろ

う。とれは臼動車工学の

革命lζ 待たねばならない。しかし，

都市計画は現実の問題はのである。

その他IUJ 題 収として残るのは"wn

施設の計画である。サービス距離を

短かくするという観点からする配置

と，応舗の経営規模および 1 ケ所

における商品の充足度，選択性など

を考える立場とは対立して，相会し

ない。したがって乙れもどとかに妥

協点を見出す外ない。乙乙では住l茎

単位でとり ，者1I心性のものはすべ

て，駅前に集中する方針をとった

が，問題が解決されたわけではな

し〉。

フッ トノマスシステムについては，

現状では絵としては描けるけれど，

実施の段階で殆んど立消えとなって

しまう。従ってその障碍となってい

る点を明らかにしておく必要があ

る。公団住宅団地内にあってはすべ

ての土地は公団がむ理するので問題

は伐いが，分泌用地内の場合そのむ:

3 mが問題となる。フットパスを公共

川地とするJ s 合には，乙れが道路で

ある緑地公団であるのかを ｉ ｾ 雌にし

なければならない。その形態および

機能から言って道路 IC}，oJ . I するもので

ある。ととろが道路であるために

は，乙れが一般の交通のf f J l C 供され

ねばならなし 3 から ，! l I を遮断した歩

行者.¥.liJ : r J 路は道路とは言えないとと

になる。従って地方公共凶休は道路

としての引継をしないし，結果とし

てPu・型ができない乙とになる。

道路法の改正 IC待つ以外にない。次

IC個人分譲した川地を，例えば1-J羽1

1泉』ζ 沿って，個人宅地のー部を拠出

してフ γ トパスを作る場合，その土

地を個人別lζ 登1氾するか，その街

の共同澄記とするか何れにせよ自治

会のような組織によってむ理がされ

る乙とが望まししコ。しかし尖際には

なかなかうまくゆかないだろうとい

うわけで，乙れも問題を煮つめない

まま放置されている。公共JTIJ也とし

た場合，M歩がきつくなるという乙

とも ，実現をはばむ条件となる。か

りにフットパスが可能な条件がそろ

ったとしても ，その梢造がなおざり

にされていると析 f1J のフットパスが

災際の手IJmと重なって米ないので，

組成句のスペース以外は完全に舗装

し，他の道路と同級に充分排水を考

慮した完全なものでなければならな

い。 7 ，; ; トパスの幹線としては少く

とも 16mの巾日がある乙とが望まし

し'0

フッ トパス

×  

似 j 地公共同闘よ lz

個人叫宅地 ｬ 政 ｾｮ

×  ×  ×  

x  x  x  x  x  



神戸市の宅地開発事業

神戸市土木局宅地開発: C I ! 長

ｻｾ＠ 本 憲幸

神戸市は市J或の 中核に背山( 六甲

山系) とい う地域をかかえており ，

背山が市街地と田園地成とを南北 {ζ

振り分けている。南側は 山と 海が接

近した帯状の地形であるため，元来

住宅用地が少ない上 1C，現下の人口

増により ，深刻な宅地放にある。し

たがって西北神地区か，ある υ は背

山地域( 主として臨海工業地帯造成

事業と関連して行なう) Iζ 宅地開発

を推進せねばならぬ状況にある。

以下現在実施中ならびに近く実施に

かかる住宅団地の概姿および特異な

例として，相当高低差のある丘陵地

利用の多問団地と ，高架式ベルトコ

ンベヤ ーによる土取工法を採用して

いる須磨団地の二団地を重点的に述

べる 。 ‘

1  多 聞団地( 託 類 焼 雪)

位置，垂水区多聞町字小束山，市

の西部国鉄舞子駅より北方約 3 キロ

の丘陵地帯に位置し，東に国立公国

六甲 山述峰南 fC明石海峡を経て淡路

島を望み，隣接して舞子コツレフ場が

ある好適な住宅環境にある。区 j或面

積は 133，300 坪，摂高は' 32- 92米の

高低差があり ，ほぼ中央部の南北の

谷筋 l乙田畑が存在するほか，そのほ

とんどが山林原野であり ，土質は砂

れき ，砂，粘土が大部分のi J l"f. l ' l周で

ある。昭和37年 6 月着工，39年度末

完成予定，現在全区波整地工事完了

し，上下水道，ガス ，舗装工事実施

中。

神 戸 市 内 宅 地 開 発 箇 所 ， 図

。 宅 地 閉 廷 箇 所

同

局

市

/ ._¥ 

①多 聞 開 地 ①鈴閣台団地 ③有 野 団 地 ① IJl 権 団 地 ⑤ 大 池 団 地

@ 丸 山 団 地 ①谷 上 団 地 @鶴甲 山団地 ③ 渦 森 岡 地 ⑮高尾山問地

@ 須 尉 閲 地

土地利用計画

区分| 筒積| 形| 締 袈

宅地 1 88，615坪| ω 51公 刷 物敷地を含む

道路 1 20，295 い5.21ω ，6川 巾貝

水路 1 1.190 1  0.91  

緑地 1 23，悶 1 17 偲群云5国，児童

計 1133，郡 |肌01

造成工事の問題点

原形が区域面積約 13万坪で，約 60

米の高低差があり ，自然の傾斜が急

なため，土工を節減すれば不利用地

が増大して，宅地率が減少し，加う

るに法函の保護に工t'! が か さ む 結

果，造成原価が増大する。近年土工

建設機械のいちじるしい発展により

大畠土工が容易となり ，一方，宅地

造成等規l I ilj 法に基づく擁壁は，コス

ト高になる傾向があるので，本市

のような地形の台、な地域における宅

地開発については，現況地形を長大

に利用しながら果断な土工をなし，

施工後の地威内の高低差を平均的に

減少させて法i I i i を出来るだけ少なく

する乙とが，宅地の安全性と， 工技

節減の: i l i : 要なポイントである。盛土

高のいちじるしい所には盛土高の 5

分の l の高さの蛇飽堰堤を適所 K 埋

設し，盛土の安定をはかっ た。雨水

排水路 l立大量土工をなすため在来の

自然水路を埋立て，その盛土上 fCあ

らたに築造するため，工事中 lζ 有孔

パイプその他で仮排水路をつくり ，

あわせて盛土の地下水位の低下をは

かった。汚水ばついては，街路が急

勾weのため，流速を落すため階段人

孔を用いている。また，処理場の設

置場所は自然流下でーケ所 にまとめ

る乙とが，地形上困難であるため，

ーケ所とせざるを得なかった。した

がって造成工事費( 上下水道，ヵ・ス

など附繕工事を含む， 1:坪当 り〕は

平J旦地およびゆるい丘陵地の場合 lζ

比べて，約 2 倍近くかかるように恩

われる。

団 地 の 規 模

計 画 戸 数 約 1800戸 ( 中高層 1300

戸，ー般住宅500戸) 人口 約7200人
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主な施設小学校 1校 ( 3700坪〉

幼稚園 1 園 ( 500坪)

公益 的 施 設 庖 舗，診療所，集会所

郵便局，派出所，駐車

場など

業務施設 上ぷ道( 配水池 1 ケ所)

下水道( 処理場 2 ケ所)

ガス ，電気

斡線街路 12， 9 ， 6 ， 4 米

工 期 l昭和37年 6 月より同40年

3 月まで

総 事 業 費 約 12億円

2. 鈴蘭台 咽 地

位置，兵庫区山田町小部，布jl 戸定

鉄鈴 ￯ｾ ｜ｬ台駅の西部 ｬζ 位置する ｊｾ 地な

らびに丘陵地帯であり ，南東部隣接

地一帯はすでに住宅地に開発され，

鈴郎l台旧市街地 lこ続いている。総而

宥140万坪，計画戸数 4. 000 戸，工期

38- 42年度，本団地は日本住宅公団

の事業費負担による土地区画整理事

業として実泊するものである。事業

1'( 15位 5 千万円

3. 有 野 団 地

位置，兵庫区有野町字切畑他，神

戸電鉄五社駅の東北部，温泉郷有馬

に近く ，ととろどころ股地の介在し

た丘陵地帯であり ，六甲隆道工事と

共lζ ，北神地区開発の一環として実

施する団地である。総面記 ｾ ＴＵ 万坪 ，

おおむね用地買収を完了 し，39年度

より附，出工事 lζ 若手し，44年度に完

成予定， ;11'ii!ii戸数 4. 000 戸，なお当

地区内に住宅団地と分離 して，経工

業を主体とした工業団地( 約 10 万

坪) を造成する予定。

4. 唐 櫨 団 地

位置，兵庫区有野町唐栂， 神戸電

鉄六甲登山口駅 lζ 近く ，表六甲ドラ

イブ ・ウェイが利l戸三回線( 主要地

方道〉と合流する地点 lζ 位置する。

大部分j辺地で一部丘陵地帯，総面積

7 万坪，計画戸数 1.000 戸( 内公也

住宅660戸) ，工期38- 4 0年度，住宅

金融公庫の融資 iとより建築局 K より

実施中のものである。事業' L ' ( 6 億 7

千万円
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施 工平面図

/  

多 聞 住 宅 団 地 上: 住宅団地平面図 下 胞 工 平 面 図

5. 大 池 田 地

位置，兵庫区山田町土谷上字古々

山他，神 戸 電鉄沿線 ， 大池駅 ｉｾｦｪ 近

で，J込先[ l の介在する丘陵地帯，総面

積 4 万坪，計画戸数 700 戸 ( 公れ住

宅〕工期37. - 4 1年度，公't汁住宅団地

として建築局により実胞中のも ので

ある。事業' L ' ( 3 億 2 千万円。

6. 丸 山 団 地

位置， 兵庫区山田町字中一里山，

旧市街地に比較的近い市有山林の丘

陵地帯であり ，現在部分的に小開発

を実胞中である。総面必30万坪，計

画戸数 2. 500 戸，工期38- 43年度

7. 谷 上 団 地

位置，兵庫区山田町字土谷上，事11

戸電鉄谷上釈の北方に位置する丘陵

地帯5で，北村l地区開発の一環として

実施する団地である。総面 1' i'1 39
万

坪，目下用地交渉中，計画戸数3 .50

0 戸， 工期39. - 43年度。

なお神戸港臨海工業地帯: 造成事業

( 東西両海面に 182 万坪の臨海工業

地帯を造成する) と関連して埋立用

土砂採取後の背山に以下の 4 団地を

造成する。いずれも埋立事業局 tr.よ

り実施中のものである。

8. 鶴 甲山団地

位置，灘区高羽一王山町六甲台町

他 ， 総商事 ｾ Ｑ ＸＮ 1万坪，計画戸数 1.3 0

0 戸， 工期34- 43年度，鶴甲山から

海までの地下 lζ 掘られた延長 3 .700
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m 盟 問 住 屯 団 地 計 間 お よ び ベ ル ト コ ン ベ ヤ ー 路 線 図

米のH音渠，隊道の中』ζ 設け られたベ

ルト コンベヤー により ，昭和36年 4

月より 削り取 られた山土は埋立地先

まで搬出されている。搬出土品 1，50

0万立方米

g， 渦 森 団 地

位置，東灘区住吉町字渦森他，総

面私 11. 5万坪，計画戸数 1，100 戸，

工期36- .45年度。当地区の土砂は平

常ほとんと流誌のない住吉川( 川巾

ＴＰ ＭＲ Ｐ 米Ｉ の河 床を利用して ， 両 ｾＡｉｊ

に巾員 4 .5 * のタン プ トラック専用

の迎路( 高水敷〕を設けてjili 搬して

いる。 搬出土: w: 800 万立方米

10，高 尾 山 団 地

位置， 須磨区東須民主高尾山，総面

ＱＧ ｩｾ Ｓ＠ .7万坪，計画戸数400戸，工期35

_ .39年度。もっぱらダン プ トラ ック

lζ より土砂を搬出し，すでに全土i i J :

搬出を終 り現在整地工事を実施中，

搬出土: w: 170 万立方米。

11 ' 須 磨 団 地

位置，須踏区西須磨字立原谷，多

井畑他， 総沼郡31. 5万坪土地利用計

画は見IJ 図示のとおり ，計画戸数2，-30

0 戸，工期 36- 47年度，当地区より

海岸まで，ーの谷川沿いに建設され

た延長 1，300 米の高架式ベル トコ ン

ベヤー( 上図) により昭和39年初め

より土砂を海岸につき出された後橋

まで搬出 し，そ乙で押船式土速船に

移 しかえられて凶か ら東へ約 20 キ

ロの海上を輸送 して東部思立地へ遊

ばれてい る。なお現在 も引き続いて

一部ダン プ トラック lζ よる土砂搬出

も行なっ てい る。搬出土: w: 4，000 万

立方米，月IJ 図示のとおり ，標高 291

米の高倉山を 140 米切下げて，そ の

あとに須l告の環境にふさわしい団地

を造成する。

以上11団地( 総面私 243 万坪，総

計画戸数22，600戸〉 を昭和47年度を

完成自主主として，実施している。
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北須磨労働者住宅団地の開発ーその基本的な考え方一

日本都市研究所長

日本労働者住宅建設協犠会幹事

兵政労金噂泌

秋 山 桓 士

I  労働者住宅ということば

労働者住宅といえば. 誰でも直 ちに給与住宅としての

J 、ーモニカ長屋の鉱山築港や，同じエレベ ーションの幾

十棟かが建ちならぶ社宅群 ・双などを連想するが，それ

は確かにある時代における日本の労働者住宅の好ましか

らぬ一変型であった。

わが 口で「労働者住宅」という言葉が，いくらかでも

学者や建築家の間で，学術用語 ・建築用語としての新鮮

なひびきをもって使用されるようになったのは ，ζ 乙3

ｾＴ＠ {f 来の乙とであるが，昭和33年に財団法人日本労働

者住宅協会が発足して ，全国46の労働金庫がその支部と

なり ， i 労働者住宅J と銘うって，全国一斉に住宅や団

地を建設し始めた乙とにその端を発している。

I  造 形 的 未 定 着 の労働者住 宅

では「労働者住宅J とはとのような建築物か。それは

建築学上一般住宅と本質的にど乙がちがうか。はっきり

した造形上の識別方法があるのだろうか。

12i ・漁 ・工 ・商業者の住宅は，それぞれ産業上 ・職業

上 の必要性から，公約数的な造形上の差異があるが，労

働者の場合，すでに昔のように肉体労働者だけではな

し職業的にも千差万別，所得にも大き な開きがある今

日，労働者の住む家といっても構造的形態的には一般住

宅と区別するととがむつかしい。残念ながら労働者住宅

という特殊な建築学上の住宅はまだ造形的定着をみるま

で' fe至っていない。だからしいて定義づけをすると ，現

時点では「労働者のために建築された住宅で，意識ある

労働者が居住する住宅」とでもいう外はない。観念的な

もので造形的なものではない。われわれの建てた全国約

8 千の住宅は乙のような意味での労働者住宅である。

E  労働者と建築家の共同作品

しか し 労働者住宅という m築は造形や文字で他と区

別して表現し主張する段階には達していないが，労働者

や建築家の一部の人たちの頭の中 K は，イメージとし

て， あるいは未完成設計図として現われ始めている。
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それは一人の施主，一人のアーキテクト の作品としてで

はなし労働者大衆が建築家 とと もに，共同の作品とし

て521・を拙き ，モンター ジュして完成させるものである。

だから ，内容的には，今日の個々の労働者のくらしに，

必ずしもピッタ リしないかも知れないが， i労働者の住

居観を前進改革し，住居水準を高め， くらしの発展をも

たらし，住みよい Communi t y を建設する基調となるよ

うな社会性を主張し表現する住宅建築のととである」

可能性の限界のなかにある未来像である。しかし ζ れ

は幻想やイ メージで終るような淡いものではなし泊。乙の

イメ ージの世界はもうすぐそとまできている。なぜなら

私たちのいう労働者住宅ぽ，全国的な分布で大量建設と

いう実践j切に入っているからだ。実践を通してその造形

的定着を狙 っているともいえる。労働者住宅の幾つかの

パタ ーンはすでに建っている 。建ちつつあ る。今やまさ

にその造形的定着の腕である。抽象論K 多くの行数を践

したのは，労働者住宅あるいは労働者住宅団地に対する

理解を求めて置くととが必要と恩われたからである。

W 北 須 磨 団 地

今兵庫労働金庫が日本労働者伐宅協会の支部として，

建設しようとする北須磨団地は，神戸市須磨区多井畑町

の北部を中心とする区域で，その面積 195 ，700 坪，建設

戸数 2，500 戸，予想人口約 l 万，共同施設として公園 ・

小学校 ・幼稚園 ・派出所 ・駐車場 ・配水池 ・児童公園 ・

シヨγ ピング ・センターなとを考え，事業の執行は 6 カ

年計画である。地形は標高 100m- 160mの西北斜面の丘

陵ならびに臼蝕谷で，国鉄須磨駅より約 3 k m，市バスで

12- 13分の距離である。

V  基 本的な考え方

1. 労働者の住居観を前進改革し，住居水準を高め，

くらしの発展とその社会化をめ ざす団地をつくる。各家

族集団内における生活様式の発展と前進のために。社会

集団内における社会生活の発展と前進への 対 応 の た め

lζ 。

2.  我国の住宅政策および地方計画を前進 させる ため



の指導的役割lを果す団地をつくる。阪神 ・掲磨の二つ工

業地帯における住宅問題解決のために。公営 ・公庫 ・公

団 ・厚年団地の施策住宅の網の白からもれた低所得労働

者のために。国際港者f I 建設計画の一環として神戸市の都

市計画 lζ 協力するために。

3. 労働者のための快適な高原住宅団地をつ くる。青

い空，緑の丘，俗康そのものの団地。労働力の再生産が

容易な快適なくらしのために。

4 .  適正な建設コス トによる住宅団地をつくる。建設

方式 ・建設技術 ・建設投資計画 ・国および 自治体の援助

と協力その他合理的な方法を採用する。もっとも困難r

住宅問題の底辺解決のために。

S  労働者の住宅建設運動にふさわしい団地をつく

る。住宅を建てる，団地をつくる乙 とは一つの目的では

あるが，労働者組織の団地建設を促進し，国または自治

体の公営住宅建設を刺激し. I  L  0 住宅勧告が示すよう

な住宅協同組合法の立法化促進のために。

vr 伝統的造形遺産の尊重

幾何学的空間処理と立体構造の建築; 壮観で・構成されて

いる今日の団地は，西欧的思考と技法の上lζ 立ち，純日

本的でない点では確かに今日的な鮮度をもっている。し

かし「町づくり」という立場からみると ，発想、 ・理論構

成 ・構造と機能 ・景観の点では，封建時代の城下町や段

村集落の建設以上に出ているとは考えられない。団地づ

くりは現代的な問題ではあるが，古い集落建設の歴史的

追跡なしに ，f' 羊式建設技法κ 一辺倒的接近をして，伝統

的日本美不在の団地を作る乙とは如何なものであろう

か。たとえば，建築が地上の造形であるとすれば，今日

の団 地 の造形的成果が ， 泉して団地以前のｾ林景観や段

村集落景観の美，あるいは自然と調和した無災害の機能

美を上廻ると言いうるだろうか。 2 千年の良民の伝統的

造形遺産を無惨に磁波しただけの団地づくりは困りもの

である。北須磨団地は，摂津と撚肢の国境lζ 鋲座した厄

除八幡さ んを氏神として発展してきた平安以来の緑一色

の谷源盆地良村であるだけに，一皮むいたような赤土の

宅地造成は極力 さけたい方針である。

刊 地 域 景 観 構 成

北須磨団地附近は，六甲山脈が東i高丘陵地 l乙移行する

西北斜面で，断層と侵蝕の谷形から生じた青海波型交通

路lζ ，すずなりになって点在する公営公団などの団地群

の中央 lζ 座松! をもっ一団地であるから ，いうなら ば団地

建設コンペティシ ョンの一つの出品作である。そ乙 lζ ，

一戸一戸の建築美を窓議する乙とも大切ではあるが，私

のいう ，より綜合的全体的な「地域空間処理J [ " 地域景

観構成」が必要と なってくる。北須磨団地のような多井

畑峠の高 みから一望のもとに見下される丘陵上団地の位

置は，立体的 ・色彩的景観と ，家屋の配置計画 ・道路計

画 ・公園緑地計画などの景観構成 lζ 十分の配慮の必要が

ある。

公共施設その他六リ ユーム感のある主要建築物の配置

計画は，たんに水平的な図上における幾何学的中心l C限

る乙となく ，景観構成上の焦点的位置をも検討すべき だ

と考える。

もちろん，地域景観構成は団地の「ポーズ」であって

ー次元的なものにすぎな い。社会公共施設は団地の「しミ

きづかい」で二次元的なものであり ，交通路 ・電話その

他機能的施設は団地の「動き」で三次元的なものである

だから ，乙のような地域景観構成が，団地の寿命. Wl ち

団地全体の社会的文化的耐用年数に重大な関係のある二

次元的 ・三次元的要素lζ 必ずしも優先すべきものでない

ζ とはいうまでもない。

1岨 と り ま と め

北須磨団地は，労働者組織による住宅団地の自 主建設

という性格をもち. 20万坪 ・2500 1比帯 ・人口 1万という

規模構怨をもっ点では，日本最初のものであり、，世界で

も稀有のものであろう。しかもそれが，国際港都建設計

画のー践として，都市計画法によって建設され，神戸市

と深い提携と昔話力のもとに実施されようとすると乙ろに

も意義がある。乙と! こ乙の団地建設は，今日の重点国策

の一つである住宅問題の質量的解決策の上に，一つの新

しい方式を提起するものであると考えるし，生活環境整

備に対する質的解決策としての民間協力を窓図すると乙

ろにも重大性がある。さらには，最も困難な住宅問題の

底辺解決のために，乙れを労働者住宅建設運動として捉

え，その枢車ihとなり推進役たろうとしている。

具体的には，自力建設能力がありながら建設機会のな

かった階層，自力建設能力すれすれの階層，何らかの支

えがあれば自力建設に手のとどく階層， くらしの計画化

でそのうちに希望のもてる階層，乙れらを組織化し，計

画化し，社会化して，相互扶助と共済の形の中で自力建

設能力と範囲を拡大したい。

そして，建設にさいしては，大衆や学者や専門家の知

恵、と技術を結集し，国 ・自治体 ・公庫 ・厚年事業団など

の助力を仰さながら，乙の建設運動 lζ 理解のある建設業

者と提携し，乙の建設の方式や方向や過程のなかから ，

住宅生活協同組合の在り方や，住宅組合法の改正方向を

見出し，新 しい住宅協同組合法の立法化と取り組んでゆ

きたい。

労働者住宅建設の迩動としては，乙の建設を通じて強

く大衆に呼びかけ. I  L  0 の住宅勧告の路線にのせて，

国際的な見地からも日本の住宅問題の底辺の解決を図り

たいと考えてい る。
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民間宅地開発の実態

1  .  大 阪 府における旺盛な民間宅地開発

現在の住宅難を早急に解決するためには，単 lζ 公的機

関の住宅地開発だけでは不充分であって，どう しても民

間の住宅地開発に依存しなければならなし h 建設' (i 削昭

和39年度から 45年度までの 7 年間に建設を計 画 している

780万戸に必要な土地 2 億 2 千万坪のうち 3596，7. 700万

坪の開発け民聞にゆ だねなければならないと考えている

( i 宅地建設 7 ヶ年計画J ) 。大阪府においても，昭和

36年から 45年にかけての増加人口を 157 万人と見積り ，

これにともなう 新規住宅地必豆ー而杭 2. 060 万坪のうち35

7Zの 393 万坪を民間自) ] 開発 にまたなければなら ないと

推計している( i 大阪府宅地開発長期計 画」昭和38年 5

月) 。

関同大学助教授 鶴 向島

2. 大 きい農地転用面積 率

吉田

圭ヨ 嶺

つぎに，大阪府における民間自力宅地開発の特徴とし

て，開発された住宅地の総面* : i ' ; にたいする民地転用面積

の比率 (l民地から転用 された而 丸 山 地転用面J持 ) の

1開発された住宅地 /  

大きい乙とに注目しなければならなしコ。建設省が全国宅

地造成連合会，日本分譲住宅経営者協議会，不動産協会

および私鉄経営者協会に依頼 し，それぞれの所属会員を

対象に行なっ た調査をま とめた 「民間宅地造成事業の実

態調査結果についてJ (1昭和38年 11月 12 日) によれば，

その対象業者の造成した団地総面積にしめる民地転用而

積はつぎのよ うにな っている。

ｗ， Ｒ 表住宅団地 ｋ しめる ｾ地転用 面積の 比 率

ととろで，乙の民間住宅地開発の現状は，

大阪府においては，ま乙とに目ざましいもの

があ る。いま ，昭和33年 1月か ら37年 12月 IC

いたる 5 年聞において! 辺地が住宅地に転用さ

れた而秘の足どりをたどると第 1 表のとおり

である。

ＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭどｾ ｜ 昭和 ＳＳ 年 1  
34 35  36 37 38 

団 地 総 面 積 卜 ，338.7: ¥1. 997 ，543¥ : 制 ; 7¥2.491，493¥1肌小錦5. 509

段 地 転 J 1 l 耐 ¥ 295 忍l 抑制 Ｑ ＵＰＲＮＶｾＵ ｜ 471，895¥ 7切 831¥2. 370 酬

23.7 

すなわち，知事許可によるも のだけでも年

間 100 万坪の12 地が住宅地 IC転用されている

註 u! 設省計画応 「民間宅地造成事業の実態淵査結果について j (昭和38年11月12日}

より 作成

のであ り，乙の 100 万坪は， i 大阪府宅地開 発 長 期 計

画」が期待す る民間自力開発の年平均を上廻 るものであ

る。大阪府 に お いては，長期的な宅地開発計画を立て

るに際 しで も，公的機関による住宅開発を行なう 場合に

も，また，民間宅地開発を指導する にあたっ て も，現実

に進行して いる乙の旺盛な民間自力開発の実態を充分に

把握しておくととがまず必衷ーであろう。

第 1表 知司I許可ICより住宅地 IC転mされた路地面積の舵f J

ｾｉ＠ 33 1  34 1  35 1  ＳＶ ｊ ｟ｾ 計
o反I 183&  ー

ω | 1，311 1  1，496 1  

|貸家 1 2 1 210反I 1∞5 1  
96

1 叫 判 1，496

［ Ｈ ［ ｾ 五 ト Ｉ 問 視 ｼ 川 Ｑ 1，173 い.644 1 υ ω | ι 475

加 1 1.226 1  

社

E十

|釦 2川 1 鵬 1
276

1 川 判 1 仰

間

2主 大阪府政林部 「段地動股湖=t i J その l および その 2 より 作成

すなわち，12 地転用面私率は，わずか2096前後 lζ すぎ

ない。乙 れK たい して，大阪府においては， 乙の建設省

の調査に協力した私鉄業者および関西宅地経営協会加入

業者 ｬ ζ おい て も ， Ｑ Ｒ 地 転用 面積率はいずれも ＶＰ ｾ ぢ を乙え

ている。

3.  零 細 規 模開発 の 累 積

大阪府においてj災地転用面積率が大 きい乙とは，住宅

地の需要がき わめて大きく ，乙れが地価を騰12させ， ｊｾ＠

民のj災業意欲をi減殺している ためでもある 。 しかし，大

都市周辺の高い地価は，そ乙』ζ 出現する往宅団地の規模

を制約せずにはいない。民間の宅地開発は， きわめて零

細な規模のも のの累続と して進行してい る の である。

住宅地への民地転用の内訳は，乙のことをはっきりと示

している。

j辺地転用申請 1 件当 り面積のもっとも大きい分譲住宅

において も，なお 680 坪にすぎないのである。民地転用

には民地法の制限があるので，大規主主な住宅団地を造成

する場合においても申請を何回にもわけて行なう乙とが

多く ，乙の 1 件当 り坪数から ただちに分譲住宅 1 団地の

面積を論じる ζ とはできないが，民間宅地開発が零細な
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ｾｮ 表 住宅地への良地転用の内訳

数| 間 梢 | 面 積 比 | 例 数 比 11件当面積

宅
| 1 4 %5 721

士平

fJ: 
日0

分 級 住 宅

I
2 お9

15

幻1. 3
08¥

26.2  

1  

680 

弘行
1

7.076 

1

6… |川 |ぉ 2

1  

275 

倒 人

| ω 1

4.2山

I
20.9 

1  

50.6 

¥ 

91 

い2 1 3

掛
12.430.706¥

11.8 

1  

11.6  

¥ 

223 

註 大阪府農林部「農地動態調査1963J 49ぺ- : ，} より作成

規絞のものの累積である乙とは充分にうかがう乙とので

きるものである。民間宅地開発が，その開発宅地総面積

において大きな比重; をもちながら: : &・細な規絞のものの

累私にすぎない乙とが，民間開発による住宅地が公共飽

設を完備できない不良な住宅条件を作り出す基舵! となっ

ているのである。

4.  公 的機 関による開発との関連

せいぜいで
500 坪ぐらいの規模では，とても公共施設

を完備する乙とはできない。しかし，民間j 開発による比

較的大規模な団地はある程度公共施設にたいする配慮を

しなければせっかく造成した住宅地も早急に購買者を見

出す乙とはできなし泊。そ乙で，できるだけ公共機関によ

る大規模団地の周辺で地価のあまり高くないと乙ろ IC用

地を選定しようとする。香里ニュータウンの建設がそ の

周辺の住宅開発を大 巾に促進したのは，その好例といえ

よう。

しかし，
J;:J_林大臣許可を必要とする大規模な民地転用

が昭和33年から 37年までの 5 年聞に住宅地のために 100

反以上なされている市町村をとってみるとつぎのとおり

である。

館 4表機林大臣貯可の農地転m面積の多い市町村( 昭和33- 37年)

l fl i l i l fl i l fl i l i l t 11 

共 ｼ ＵＵ ｼ ＳＵ Ｑ Ｓ 馬 ｉ ｾ ｉ ｾ ｉ ｾｉ＠ ｾｉ 里 ｬｅｬ ｅ

凶 ¥- 1  

84

1

175

1  
61 判 吋811161

87 

計

1  

557!  ＴＰ ＳＱｾＸ Ｑ ＲＸＸ ＱＲＹＹＱ ＵＱ 判 ｭ 卜 ｬ い
註 大阪府脱林部「農地動[ 強調査1963J 52- 53ページより作成

乙の第 4 表は，ま乙とに興味深い数を示しているよう

に恩われる。公共機関による住宅開発のために J;:J_林大臣

許可によって転用された! 民地が
200 反以上K 達する大阪

市，茨木市などのうちで山林大臣許可による民地の民間

開発住宅地への転用が
100 反を乙えるのは堺市のみであ

って. { 也の諸市では民間開発住宅地へのJ;:J_林大臣許可に

よる良地転用はきわめてわずかである。逆 IC，民間開発

住宅地のためにJ;:J_林大臣許可によって転用した j災地面積
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が
100 反以上に達する 5 市町村のうちで，公共開発住宅

地のために段林大臣許可によって転用した民地面積が

100反を
ζ える のもまた堺市のみである。そとで、乙の

堺市を除いて考えると，公共機関によって大規模住宅開

発の進められていると乙ろでは民聞による大規模住宅開

発が行なわれず，大規; 侠な民間住宅開発がさかんに行な

われると乙ろでは，公共機関による住宅開発のために大

規模な民地転用が行なわれないという乙とになる。乙の

ような結果がえられるのは，一つには，枚方市や吹田市

にみられるように，大規模住宅団地が丘陵地に造成され

て，民地転用からではその実態をつかむ乙とができない

ためである。しかし，もっと重要な乙とは，急速な地価

の高騰のため に，民間資本による大規模な団地の造成

が，安い地価を求めて次第 lζ 遠隔地帯? になされる傾向が

みられる乙とで、はなかろうか。

5. 宅地の需要供給の階級分化

最近の地価の高l騰は一般的
lζ いわれている乙とである

が，宅地造成業者としてはもっとも大下の
K

社の住宅金

融公庫計画主主売住宅の分譲価格の推移をみても ，昭和30

年頃から一貫して上昇傾向をたどり . 当H寺の 6 - 7 倍 l乙

達している。乙の地価の高勝から ，いま一つ顕著になっ

ているととは園地而おの縮小傾向である。乙の画地面積

の縮小は，旺盛な住宅需要の中
lζ 進行している階級分化

と相まって，二つの異 った様相を呈 している。現在，住

宅にたいする需要は，一方ではできるだけデラックス r

ものを求める傾向がみられる反面，住宅として条件がま

ったく劣悪な得細なものにも需要がふえている。私鉄な

ど比較的大きな宅地造成業者は，かなり快適な居住環境

を要求する需要を主要な対象
lζ しているが，と乙では，

画地面積の縮小傾向は，まず最大園地而程iの縮小傾向と

なって現われ. 最小画地面積は大体
60坪あたりで固定し

ている。
ζ れにたいして，たとえ劣悪な住居条件であっ

てもとにかく自分の家を持ちたいという需要を対象にす

る中小宅地造成業者の場合1 L は 30坪未満のものに集中す

るものさえみられる。新しい住宅地
lζ スラム街 l乙近いも

のが出現する可能性は，地価の高Ji鳴を媒介
[ζ

して増大し

ているのである。

中小宅地造成業者の場合
lζ は，現在の住宅鋭を解決す

る社会的課題と対立した営業活動を行なっているものが

みられる。たとえば L :業者は，寝屋川 IC24 .000坪の土地

をl昭和
35{ p

から 11固にわけで転売ないし分譲している

が，11回にわけた乙との主喜Eな目的がその間の地価の総

長ーにあった乙とはいうまでもない。乙の問! こ一部建売分

譲しているが ， その住宅は Ｑｏ ｾＱ Ｕ 坪のもの Ｑ ＴＲ 戸 ＱＵｾ

20坪 112 戸，20坪以上
37という状態である。しかし，乙

の業者でも ，まだ経営的にしっかりしてい る ほ う で あ

( 58頁へ続く〉



住宅地造成事業 に関する法律 の紹介

大阪府迎築部住宅開発銀

高 橋 久 栄

第1 . 制 定 の 必 要性

大都市における住宅難はいちじるしし〉ものがあり ，市

街地の地価1抱負によって，宅地取得難がその降路となっ

ている。乙のため大都市周辺にはより安い宅地を求めて

住宅が建てられ，都市人口の膨I1長と無計画な市街地の拡

大現象は，自にあまるものがある。しかしながら乙れを

放置する乙とは，無秩序な環境の慈い市街地を形成する

乙とになるが，とくに民間の宅地造成については，極め

て粗悪なものが多く ，宅地面積，道路率なと，宅地造成

規制法上あるいは建築基準法上問題がなくとも ，まとま

った団地として造成される場合には，住宅団地の位置，

形状などから，道路，排水施設，その他公共施設の配

置，設計なとにおいて，不充分なため，通行，避難 lζ 対

する障害あるいは，溢Aくなどのため，公害問題が生じて

いる。また，スプロール現象は，乙のような道路なとの

公共施設を含む一定規模以上の団地が契機となって発展

し拡大するものであるから ，ζ れについて規制する乙と

は，個々の宅地を対象とするよりも，効果的かつ霊点的

な規制が可能である。つぎに，乙のような住宅スプロー

ノレの現象がいちじるしく 社会問題と なっている地域は，

地価が上昇し，住宅難のいちじるしい大都市周辺 lζ 限ら

れているのであり ，すべての都市について問題とされる

必要はない。したがって乙の法律の適用は，主として大

都市および，そ の周辺の地域とか，あるいは，地方の開

発都市で住宅拡大現象のいちじるしい地域に限定してよ

いと恩われる。

第 2. 要

1. 目

己

目

的

この法律は，人口の集中に伴う住宅用地の需要のいち

じるしい都市およびその周辺の地域において，相当規模

の住宅地の造成 fC関する事業が行なわれる場合1 ( ，当該

事業の施行について災害の防止および環境の整備のため

必要な規fiilJ を行ない，あわせて，その適正な施行を促進

するため必要な事項について規定する ζ とにより ，良好

な住宅地の造成を図る乙とにある( 第 1条) 。 ζ ζ fC良

好な住宅地とは道路，下水道などの公共施設が整備され

居住する者の共同の福祉，または利便が増進されるよう

計画的 lζ 開発されるとととなる住宅地をいう。

2.  住宅地造成事業規制区域の指定

建設大臣は，公共施設の整備された良好な住宅地の造

成を確保するため，人口の集中 lζ 伴う住宅用地の需要の

いちじるしい都市およびその周辺の市町村の都市計画区

域を住宅地造成規制区域として指定する乙とができるも

のとする( 第 3 条〕。

乙乙 IC規制j区域を指定しようとするときは，あ らかじ

め関係都道府県知事および都市計画審議会の怠見を聞か

なければならない。

3.  住宅地造成事業の施行の認可

住宅地造成規制l区域内において行なわれる住宅州造成

事業については，事業主は，建設省令で定めると乙ろに

より ， その住宅 ＡｾｉＡ 造成事業 ｉｃ 関する工事 ｋ 若手する前 ｬζ

事業計画および工事施行者を定め，都道府県知事の認可

ｾ＠ ラヌ+:1

は

2

m

巾

b
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グ
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外ヲ…
セ

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大阪市東淀川区西淡路町3ー 176 T  E  L (.322)，4851- 4  

関東地区取捌吉・小林窯業株式会社

東 京 都 港 区 芝 新 緑 4 丁目 3 8  T E  L  (431)  8552 
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を受けなければならない( 第 4 条) 。との場合の事業計

画においては，施行封! ! 区，設計および資金計画ならびに

公共施設の代理者および公共施設の用 lζ 供する土地の帰

属を定め，また環境の整備，交通の安全，災害の防止な

と，良好な住宅地を造成するために必要な公共施設およ

び宅封!!!c必裂な，ni @が建設省令で・定める基準にしたがい

適正に定められている乙とになっている。 ζ 乙において

公共施設その他の施設! こ関し，者s市z計画が決定されてい

る場合! とは，その都市計画! c 適合させなければならない

ととになっている。また施行者は事業計画の決定あるい

は，変更するとき ，関係のある公共施設の管理者に協議

する。

4  施行の認可の基準

都道府県知事は ， 釘ｾ 4 条に規定する認可の申iJi があっ

た場合， ( 1) 事業 J I閣の内容が，71;令 !cjs反している

とき。 ( 2 ) 施行地区内 iζ 災害危険区域，工業地j或，地

すべり防止区域，その他政令で定める住宅地の造成を行・

なうのに適当でない区域内の土封!J. が合まれているとき。

( 3  ) 住宅地造成事業を遂行するため必要な資力および

信用がないとき。 ( 4 ) 工業施行者に工事を完成するた

めの必要な能力がないとき 。など認めるとき以外は，そ

の認可をしなければならない( 第 8 条) 。乙とになって

おり ，申請手続がなされた場合は，遅滞なく ，認可また

は不認可の処分をしなければな らな い。また不認可の処

分をするときはその理由があわせて通知される。

5.  工事完了の検査など

事業主は，認可を受けた施行t1!! 区の全部について工事

を完了した場合においては遅滞 なく ，その旨を都道府県

知事 lζ 届けiJ ¥なければならない( 第 12条〉。乙乙で工事

が完了した場合 lζ おいて，その工事が事業計画 K 適合し

ているかと. うかについて都道府県知事の検査を受けなけ

ればならず，適合検査B寄託が交付 され，工事完了の公告

があるまでは，建物を建築しではな らな い乙とになって

いる。

6.  設置された公共施設の管理

住宅地造成事業の施行により公共施設が設置された場

合においては，その公共施設は，他の法律，または事業

計画にとくに管理者の定めがあるときを除き ，その公共

施設の存する市町村の管理に属するものとする( 第 14

条〉。乙とで従前の公共施設に代えてあらたな公共施設

が設置される乙ととなる場合においては，従前の公共施

設の用に供していた土地で国または，!1!! 方公共団体が所

有するものは，施行者 lζ 帰属するものとし， ζ れにかわ

るものとして事業JI 画で定めるあらたな公共施設の用に

供する土地は，それぞれ国または当該地方公共団体に帰

属する乙とになっている 。

7  資金の援助など

国および地方公共団体は，良好な住宅地の造成を促進

するため，認可を受けた事業主に対し，必要な技術上の

助言または，資金上その他の援助 lζ 努めるものとする

(第20条) 。乙乙で資金の融資 または，斡旋は特令にお

いて明概 lζ 規定 される ζ とと思われるが，J.災地転用 につ

いても当該事業が促進されるよう配慮されている。

以上が住宅地造成事業 lζ 関する法律の概要である。な

お政省令は目下検討中である。

1111111111111111111111111111111111111 11 11111111111111111111111111111111111111 111111111111111111111 1111 111111 111111 

(56頁よ り続く )

る。わたくしは，現在，関西大学地域経済開発の民間宅

地造成業者の調査! c参加してい るが，そ の 調 査 の 過 程

で，事務所さえはっきりしないものさえ少くないのを知

って，いまさらながら この問題の深刻さに驚いている。

住宅問題の解ー決に民間宅地開発の貢献すると乙ろが少な

くないのであるが，その反面に表面化している乙 の新し

い問題に対処するためには，国および府県などの公的機

関が単』ζ 自から建設する住宅数をふやす 乙とだけではな

く，その大規模住宅団地の開発なと、の活動を通じて民間

宅地開発を善導する配慮が望ましいものである。

- たい へん塗 りやすい 。

・仕上りが美 しい
@  

- いつまでも美しい色を保ちます。

く5 8 系エマルシヨン壁塗料〉

止白ＮＱＮＮＮＱ‘ヨ ｲＹｾ 忌 ＷＰＰＰ
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傾斜地における宅造規制の問題点

神戸市土木局防災課

1  . ま え が き

近年各地で，宅地の市裂がいち じるしく高 まり ，なか

でも大都市の周辺に おいては，宅. ! : t l! 造成が，非常に盛ん

になってきた。神戸市に おいては， 昭和35年 4 月に行政

事務条例をml)定して屈山市1)を採用，民間宅造を指導規fljl)

してきた が，不幸 にも . 11f! 和36年 6 月の総雨前線豪雨に

より，多くの宅地が)vJ れ. ｾｾＺい人命 ， 財産を失った。国

にお いてこれら災害の状況，横浜市などの状況などか

ふ 緊急に法案を39回臨時国会に提出. I昭和36年 11 }j 7  

日制定された。神戸市としては，いち早く法律を施行す

るために機構改革を行ない，土木局に防災課を設け，宅

地規制| とともに，公共土木災害復旧を所管するととにし

た。ここに従来条例実施および宅造法施行 ( 37 . 4 . 1) の

立場ーから経験の一端を述べ，ど参考ーになれば，幸いであ

ります。

2  宅 造 と 関 係 法 令 の 調 査

山地とか，傾斜地を，宅造工事をしようとする場合は

まづ第一 K . 法令上の);Q;j jl )は，どのようになっているか

を，十分調査することが必袈である。

例えば 「宅地造成等規制i法」の前4 可を受けたのみで他

の法律の許可を受けないで，施行している場合がある。

同一地域 lζ 規制の目的の巡った法伴の適用がある。その

法令はつぎのどときものがある。

砂防法，森林i L 地すべり笥防止法，自 然 公 園 法，

郡市計画法，風致地区規則，道路法，下 水 道 法， 12 地

法，土地区画整法なと¥出願人のなかには，関係、法令が

不明の場合があるので，神戸市としては，防災課に各種

法令適用区域図をおいて，宅造の許可申請のあったつど

出版人に仙の法律適用を知らしめ平行的 K 出願するよう

指導している 。

3  .  宅 造 工 事 施 行 状 況

法施行後 2 年間の状況は次表のとおりである 。

37 .4.  1.- 39 .3 .3 1  

項

|件( 件数r l 而 獄 m
2

法
8 条泊二可申請 |  3 ，094，397  

H 許 可 204 1，249 ，9 17  

不 許 可
2 ，454  

11足下及廃止
370 ，192 

法11条協議申出
2 ，462 ，263  

"  協議成立
26 2 ，388 ，084  

"  取下廃止
3  6，999 

法 13条監怪処分 27 

14条工事届出 74 2 ，933 ，888 

15条 勧 告 127 

16条 命 令 5  

上表からみると ，申請に対して， 許可は取り下げ分を

引くと ，許可率は約701'6になる。協議申し出は，固 また

は県，神戸市分で，約ヲ01'6となっている 。民間申請分に

ついて書類の不備などが原因で，指導により許可できる

ように努めてきたが，本年度は 3 年目でもあり ，法 lζ 定

める技術的基準に適合せぬものは，すみやかκ 理由を附

して不許可処分にする方針で進んでいる。

パトロ ー J レにより述反工事の摘発，是正に努力してい

るが， 乙の問題は監管官庁がいかに努力しでも徹底は期

せない。造成主，施行業者の自覚と責任で，絶滅するよ

う努めなければならない。せっかくの投資 も危険宅地と

なっては，監怪処分を受けて，佼用禁止，是正命令なと

により防災措置をしなければならない。 ζ のような事態

κ 至らぬよう 絡段と努力をする乙とを再認識して完全な

工事を施行して欲しし〉。

4. 宅 地 造 成 工 事 力 型 式

(  .  )  全面切土場外織出の方法

乙の方法は . ｾ Ｑ ｴ 立降 ， または連峰を全 面 的に 切 り取り
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切土面を宅地化する ζ とになるが，相当大規模のものが

行なわれている。注意すべき点は( 1  ) 搬出道路。( 2  ) 大

規模がけ地の安全性。 ( 3 ) 流峻変更，による流末対策な

どの問題を調査検討して行なうべきである。とくにダン

プトラック対策については対策協議会なと設置して十分

検討する必要がある。

(  b  )  完全盛土場内搬入の方法

(  a  ) の場合と全く逆のやり方で，谷筋，凹地などを大

規模な盛土をする方法で，注意事項として ( 1  ) 土留構造

物中基幹となるものを先行する。( 2  ) 急勾配のときは新

しい盛土と旧地盤との間 IC. すべり止の擁壁なと，また

盲H音渠を設け地表7 1 <. 浸透水の排除のための拾置をす

る。( 3  ) 盛土は沈下が予想されるので，重機械により浅

く広く 十分展圧をする。など注窓する乙と。

(  c  )  切，盛場内バランスする方法

土工の' あ識として，切り ，盛を場内で処分するのが一

番適当な方法であるが，傾斜地では工区別 lζ ノミランスが

できにくい。注意事項として( 1  ) 土留の施設を先行し，

工事中の災害防止のため，仮排水路，土留柵などを十分

設ける必要がある。( 3  ) とくに最近はフ勺レドーザーなと

重機械による土工の速度は非常に早く，人力をもって行

なう防災拍置や構造物は非常 lζ 長時日を要するため，防

災工事が後手にならぬようとくに注意しなければならな

し〉。

(  d  )  (a)  • (b) .  (c) の折喪方法

(  c  ) の場合 K 同じ。

5. 宅造規制の 法運用およ び今後の問題

宅地造成等規制法 fCより ，宅地造成 tζ 伴 な う 災 害 を

防止するために，宅地造成後において予恕される災害K

対し安全であり ，第 2 1C土封IJ の安全を保つための，擁

壁，排水施設が必要な機能を十分果す構造，規絞である

乙ととしているが，法律は全国的 IC適用できるもので，

地方の気候や風土，地勢の特殊性ICより ，いろいろ技術

的基準を強化したり ，また附加する乙とができるよう規

定 されている。そ乙で神戸市が3 6年 6 月 災 害 の 経 験 か

ら，とくに強化した施行細則の一部をど紹介すると ，つ

ぎのとおりである。

@ 神戸市宅地造成等規制法施行細則依すい

第 10条 同第 16条第 2 写iの規定による技術的基準の強

化または，附加は，つぎのとおりとする。

1.  擁壁' f ' f 面 lζ は全面 lζ 別表 1 の数値以上の厚さの透

水庖を設置する乙と。ただし擁壁背面 lζ 接続する地

盤が切り土で軟岩以上の硬度を有する場合，または市

長が擁壁に損壊などの悪影響を与えないと認めた場合

は乙の限りでなし〉。

2 .  凹部を有する土地などにおけるいちじるしい災害

の発生をもたらすような盛土は，避ける ζ と。ただし

60 

やむを得ず盛土を行な う場合は，適当な位置に盛土高

の 5 分の 1の高さの蛇徳堰堤， コンク リー 卜堰堤，枠

などを盲暗渠とともに埋設し Ｎ ｾ土下端部分 ｉｃ すべり

止擁壁を設置する乙と 。

別表 1

擁壁の高さ

透水層の厚さ

上端 | 下端

摘 要

3  m I  30c m I  40c m I透水庖の上端とは

' :t..... ｾ｟ＢＮτ 一一 ＱＭ 一一一一 ｼ 一一一一ｼ擁壁上端から擁壁

;二 鼠示九 I  30cm I  50c m I高 ( 根入を含まな

一一一一一一一卜一一一一|一一一一| い) の 5 分の 1下

4 mを乙え I  30c m I  60cm I方とする。

m 以下 I  -- " "  I  ｟ｖ ｾ ＧＢ＠ I  

一方，排水路断面を決定するため κ ，計画降雨量を 10

分間雨fil . 20 ミリ， 流出係数. 1. 0 としている。雨品に

ついては，宅地造成は河川などとは別 lζ 比較的小区域で

あり ，また雨の水路への流入なども時間的 lζ 短しミ。また

下流の下水道計画とも大体合せ，神戸海洋気象台 10ヶ年

間の降雨記録なと' ' / ) ) ら採用したも のである。流出係数に

ついては 1. 0 は問題はあるが，神戸市内の河川計画にも

採用しており ，梅雨期など長雨により飽和状態時 lζ 豪雨

があるとすれば浸透，蒸発はほとんどないという考えか

ら 1. 0 としたしだいである。また土質の格付として，土

質調査を委託して市内各所の試験を実施格付の基準とし

ている。

つぎに今後の問題 として

(  1  )  技術的基準の ｉｾ［ｴ 加 ， 強化を地方の特殊性におい・

て 実 施 す る 。 ( 2  ) 溜池などを埋立てる場合下流への影

響について十分検討する必要がある。 ( 3 ) 都 市 計 画 道

路，認定道路など十分調査指導して積極的 lζ 処理して将

来再開発する乙とのないよう κ したいものである。( 4  )  

下水道計画についても都市の開発に伴ない重点的公共投

資をするよう計画を進めるべきと思う。 ( 5 ) 山地や傾斜

地に設ける構造物は平地と 一歩進んで全体的に地形，土

質，過去の災害，林相など，また表流水，浸透水の状況.

など調べ決める ζ とが肝要である。 ( 6 ) 工事中の災害防

止についてはとくにケ ース，ケースで異るもので十分』会

討して現場に即した工法を採るべきで，工 程， 施 工 l債

序，施行時期に応じた適切なものである乙と。 ( 7 ) 建 設

業者の研修などをできるだけ実施して，工事施行 lζ 質を

向上するととが必要であろう。( 8  ) 風致上の問題も考慮

して宅造計画! こ折り込んで行く乙とが必要である

神戸市は地形的 lζ 袈山( 六甲山) を開発しているが戦.

前は標高 150mが市街地最高，現在 350m附近に宅造が行

なわれている。乙れ lζ 伴なう ，道路，下水の問題を，ま

た渓流沿も都市化して公共投資による砂防工事も若手さ

れようとしている。
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地 価 安 定 に つ い て の ア ン ケ ー ト

現在政府は 「住宅建設 7 カ年計画」を策定し，宅地

債券などを発行して，宅拙開発に積極的態度で望む方

針と聞きますが，その宅地開発にとって地価対策は最

も大きな問題となっております。

昨今，地価のきまり方は，売買実例からきめられる

ことが多く ，科学的要素からの鑑定評価がいまだ確立

されておりません。一部民間宅地造成業者では ，土地

を投機の対象としているために，地価騰貴はさけられ

ない現状にあります。もちろん，宅地供給が絶対的に

少ないことも ，そういう地価騰貴をうながして・いるひ

とつの原因でもあります。

このため，政府では，地価増加税，空間地税などを

考えて，地価安定の対策に苦噂 しているようです。 し

かし，これらの地価対策は，土地所有権の問題ともか

らむものでもあり ，また，土地利用計画の問題とも関

連をもっ大きな問題でもあります。

つきましては， こうした宅地の地価安定について，

たとえば，下記の諸点、について，それぞれの立場から

貴方のお考えをお聞かせ下されば幸いに存じます。

1  .  課税の問題

1  .  宅地供給

1  .  土地利用

1  .  宅地取引，方法

1  .  土地所有権

1  .  鑑定評価

各項目ごとにお答え下さっても ，一括して答えて下

さっても結構です。
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私の土地研究における地価対策の結論は次の二点l乙要約される。

A ，土地財産絶対主義( 地主尊重恩忽) の否定。

B ，土地の商品主義( 需給均衡論) 否定論。

A は11#1度的対策で B は経済的対策でt ある。土地は不動のE主である前lこ国土

である。国家形成の基本であり ，登記という国家行政の中に入って所有が認

められるものだから，国家{ 立大 rl l な統治IJ の下lζ 土地をおいてよいはずだ。

私有性と公共性を調和させる確たる制度が必要。

次Iζ 土地は需給均衡によって価額が決まる一般の商品学の対象になるよう

な商品とは全く異るもの，プライスメカ ニズムが作用しないものという原則j

k 立つべきだ。以上の二つの否定論に立脚しない対策では成功する乙とはで

きない。

そ乙で地価対策のプログラムには弱 l ヴJ から強いものへ並べると次の通り

lζ なる。

(1) 価格機構調整( 供給増大策) →(2) 対税策( ! 首価値税，空閑地税など)

→(3) 私権の大 巾制限( 地{ 削減給令，土地利用の義務付 ，'*11;11収用→(4) 公

有論( 都有論， 市有論〕→(5) 国有論

国有論は全国土 lζ 関して影響が大きいのでまだその段階ではなしコ。土地問

題は現在国土の 196の宅地の問題でその上 lζ 全人口の 5 - 6 ;! ，Q] で住んでいる

のだから ， r宅地法」がj辺地法以上lζ 必要な l侍がきている。宅地は主! こ都市

の問題だから，都市の土地は公有 {ζ しなければ都市の成立はいよいよ 困難に

なる。そ乙で国有a命の前提として公有論が真剣! ことり 上げられるべき段階だ。

その準備 と して今すぐとるべきは，上の(3)の私権の大巾制限で，中でも地価

ス トップ令は緊急事だ。 米価が全国一律の価額{ [ 統制されていて，地価が統

fljl 同: きない根拠はなし 3 。地価は米価以上lζ 国民生活 lζ 影響 し， しかも米のご

とく再生産も，輸入 もできないものである。

さらに現在の物価上昇はその線底に地面インフレがあるととが明確になっ

てきた。地価を抑えなくて物価を押える乙とはできない。一般物価のインフ

レ傾向が進むと ，インフレに最も強いのは土地投資だから土地需要，はいよい

よ高まり ，乙れがまた地価をつり上げる。かくて地価インフレ→物価インフ

レ→土地投資旺盛→地価インフレ→物価インフレと悪循蕊t はいよいよ深刻と

なる。乙れでは庶民は貯金して家を建てる夢，保険lこ加入して将来の安定

を3JJ- みる乙ともすべて水の渦となって地価の上昇は国民の診を努うことに γ

る。早急に地fi 1l i 泌結令を Ibす綬拠は米価以上lこー1・分ある。

現在の土地の価値は社会資本との関係においてさまる。その増加分{ 立当然

社会公共に環元すべきである。土地の鉱定評価においては乙の社会分( 浮動

産〕と個人分( 不動産) を分けて評価すべきだ。土地の Land Val ue (土地の

只の価値) と Land Pri c e  ( 流通価絡) を混同しては p けない。今の時価の中

には経済的真価のほかに，ゴ7 カシ，投機，コポオ、得といった反社会的要因が

加算されている。鑑定評価にあたっ ては現実の Land Pri ce から乙の不純要素

を取除いて Land Val ue を見級めねばならない。

地価対策アンケート

千楽大学助教授

清 水 馨 八 郎
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地価安定アンケ ート

住友信託銀行株式会社

本庖不動産部長

中 西 兵 二

(  1  ) 課 税 の 問 題

課税技術としては，売却その他の移動があった場合に徴税するのが容易であ

ろうが，乙の方式においては買手! ( . 税金を転嫁する乙とにより逆 lζ 地価勝負の

原因となる危険が極めて大であるから賛成できない。といって，何 らの権利の

移動がなくとも，否，むしろ移動がないから乙そ税をかけるという方式，つま

り所有そのものに課税する乙とは，現行の固定資産税の程度ならとにかく (ま

た，その程度では地価安定に貢献し得ない) ある限度を越えると，現行の法体

制lの下にあ って所有権制度そのものと深刻に関連する ζ ととなるから，その立

法化には慎重さが厳しく要求されよう。

( 2 ) 宅 地 供 給

新しく宅地を造成する仕事自体は，新住宅市街地開発法を充分に利用し得る

立場の公企業がその事業の主体となって良質安価の宅地を大量に供給し. 民間

企業の立場はその事業 lζ 資金面で協力する乙とと ，公企業の供給し得ない高級

住宅地の分野を分担する ζ とに留るととになるであろう。

( 3 ) 土 地 利 用

いわゆる市街地改造法による高度利用とそのための人口過度集中を防ぐため

の方策，たとえば複数の副都心の建設なとTζ 心がけるべきである。

( 4 ) 宅 地 取 引 方 法)

( 6 ) 鑑 定 評 価)

乙の問題はわれわれ，信託銀行の不動産担当者がその当事者として問題の渦

中にあるため に放言を差し控えて努力目標を披漉するにと どめ，今後のわれわ

れの活動にζ 支援をお願いする乙 とにいたしたい。宅地建物取引業法の施行後

6 年有余になるが未だ悪質業者が一掃されたとは残念ながら言い切れないが，

何分かの進歩をお認めいただきたい。不動産の商品としての宿命的性格にも寄

因する取引市場の育成の困難さを打破したいという乙とがわれわれの希望で，

宅地のマス ・プロダクシ ョンとマス ・セールを長期当IJR武販売の方式と組み合わ

す乙とを信託理論という ，われわれに有利な武器をフノレに利用する乙とによっ

て構成し，新しし 3住宅信託ともいうべき新商品の開発を狙っ てい る。

鑑定評価の制度が即時，地価安定 lζ 貢献すると考えるのは早急過ぎるが，乙

の制度の趣旨1(. そうべく努力したく ，鑑定士の権威というものを社会一般が認

める日の近い乙とを望むものである。

( 5  ) 土 地 所 有 権

用益権( 借地権その他) の物権化を認め，その流通性を強める乙とがある程

度時代の要請であろうが，慎重1 ( . 検討すべき問題点があまりにも多く漸進主義

で願いたいものである。それとは問題の性質がやや相異するが，公共事業用の

土地取得 l乙関してはその反対に急速 lζ 問題点を究明し，公益と私権のバランス

を再検討すべき l時期であろう。
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国民生活安定の益鎧は 「衣食住」の安定にある乙とは論を侠たないと乙ろで

ある。乙の 中 「衣J と「食J については最近科学の進歩と生産の増強により ，

需要者の自由選択可能の域まで改善されたが， r住」については今なお困窮の

一途を赴り ，アパー ト入 居希望者にとっ ても依然として狭き門をなげいてい

る。いわんや緑の樹林に間まれ，ガスや: I X煙』ζ 汚 されない清らかな空気 IC窓ま

れた環境の住宅 IC至っては高級の花といっ てよい。

現在都市における住宅難激化の最大の原因は，都市周辺の土地取得難，地価

高騰などを内容とする用地問題であり ，乙の地価高l騰は国民経済の成長 lζ 基因

する設備投資の増11日( 最近において金融引締による設備投資の抑制はあるに し

ても) ，あるいは長期的な地価の騰fi 傾向によっ て誘発された投機的な土地の

口占めや，地主の売惜しみなとによる影響が大きな成図をなしているとともに

大都市周辺においては産業および人口の都市への集中による宅地需要の急激な

増加の地峡的な原因も大きい。

乙のように宅地の絶対量の不況，需給のアンバランス K 起因する面も大きい

ので，大規模な宅地開発により需要を充して乙そ始めて地価の安定が得られよ

つ。

政府においても大規模宅地開発の方針を樹立し新住宅市街地開発法などの

立法品川置により用地口収の手続の簡素化と強flj lj カを付与し大量宅地供給の方途

をとっているが，単 lζ 法的IJ [lnのみでなく ，宅地開発のための財政投資も大巾に

考慮を払われるととが必要と恩われる。

白木住宅公111において も，住宅困窮者のために11貸アバー トを建設して貸家

を提供し，また宅地を造成して持家希望者のために宅地分譲をなし需要に答え

ているが，九牛のー毛』ζ 足らない実情にある。

大脱線団地の開発にはとれ K 対する適地の選定，開発の方向決定，開発事業

主体などを適正ならしめるため広域にわたる土地利用計画の策定が必要であろ

う。 ζ れが対策として具体的にあげれば，

1. 市町村の都市計画にかかわらず固において広域都市計画を樹立しとくに

総合土地利用: l l聞を早急に策定して開発地域の方向を明確ならしめる乙と。

2  開発事業の主体を固において相互調整を図る乙と。

3  宅地造成地以内の公共施設，公益施設の整備について国庫負担の途を開

くζ と，あるいは関係公共団体 iζ 対する財政援助を考慮する乙と。

また地価勝12抑制のための対策としては地価凍結令，あるいは土地公定価格

制度などが制定化できれば別として速効的な効果を期待できるような方策は考

えられない。

土地増加税，空閑地税が成課徴収などにより地価高般を抑制せんとする意見

もあるようだが，乙れは前段において述べた地価を凍結する乙とができなけれ

ば無意味であり ，むしろ土地自体の価絡に上積みされるおそれなしとしない。

一般に各種の税は商取引における土地の売買価格に上積みされる慣例であり

税金が格' 加すればそれだけ土地の価格は高騰する性質をもっている。したがっ

て公共的に必要とする土地については，宅地開発用地を含め特定公共事業に準

じ税の怪減を図ってこそ事業を推進する所以であると考えられる。
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地価安定ア ンケート

関商上地経' i ! i 協会副理事長

小 谷 省 三

昨年 7 月 5 EI国会を通過した新住宅市 街地開発法と不動l主鍛定評価 lζ 関する

法待' は，その目的を地価の安定と施策住宅建設へ重点を移行せしめ る点にあっ

た。開発法においては先口権と収用権をもち， 自力建設がその 7 割近くを占め

ていたのを乙の 1; 1; : の法i ' lt で全体の 6也lを施策住宅 !ζ て建設し，政府の怒| 玄lす

る10カ年 l 0007j 戸建設達成 IC努 ) J しているのである。そしてその先民権と収用

慌の運用をー庖円荊にするため，不動産鑑定評価! こ関する法律を立案したので

ある。とくに ζ の鐙定士法において建設＿￬宅地 ｻｬｩｬ ｊ 度審議会 ｉｃ てのｾ議 過程 にお

いては地filli の公示;ljlJ 度が採用されていた。けれどもいつの間にかこれは削除さ

れ， ζ の| 立にでてきた法f I t は当初目的とした地価安定は大きくJ 1IJ られ，鑑定士

そのもののili ll 1 支に終始している結果となった。またすでに参議院は通過した宅

地造成事業法案も自力ｾ設より施策住宅への転換をめざしている。

乙れら政府の胞策住宅の強ノJ な推進が地価の安定 lζ つながり ，その効果があ

れば ω ぞましい乙とであるが ， 今 口 までの地価Ａ脆ｪＮ ｾの原因 をたづねてみると ，

乙の施策住宅の建設が地仰を安定させ， 自力建設が地価をIU治11させたとは受け

とれぬ問題がより多く先生している下実である。

地I l Uiは経済的位置の移動によって生ずる上対とそれ以外とがある。経済的位

置の移動による ｪ 也 ｦ ｬｬｬｩ の変動は乙れは正しいｾとして受取るべきであるが，強 ｩｬｩｬｬ

的 lζ 只収を続行する乙とによって， しかもそれが政府または乙れらが出資 して

いる凶休が必必以上 lζ 高く口収する ζ とによって市窃資料を比較するに，高い

資料を i'I から提供している乙とになっている 目炉実である。千ノ1判Ij国jdJ ，新東海道

線ω用地買収なとそのよさ が伊lであろう。 また宅地造成等規制法等 lζ より必

:品j以上に造成工事の1 '1を2t，; jえして地価の脱出をまねいている乙とも事実であ

る。それよりもなお大きく伏在しているのは民地法である。 市 街地周辺の12地

は民地法によってより騰ねしている事実もみのがせられない。乙れら政府は地

価安定のため諸施策を椛ずるに必1 i ーする法律や法案を準u1 1 i しているが現実はそ

の意図するととろと逆行しているのである。それよりも地filli の安定にはまず住

宅金融の確立が先決であろう。 j也fi困の I[場設は世界的なーつのi 1 rt行と ム られる。

一方 J )t業経済の発展は上地に対する経i ) ' Tfl(J 位置の移動を促進ーするものであるか

それを抑制するよりも大衆をして土地と住宅の入下を作払! こさせる住宅金

融の雌立乙そいそがれるのである。自由経済を尊ぶ政府は住宅金融と| 司 j J 建設

の促進乙そ ，地価安定の一つのポイントである乙とを提言するものである。
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現今の土地の fi百絡 を大観すると ，大 都市 たると 中小 郎市 たるとをとわず，住

宅地 も商業地もその他あらゆる土地が，実記よりもむしろ思わく貸いによって

法外な高値となり ， 乙の ill }J 1旬がifr 次近支11から僻j也にまで波及して，いまや全国

一斉 lζ 地 ul! iの過熱化を現出しているが，個々の上地について現在の地価を分析

し，仔 細 lことれを倹討してみると ，最有効使用をJ i i !t足とする利用価値の上から

観察しでも ，最高度の利用によ る収益力の簡から攻先 しでも ，あるいは未発現

潜在価値を探求して将来性を引邑しでも ，現在の地価は， まったく笑't ，'i を遊離

した過 当価絡である乙とが分かる。したがって何 らかの! 助機があれば，反核必

至のものであ る。

往年関西地方 lこ 「土地 熱 j という新語が生れたのは，第一次欧州大戦後の大

正 ｂ 年であった。大正 Ｓ 年 Ｗ 月 ｾＩ ｊ 発した欧州大 ｩ 訟のも たらした好影轡 Ａ ζ より ，

わが経済界は米首 ;(Tの活況を2 したが，土地はややおくれて大1必じ 6 イ作ド後、半ドカか3 ら

l騰l機母勢を示しい， i'l漸|析折次〉ゾ必'Uよ貝が主鋭加ん lにζ お乙なわれ] 取収引がjm守F杓7円l山山』川加nする l ζcf

しυ 』に ζ 土地が投機の対象となりＧ当 ｈ 与続出した成金の跳淡によって ， イ ｾ Ｎｊ也は短期

間 l C過当{市i絡 まで口い煽られたが，大J . [ 9 1f l )j 16 11 ，大阪の治問 ビJ レフe ロー

カー銀行が炎如 l政綻を暴露したのが契機となって，全図的の恐慌がおとり ，株

式 市 場は株 ｗ ｬ ｩ の ｊ ￆＺ ｲ［ 点による波乱のため全国 ・ 斉 ｬζ Ｑ ＮＡ ｩＧｊ 鉛され ， 主主 ｾｉ ｻｈ 品 校 ｬ 窃はむ

転 反落し，r1i .l:J; l性のない七j 山は取 引不能の状態 が相 当j三j[l ll 甘j つづいたが， ￌＧｩ ｾｩ く

恐慌がおさまり人心が安定したとき ， 土地の ｦ ｩｬｬ ｩ 杭 は ， さきどろの ｾ ｲＮ ｍ 与におけ

る>';:;X::i f面絡 に較べ，半他以下乃至二分のーに下総していたのであ る。

現今の j 山ful iの{j)J 向は，土地熱という新語が生れた大正 8 11・当H寺と ，不思議r

ほどあらゆる点において飴似している。現今のj 出fi町はすで1ζ 頂 上を極めたもの

であるから . 乙のまま放置しておいても ，早 1! 5 t 下決するのは必至であるが，下

落の時機を早める必要があれば，現今の地価li そのものが， どの角度から |食討し

でも ，過 当ｦｴｈ ｩ 絡 である乙とを ｊｾ 抑 ｉￍ 船底せしむればよい。

現今の地価は過当価

格である

社凶tl: 人大阪不動必鑑定協会理事長

IIU土地株式会社社長

{田 }I頂 蔵

キ充

商庖建築1t 山 際賞照明 日号具競技

設計募集

株 式 会 社 武 智 工 務 所
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地 価安 定 アンケ ート

柴田土地主E物 株式会社

取締役社長

柴 田 真 一 郎

: . ，. g 官、= 甥許=

荘、の立場からみた i J也価安定について」は，率直にいっ て，業者と しては儲

けという点か ら考えれば，地価に活発な上昇ムードがあり ，また何 らの規制l も

ないほ ど都合が良い 乙とは確かだ。しか しながら地価の問題を社会的な立場か

らみればいま述べたような知立ー任な乙 とは絶対にいえな いと乙 ろであっ て，荘、

の会社にお いて はすでに数年前より投資という字句を広告には使用しないこと

lζ してい る。乙れは「社会的立場における 当然の 自主規lli1JJ と考えたからであ

る。

さて， 本論の 「地悩の安定J について一口でいえば，安い土地をより 多 く供

給し ， 投 資的 な 而 を ｦｮ ｊ ｾ ｉ ［ｉ ｊ し ， 土 地 を 所有 から 使用 するｾ ｾ ｾＱｊｉＨ， ζ 切替 え ， そ れ にそ

って諸政策をお乙な い，さらに土地を高度に利用すればよいのであるが，乙れ

らはま とと に大問題である。

税制l面にお いてはすでに議波所得税において事業用資産 ・居住用財 j止の貝替

などの 2 ， 3 の場合を除いて 3 年以内IC転売した場合1まいままでのような 2 分

の 1 の控除の特典がなくなり ，乙れが衆知されれば，投資の抑制 ICは充分なる

力を発J!lI するものと思われる。 地価増加税 ・空閑地税においてはま乙とに複雑

な 問題 があり余程 似 Ｎｩｬｬ ｬ 乙 検 ｺ 付 すｾ ｾ があるのではな いだ ろうか。 私 Ａま 税Ｚｉ ［ｉｊ ｩｉ￼ に

おける合法かつ合ｽＡ ｊｪＨ ｉＧ ｾ な政 策 は大いに結 構 とは 思 うが ， そ れ 以 上 』 ζ 大郎 市 ＭＪ 中

を|約くわが国全体から みたI生業都市計画，そして各大都l市を中心とした地方計

画を確立しなかんづく交通機関を整vill 充実するなと線本的な問題を航極的 に解

決すべき であると 思う。

土地価絡にお いてはお給の均衡法則が一般財と閉 じよう には適用 されないの

であるが，どんと‘ ん供給 されれば，土地fi ll i絡も下って くるの は当然である。大

仰市κ おける高周必築による高度の土地利用 も変形的ではあるが，土地の大証t

供給になるのであり ，今後乙れを ilil J度化 し事悩 lζ 応 じ適当なる 資金 ・技術のt22

Iめをなし，乙れを助成するー而乙の 目的 l乙供するため，未利用地などの強制民

上げを可能にするなともー・:5.'ζ 値すると 思われる。

今 日宅地供給の 65ちが民間によるものであってみれば 6 月26日成立した 「宅

地造成以来法」の高度の迎用 により却1 I ;IJとともに資金ilii ・: w: 収面 (科学的鑑定

評価により設定 された公定地仙l による土地収用の民間適用など) その他にお い

て助成 ・育成を得て，良い上j也をより安くより 多 く供給すべきである。かく し

てはじめて地価安定が図れると思われるのである。

: 墨田気光正明風器塁

話 可r It ヲIr . 同 君 虫e:z=.:

大 会株 合 防 耐 採 は を

電話警北 社式 君 錆 震 用日

繰四幡 5ヨ 邑 言Z  R下進雇

一 回I 兵 費中主 さ式量量間

二ー一二ノ番地中0  、衛 任 空 ・ いを鉄鉄仕

'  

IE $ 世 J諜4229
電 話 土 佐 堀附 7437 - 9  

l 商 施 防 堅 一一

四 庖 工 音 牢 御骨骨切
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大阪府宅地協会の設立について

大阪府建望号部住宅開発課宅地開発係長

泉 資 fls 

1  .  設 立の 趣 旨とその背 景

財団法人，大阪府 宅 地協会 は 木 ｉ， ｉ ｾ 6 月 i七式に発足をみ

た。止式の名称は結局無知{ なととろで大阪府宅地協会と

いう乙とに泌ちつ いた が，府の関係者の間ではむしろ大

阪府 ロ y 卜・パ ンクという愛称 ? のもとに，その梢似は

約 ｈｲ Ｎ 半ほ と ｦｬｬ￮ ら れ ｉｉｾ めら れた末， 今 回 その設立をみた

のである。われわれ関係者の1mでは，いま だに俗称 ロッ

ト・ノインクで とおしてい る。ロ y ト・ノぐンク ( Lot- Bank)

という 俗称のそもそもの 由来はアイ ・バンク ，あるいは

ブラッド・パンクにちなんで，宅地 ( ロット) の銀行・・・

すなわちを乙にゆけば，いつでも ，お好みしだいの気に

入 った宅地が予!ζ 入るような所，いわば宅地のテ' パー ト

メン ト・ス トアというものの椛: tl lから端を発 し，さらに

近年，官公庁の外部凶体として. 0 0協会，ムム公社の

発 足 はきわめて多いが ， いずれも ， その 呼 びア ＮＮ ｴ ζ ｾ ｦｦＮ ｜ ｹ ， Ｑ 沫

がないと乙ろから ーぜひ 「ロット ・パンク 」でと願った

のだが，結局は宅地協会と H千びれがさまったのはいささ

か残念である。ー11与， ロッ ト・パンク B没立のm坦lをスク

ープした某新聞が宅地銀行と 直，¥){して発表したものだか

る大蔵行の銀行局があ わてて包訴をかけてきたという

.!(;t もあっ た。さて ζ のロ ット ・パンクの設立の椛位l. 組

旨としてはつぎの 必点がある。いうまでもなく 近付 にお

ける念.iili な必業経済の発j反と ，それによる 人口 の大自11市

集中 iζ ともな い宅地の信忠則 ))11はいちじるし く， 宅地供

給量の絶対的不足は深刻な社会問題 となっている。もち

ろん乙の事態 に対処 して大阪都市凶では，大阪府，住宅

公団なと¥公的機関 による宅地開発事業がw極{戸J Iζ 進め

られてはいるが，事業資金の調達 lこ限度があるため今の

ままでは飛眼的発展は望み難い現状にある宅地開発 'J f.;J住

はいうまでもなく多似の資金を必11ーとし， しかもブi ，

その資金はかなり短期で回転する ため民間資金の活用か

極めてill . ' 2: ーであり ，かっ効果的 でもある。 地方公共団体

のいろいろ の規則 の枠の中では，民間資金の活用 の税額

的活用 も，資金の蝉力的巡用 もなかなか図りまH' ものが

あり，そ 乙でぜひとも宅地開発のための公益法人機関の
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設立を必EiJ としたのである。つぎの理由 としては ，現在

大阪府の了ーにより 千里ニュー 亨ウ ンの残設が将 と々 進め

られているが，住宅公トJj も合めて，最近 における 公的機

関の宅地開発事業の傾向としては，それが極めて大団地

化 して， したがっ て宅地供給の地域的偏亙をき た してい

るという乙とである。一万 ， 宅 地市ｾと いうものは ，地

主主的にもっと多角的なも ωである。 大阪の北! と住み たい

人もあれば，東に，ある いは南!と 住みたい人もある。そ

乙で Ｇｩｨ ｩｾ の 地 域 的 多 角 性に 対処 して ， むしろ 中，小凶地

主袋で，民間資金を，とんどん導入 して用地の只収可能

な所をどしとし開発 してゆ乙うという ζ とになっ た。さ

、Ａこ宅 地 ［ 百ｾ の 多角 性というものは ，地 域 的 のものだけ

ではなく ，その購入の11:: ブj にしても ，即金分泌' 予納〈金在

分"

うな宅地(市hιi!必l品民;zj の多j角'fJ性 !にζ 乙たえて，そζ [ ζ 行けば場所 [1'-)

1ζ も，値段，購入方法などについても ，お好みlζ 合った

宅地の先物がある。いわば宅地のテツマー トメ ン ト・スト

アの設立を与えたわけである。とくにとの宅地デパー ト

では . cT/HJI何百のために宅地の月賦分，漫を砧極的 !ζ 実施

しようと目 論んだ。設立の魁旨 の去な点としては，最近

の公[1") 機関の宅地開発は，用地只収の1a;JJ!J j さと 大凶i也化

傾向からその宅地が交通ィ、伎な，かなり郊外災地の丘陵

地 に 位置 しているが ， ーブ ＧＮｩＮ 市 街 地 主 ｾた ん 地 域は Ｎ ＱＡＡｴ

秩序. 1!!t J十四な民l自宅地のスプローノレがi並行 しているの

である。そとで ζ のような市街地主li たん地域での宅地開

発を.h' l極的 l乙進め，日|図的なw: 全な市街地の椛成を図ろ

うと ぷ図するものである。さら lζ 府の行なう 住宅建設な

るびに宅地開発事業のための用地先行員収をも f) j せても1

極 的に 行 なおうとするも ω が設立 ｪ 也 旨の主 ｾ な点の一つ

でもある。もうすまでもなく ，住宅池設，市街地開発「

との館市計画 としての都市づくりが，うまくゆ〈かどう

かは ，Wーに用地の取得の成否にあるのであって，先進

諸外国の都市づくりが，ヌム ーヌに進んでいるのも ，そ

の大部分の用地が公有地である という ，わが国と は異 っ

た ｾ ｪｊ Ｇ ｗ にも よ るものである。



そ乙で民間資金をl'}i 極的! こ導入して，いわゆる IH物 と

しての土地は，}'I っ対li から 口収 して，長s企な 開発を して

分泌し，同時 に公共住宅用地として，大阪府のための用

地只収を積極的 にすすめようとするものである。

以上がロッ ト・パンク設立の魁旨の大変であるが，そ

れを筒条書!とま とめると つぎのようなものであ る。

(  1  ) 大量の宅地供給，多11J がJ な宅地供給。

( 2  ) 民間資令の1 ' i ' i 柑的活用。

( 3  ) 市街地支li たん地域の初極的開発

( 4 ) 大阪府のため の杭紙的 な用地先行買収。

2 事 業 概 要

そのτ11業の概必は人; 体においてっきのよう" bのである。

A ) 宅地分議'11:¥"

セとし て例人持家セ地，会判i} ，人の社宅川地などを対象として多万而

にわたりJ f 1地の取得，五!i 成. :i HM骨行匂う。

①' II l! lit として It. おおなねfii WJ !)'. 15 万I干のJ f 1地取得， 造成， 分議

TII1雪を行 J注う。

@ 個人宅地の分議に ついてはロ Y ト・ローン定JU)頭金制Jil 'を 1111 設 して

，中! 日1階胞 を対象とした宅地のfl 賦分泌を行伝う。三1而の可[; ' ¥' ; 計両 f.i つ

y のとおりである。( ロット ・ローン 制度に ついては後述) 。

|掛1吸い俳叫 4叫叶4川 1 43年度

I  J ] T!' I  即| 万JoP- 1 万卸| 万坪

jH 地 取 得 1 10 1  15  1  15  1  15 1  15  

造 成 事 業 | い1 13 1 15 I  15  

分 議 事 業 亡 |二 一|工 lE E

U ト ロ ー ン 積 立 「 「 「|7 17

B ) 先行口収，li

大阪府の行伝う住宅地開発'11i! のため毎年度 10 万呼稗皮のJII 地n収を

行な う。 はお事業資金の融資については大和， 和， 住友の告を担当行にと

協JJ いただく乙ととなっている@また ，事業の区域と しては ，当分の開，

大阪府内と いうととにはっているが， 般近の 府県{ l ，lJ t. 府県迎合の" '，

さらに近畿悶軍司備Jt 闘のー環 として，将 来 It 近畿問地峡内 での横断的宅

地開発を. t J _ 関 しているのである。

3. ロ ット・ ロ ー ン 制 度 に つ い て

宅地協会の事業概裂のところで，例人宅地分泌につい

ては，とくに中間|桝J ¥' i i を対決とした定地月賦分法事業を

行なう乙とを書いたが，それが，乙のロ ット ・ローン lli lJ

j主であっ た， 宅地協会の・li .:!lt の: 1' 夜な liil 分 と な っ て い

る。 ζ の ｾｬｩｬ ほ ｴ はわが悶 で ・ も始めてのものであって ， 多数

の人 々か ら好評，期待をうけている。 R 下，制度の詳細

について，取り十郎通銀行 と|食討中 であるが， 現 在 ま で

の ， その 構想 Ｑ の 概ｾ はつぎのとおりである。

1  ) 趣 旨

ｾｕｅ ω 深刻 なＧ と ｪ 也測 において ， 宅地市ＲｊＡＺ必 ω まず望む

乙とは，安全な宅地がji!Cktζ 下 lこ入るということと ，さ

らに宅地入下 のためには ・時に多似の令似を必法と する

ため，とくに「向分の家を持ちたいJ l t 間階j白にとって

は，その宅地分"主代金ω分前払いω:tti ::Mである。 ブ1) ，

宅地供給者。(IJ にとっても ，官j也IJfJ ブEのためω資 金 調 達

ｬ 土 ，屯 ｾーな淑題である。そ乙で 閏 においても ＳＸ 年度より

住宅金融公庫 において宅地債券を発行し，国民より好評

を博 しているが，そのむi立方法，残金支払ブIJrl; から，イfA

J1' 発行! とも ，おのず白から限度があって，膨大な宅 j也市

ｾに対して ， そのごく - 部を うるおすにすぎない。そ乙

で宅地協会κ おいても ，開発資金としての民間資金の内

庁! な; 岡達の芯味をもって，桁定の金融機関( 以下指定銀

行という。) とタイアップして 中間階周を対象としたロ

ット ・ ローン ｾｬ ｩｉｉ皮を［没け宅地需ＲｦＺ朽の希盟Ａこ応ずるなら

ば，そのな裁は極めて大きい。

2 )  rロッ ト・ローンJ 制度の要領

(  1  ) 積立者の募集 宅地協会は関連宅地( ロット ・

ローン ｾｉｩｬ 凶Ｚにより予約する分［在宅地Ｉについての応募名

をつのる。

(  2 )  ;fJ' i立朽の選定 宅地協会ならび! と桁定銀行は，

公正な る方法によりな'i} 'r，手? を選定して本人 lこ通知する。

( 3 )  t;' i J r. のブ'i iL : 1  .  ;f; 'i立花ーは，指定銀行の「ロッ

ト・ローン J ｾ ｉｩｬ 凶ｾ ( こ加入すると同時に，宅地協会と分J

守屯:51地也予彩約J 契約をして，五有航tti 立を開始する。 2 前立は，分

泌代金の 3 分の l 程度を呂棟在ii と し， 3 ヶ年1if.片 f; 'i立て

るものとする。

イ，航立回紋 3 ヶ年 L払込片 をn1  0 .000_.15. 000円)

ロ，1: 11金利率約 5 分 5 )亙

( 4  ) ロッ ト・ローンの開始 : t行定銀行( ; 1， 目標千百iを

砧立てたお1ζ ，主主俗i (分泌代金の 3 分の 2 程度) を 5 -

8 ケイr. の返済期間で融資する。

イ，以前JUJ 間 5 - 8 年

ロ. 1王/1¥利率 2. 5- .2 .81l j [程度

( 5  ) 関連宅地の分譲 1. 1' ; ' ; 立者は， :f ; ' ( 立元利令額

と，指定銀行融資金制を もって関迎宅地を購入す る。

2.宅地協会は，分泌代金を受領後ただちに所7釘村nを移 '1去

すろとともに，指定銀行のための奴当織を設定する。

( 6 ) ロット ・ローンの返済: ;fJ' l立者は，融資金額を

ＵＭＸ ケイ ｬ Ｇ で返済し ，返済完了後択当椛 の 抹 ｩＧｾ を受け

る。

( 7 )  WI . i ' . I! 宅地の' 伝売禁止 : 関述宅地は ，分;泌車後 5 ケ

4作!下毛刊陥間I!ば士 ，1熊!!川!民tげ付断折て

口い灰 し材f を有する。

宅 地 協 会 宅地協会指定銀行 指 定 銀 行

積 立 百 の 側 |→ 同 否 認 ? → トツト ローン契約

3 1 m 

カ 1:立

年 中 て

了

始

立

資

積

融

↑

 

…

一

川

町

済

一

4

1

4

資

一

f

M

融

返

ノ

ヤ

E

なお， ロッ ト・ローン第 1 回の募集は， 39年度末頃の

見込である。
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宅 地 開 発

ニ ュ ー ス

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

1. 泉北丘陵地区

開発計画

大阪府では，住宅政策をも!i極的 l乙

推進する ため，今度泉北丘陵地帯 !と

大規綾なニュータウンを建設する乙

と に なった。 ｗ ｾ ， )R臨海工業地帯J-の

後背地にある乙の j也峨は臨海工業地

符: の建設が進むにしたがって，人口

集中が著 しくなってい る上，小 さな

稀今 の工湯や，住宅団地，民間アパ

ート などの開発が進み，無秩序な市

街地をつ くりつつある。そ乙でと

れら 増大する人 口と各種工場をま|画

的IC誘導配置するために，ニュー タ

ウン建設の構偲 となっ た。開発 され

る地帯は，:lYf，泉両市にま たがる 泉

ケ丘地区 Ｈ 高級 ｾ ￯ Ｇ 部 落を 除 くＩ 570 

ho，縄地区 300ho，光明池地区 300

ho，信太山地区，80hoの四地J或から

なり ，山なみの起伏が多いが，用地

Ｈ 立 全而 Ｈ ｉ Ｏｾ ｉ ζ 民収 し ， ロ収 の メ ト ‘さえ

たてば，39年末からで も事業を開始

する。なお大|駒内 では， 乙の地域の

総合開発言|闘も{)f せて考慮 しており

茶木構想の調査研究をやって いる。

2. 寝屋川， 枚方東

部開発構想

大阪府では，大|坂東北河) _ .符 {約

6500ho) の土地利用 計画の碕 定をむ

いでいる。京占1) へ入る国道 1 号線の

ノミイパスがー古1)1}日jill してまもない乙

の地峻は，バイパスを動脈 として，

各府企業が進/1' ，して来ており ，現在

大阪Jf l'. 枚方市なと. のw級fドj な，涜致

もあっ て，大阪府，*，小企業団地既製

JJIX団地，家具コンビ ナート ，既製服

縫製団地などが，用地造成をはじめ

ており ，大内 陸工業団地をつくりつ

つある。乙の影轡で，民間業者ーによ

る1nt計画な宅地法成が頻繁にお乙な

われており ，都市邸境上山 々しい問
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題となっている。大阪府では乙れら

の規制と育成をはかるとともに，と

の工業団地と有機的なつながりのあ

るま| 画的住宅地開発をお乙なうため

開発の基木構忽の策定を検対してい

z、o

3. 金剛団地

臼木住宅公団では，宮悶林西幼iの

羽曳野丘陵商{ f l I J- 待:で，大住宅団地

の工事をすすめている。 38年度 11月

末起工式をあげ，現在ブル ドーザー

がはいって整地をお乙なっ ており ，

団地面積は約 210 ho (70万坪) であ

る。 分譲宅地 と賃貸住宅で約 7，880

戸の建設が予定 され. 用計! l が完成す

る"射ζ は，約31，000人の団地人口 と

なる 見込で，規模は，枚方の香里団

地を上回 る大住宅団地となる。

4. 信太山団地

H 本住宅公凶は，}f!和市信太山地

区lζ 7 ンモス |辺地をill 設する計 画を

進めてい る。乙の計聞は，進展する

ｗ ｾ 臨 海工業地帯造成 にともなう ， 後

背地開発汗|ー画のひとつと して，信太

山西部の自術隊演習場を含めた国有

地と 一部民有地あわせて約23万坪を

宅地造成 し，46年度を回桜花アパー

ト2，000戸，分譲住宅900戸を池てる

もの。

5. 箕面団地

住宅公問では ，n; 而市に41'1' :- .42

年にかけて，住宅同地を建設する。

建設計聞によると ，同市向島から ，

石丸!ζ かけての丘陵地約 5 万坪を開

発 し，108転uを建設，2，900世帯約 1

万人を収界ずる。 II 設予定地は，阪

急箕面駅から 東へ 2. 3 キロ ，南 lζ 面

した，ゆるやかな 任陵地で，北 !ζ 内

13大山を背負 ったi' i'r' かな場所，乙れ

ができると 箕面市では初めての公開

住宅となり ，人口は，現在の 4 万人

から 1 万人もふえる ζ とlζ なる。

6. 茨田( まつだ〉

ニュー タウン

大阪市は，城東区の荻団地区を開

発 し て理 処 ｜ＨｬＧｾ なニュータウンを建設

する計画案 を決めた。号|匝i案による

と，町づくりの而航は ， 281  ho (85 

万時) にの ぼり，43年から 45年 まで

に完成を 目籾!としている 。まず最初

に北は守口市， 南は寝尾川 |市 lζ 接 し

た諸口町，峨提町の100ho (30万坪)

のl夫画整理 lζ 芯A 手，つい で 2 ブロッ

クの大宮町66ho (20万坪) 4 ブロ ッ

クの焼野町66ho (20万坪) の)1阪に進

めてい く。総事業政は，51!!立5 千万

l.l]を見込んでいる。乙の新 しい区割l

りで土地を浮かし，同地区内の縦横

に広い道路を走らせ，公園や，緑地

なと ，ｊ 、ん ， ｴＮ こ ‘ Ｏν Ａ ζ とり いｾ ｾる。

7. 南 吹 田 ニュー

タウン

吹田市では，市内南吹田地域 lζ 土

地区画整理事業 による 5，000 戸のニ

ュー タウン建設計 画の準備を進めて

いる。対象地域の jよさは，約 242 ho 

(73万坪) で8096は，田や畑，市!立

地元地主の協力を得て39年度か ら5

カ年計 画で同地域を立派な市 街lζ 開

発する とい う。乙の対象地域は，41  

- . 2 年どろまでに大阪市内か ら千里

ニュータウンlζ 向う御 堂 筋 延 長線

(道路幅約50メート ノレ) と その線の

下を地下鉄 1 号線がそれぞれ走り ，

地下鉄の新 しい駅 も誕生する。 そ乙

で新駅を中心にして，現在の問畑を

整然と! X.画整理 し，近隣公園， 児猿

公闘などをつくり ，環境のよい市街

地を実現 させる。

8. 橿原団地

奈良県開発会社は，39年度から 3

カ年計画で近鉄吉野線沿線の相原市

西南部地!X !C 約 11 0 ho (33万坪)

4，000 戸，16，000 人の新住宅問j也を

建設 する 。 ｾ ｩｉ 岡 に よ る と ， 近 鉄 担原

村市・1択と ，附，'j')択を結ぶ吉野総の西

側1](ζ 当たる岡市見瀬，久米，品屋，

南妙法寺の 4 町 !Cまたがる 地l X.! ζ ，

中高層住宅2，500戸，一般住宅 1，400

戸，J苫舗 100 庖を建設しようとい う

もの。 問団地は，大阪阿倍野柄，土

木町両駅まで約35分と交通の使 もよ

し〉。
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ガスのカロリーア ップによせて

カロリーア ップ の 必 要 性 と そ の 効 果

人口合わせて 1. 000 万人近い京阪神地灰では傍作50万

人ずつふえていくといわれる人 口の増加につれて，いろ

いろ悶列i な社会問題が刑えています。家庭や商工業用の

熱エネ J レギーとしてなくてはならないカ。ス事情もまた例

外ではありません。京阪神地区の ガス需要は，人口の附

加，生活水準の IIl J上など! とともなって， く、んぐんふえて

います。さらに産業而で、もガスの利用分野は広が る ー方

であるため ， 現在のガス ｾ Ｑ ＱＧ｜Ｚで供給できるガス誌には限度

が生じ，乙のままではやがて中心地区では，ガス 0)11))脈

硬化がやってくるでしょう。ガスむを今より太いものに

替える乙とも・つの方法てーすが，-定大な1'1用がかかりひ

いては ガス代にひひ' いてきます。乙と! こ全延長27 . 000km

という京阪神J 1. ! ! 区の ガス11を全郎帰りお乙す作業は，現

在の交通事↑ ut;， らヨ5・えても不可能な ζ とで‘ す。そこで，

力、 スの値段を上げないでガスをより多く 供給するにい ，

現 在の ガ ス ｾＧｉ ￨ こより首 ［ ｪ Ｈ，コカロ リ ーの ガ スを送る乙と ＼ カ

ロリーア ップ> が ー番よい解決方法であるという結論! こ

達したのです。そ乙で当 社としては現在の3 . 600Kcal から

4.500 Kcal  !ζ 供給 ガスの熱虫を上げる乙とにしました。

カロリ ーアッ プの効果は第 1 1ζ ガスの WI が よ く な る 乙

と。第 2 1ζ ガスの製造設備やj七送設備が合理化されるの

で，将来にわたってガス料金が安定すること。第 3 にカ

ロリーの高いガスを送ると ，現 :(Eの引き込み代でも余裕

ができ ，ガ ス日出兵をふやしでもある程度入替え工。) ｾをし

なくてもすんだり ，また新設の切合! こは今までより細い

符で間に合 う乙となどから巧えて，工事政が安くなりま

す。第 4 Iζ カロリーが上 る乙とにより商工業汗! として使

用する場合! こは作業能率が向上 したり ，今までより lよい

分 野 Ｈｃ 利 用していただけます。 ｴｲｾ Ｕ に Ｔ Ｎ ＵＰＰ Kcal のガス

を造 る過程で ・酸化炭来の合有旦をいく分か減らす ζ と

が，技術的に可能になるのでより安全な ガ ス と な り ま

_，_ 

9 0  

ガ ス の 熱量 と 燃 焼 に つ い て

1.  ガスの熱

頁

2 4 原論部門

大阪ガス K K桁ピ岨抑制 大 貫 啓 嗣

ガスの熱IiEとは標準状態，つまり摂 氏 本/ I ， 1気 圧

(  1. 0 13 ミリバール) の時 1 m
3
のガスfu:H: 含まれる熱

容: Q: のととで Kcal で表わされます。 ガ「 ス事業者は「ガ

ス事業i lU の規定により「ガス供給規定」の中!こ，供給

ガスの標準熱i止と最低熱fil :を記載する乙とになっていま

す。段、準熱泣とは，供給ガス 1 m

3
中lζ 合まれている平均

熱量のととでガス料金の算定基準となるものです。現在

当社が供給するガスのtilt格熱i ii は 3. 600 Kcal であり ，最

低熱血は
3. 500 Kcal です。またガスの熱E の 表 わ し 方

に ， 総発熱 ｩ ｩ ｩ と以先非 ｾｾＱＱ とがあります。総発熱 ｩａ［ とは水

系を合む ガスが燃焼した l時lζ 発生する水蒸気が冷却され

て; ) < に凝縮した場合の熱量の乙とをいいます。ガス事業

者が公示するときの熱11は乙の総発熱52の乙とです。一

方，京発熱: h l とはガスの燃焼によって生じた; )<. 蒸気が，

;]< (ζ
凝縮する乙となく大気中

lζ でる場合の熱誌のととを

いいます。ガスの熱i止の正式な損1)定は自 動訊1)定熱五日|で

刊現されていますが，ガス
[ζ 合まれる成分をもとにして

計算する乙ともできます。 表 1はその計 算方法を示した

例です。

表 1 冊目市ガスのまMAiit の!;1. 1.H例

| 科/ J Ht の発熱1，
t ガス 1 m

玲

11"の
a

各h分の Je'E熱情

成 分

I ' '( 舵 a l/m") :市 町 (m' り I
..( Kei i l ρ11" )  

C O I  3，034 I  0 ω5  お8. 23

H， 3.052 :  0.305 ｾ＠ 930. 80 

。
0. 280 

。

C H"  9. 527 0. 150 1.429.05  

C O， 。
0. 105 

。

O
2  

。
0. 02日

。

CmHn  22.130 0. 045 ω5. 85 

1 α)() 3. 制3. 99

(.U: C
Ill Hnはプ ロピレンC・IHoとしてJ 十見)

2.  燃焼に必要な空気蓮

ガ、スの成分 lζ は可燃性ガスと不燃性ガ、スがあります。

可燃性ガ、スは水素 ・メタン ・ ー酸化炭索 . 3 ! 炭化水索で・

不燃性ガス( ま2往来 . ｾ俊索 ・ ￐ￆｾ 後 ガ スです。乙の可燃性 ガ

スのうち燃えるも ωは水系と以来であって，乙れが空気

中の般家と化合してw俊ガスと水蒸気になることが燃焼

71 
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1<  2  燃 t誕 生 成 物 の 算 111 例

や 成 一一一一一_ fq

C O， I  H
2
0  - I  

燃 焼 の 化 学 万 原 式 1  ＮＮ ｾ ｖ Ｎ Ｎ＠ _  _  1  

三円| ご(AJtt |中 成 比 i ペAF | 州 一

C O  0. 095  

H.  0. 305 

N.  0.280 

CH4  0.150 

C O， 0.10ち

。均
0.020 

CmHn  0.045 

2C O.，. 0 ， =2<: 0， 

2Hd O，= 2H 20  

CH.，+ 2U. = C Od 2H20  

ｃ｡ ｈ Ｂ Ｋ ＹＰ ， ｾ Ｖｃｏ ， Ｋ Ｖ ｈ ， Ｐ＠

介 計 I 1 側

cm CmH nl; 1 プロピレ J としてrr 1"l1. ｾ Ｏ ＼Ｈｉ ［ｴｾ 聖 書 ｻＲｊ Ｅ Ｎ ｾ巨紫 Ｗ Ｙ Ｅ 出 合物

であるといえます。 力スの燃焼には般系が必変であり ，

この般系は空気中からとりますが，必虫j な空気五jaはガス

の成分によって多少異りますが，現L;命的 !ζ 求める乙とが

できます。乙れを理論空気品といい，表 1 の成分の カ。ス

1  m
3
が完全に燃焼する ためには，同 組 問 Jf Iとおいて，

3. 25m3
の空気量を裂 します。 ー般的 lζ はガスの 発 熱 孟1

1. 000Kcol/ m
3

につ いて その理論空気品は約 0 .9 m
3

とされ

ほとん ど ・定であると とが認めら れて います。しかし，

乙の丑11論上の空気だけでは ，: ; ミ際に ガスを完全燃焼させ

るζ とは不可能であって，さらに20.- 5096多くの過剰l空

気を必1! sと します。そのため点 l l C示した 成 分 の ガス

1  ｭ Ｓ を完 全 に燃 焼 させるために克際必 ｾな 空 気註は Ｔ

_ . 5013

となります。

3. 燃 焼 生 成 物

ガス 1 m
3
が燃焼する 場合の空気品はPIl 論的に3 .25m

3
に

なる ことは上 に述べたとおりですが，ある組成のガスが

燃焼した場合の生成物 は理論 (，(jI こ筑J:; I¥するととができま

す。 ぷ 1 の成分の ガス 1 m
3
が完全に燃焼した場合約 4 m

3  

の燃焼 ガス( 炭酸ガス，水蒸気，主主系) を生ずる
ζ とに

なります。 しかし，12際には20 - .50
96の過剰空気を必裂

とするので，燃焼ガスiii は限準状態で 5
_ '  

6  m3となりま

す。例えば .?j変化炭来が燃焼しますと ，それ と同 じ体制

の炭般ガスが発生します。したがって生成比が
1 となる

わけです。乙の生成比にガスrlJ の合行員をかけると炭椴

ガスの生成立がt;r III されます( 衰 の 。なお発生する 1]<

は水蒸気としての休wとして友われます。

4. 燃 焼 生 成 水

力'ス 成分中の水系，メ ヲン ，フロビレンが燃焼すると

* を生成 します。
ζ

れを燃焼生成1)<. といい，表 2 では 、

0 .740m3  
(約

600
9) となります。この燃焼生成1]<の先生

状況をみますと ，例えば ガスストー ブのように対流によ

って 1目度を高める恭兵ーは，ほとんと水蒸気の状態で燃焼

ガ ス 中 ｉ ｃ ｊ Ｎ放 出 さ れ ます 。ガ ス ｊｦｦｩ ｜ｉ ｾ ，や大製 瞬間 ｩ ｢Ｇ ｪ ｾＩ ｉ ｾ ｬＪのよ

72 

0. 095 

0. 305 

0. 150 

0.280 

( 空気中の
N2

3.25 x  ＰＮＷＹ ｾ＠ 2.568 

0. 3
∞ 

0.135 0.135 

I  0. 485 

I  
I  

0.740 

I  
2 制

燃焼ガス fi t合 計 4.073m
!l

うに伝導によって加熱する 場合は吸熱 された後燃腕力。ス

のね度は下がり ， Ｍ ｬｾ ｪＵ の燃焼 生成 水が ｬ Ｉ＼Ｇ ｩ ， ＱＮ ｩ となって ｾｾ只

内に凝縮されます。 ガス
6*具内向lで燃焼生成1)<. が;]<i出1と

なって発生する 切合! こは， 乙れを球具外郎へ1)1・;1'， "9-る椛

造にな っています。

5  カロリーア ップ後の問題

カロリーアッ プ後のカ

J

スの品11成は，現在のものにくら

べて大きな変化はありません。ご参ニ'0 までに，ガ スの組

成を現在のものと 比較 します と表 3のとおりです。

ＱＱ 与 ｪ 倒的 Ａ ζ 変動 があ り ますので ， 一 定 の 成分 の Ｇ， ｉ ［ ｉ ｊ 合 をＯ ｾ

す乙とはできませんが，ある一つの組成が決まれば表 2

と問織 にして燃焼生成金を鉱山 する乙とができます。 ζ

れによりますと ，ガス 1 m3当りのC O
2および HP の生成

fi fはカロリーアッ プをする ζ
とによ り若干多くなります

が， カロリー ア ップの ためのガス器具調整は，カ ロリー

ア ッ プ 古 ｾ ｊ と後では 然具 で 燃 える 熱量 が 変 らない よ うに ，

ガスiEを 規 制 ( カロリーアッ フ。後のカ

d

ス盈は現在の80
9o

3 . 600 

に減らす。一一一一一=
0 . 8 ) していますので，実際には

4 . 500 

公使用ガ ス誌をちえれば現在の状態 と変らない乙と lζ な

ります。

表 3 ガ ス の 組 成 比 較 1<

現 夜 の ガ ス |  カロリーアップ後のガス

C O  3  

-
10%  5  

-
8%  

H， 24  
-

40  35  
-

50 

N， 
28 

-

36 12  

-

22  

CH4  13  

-

20 15 
-

25 

C O， 1  

-

3  2  
-

3  

0， 
6  

-

8  3  

-
6  

CmHn  2  
-

6  3  

-

8  

比 m 0.55  

-

0.75  0.45  
-

0.65 

?A fJ ＳＮ Ｖ ｾ ｋ ｣ ｡ ｬ＠ 4.5∞
K ca l  
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国 鉄 条 駅 と 同 福 島 駅 駅 舎

は じ め に

日本国有鉄道の最近における発展は他の産業諸部門と

同級実1<:: 目覚ましいものがあり ，新幹線のII 設や新進車

の出現が乙れを如実に示しているが，それに伴なって駅

舎の新築も各地で盛ん lζ 行なわれ，高1 mの民衆駅が次々

とできて固まぐるしいばかりである。乙うした情勢下1<::

乙乙数年の聞に姿を消した駅舎 iζ 東北の福島駅，九州の

博多駅などがあり ，現存している古い駅舎は山陰線 ・二

条駅や東北の出形駅くらいになってしまったようであ

る。主主では既にない福島駅と現存していて当初以来の旧

姿をよく残している二条駅駅舎とを報告したい。

国鉄二条駅駅舎 ( 山陰線)

国鉄二条駅は京都 ・二条城の西，西ノ京栂尾町にあ

り，京都市内における山陰方面の旅答の乗降の多い駅で

ある。乙の駅の沿革は同駅庶務課保存の『駅勢嬰' i ' : EJ 昭

和28年度によるのが長も確かなので，以下乙れによって

記述する。

当駅の最初は京都鉄道株式会社の創設で，明治29年

( 1896)  12月仮駅舎竣成，同30年 2 月15日京都 ・嵯峨閣

の鉄路完成IL より運輸営業が始められたものである。そ

の頃は周囲は水回と小丘が述なる間! と材木商等が各所IL

点在していた程度だったという。その後明治37年( 1904)

6 月，現存の木造二階建の駅舎ができ，二併が京都鉄道

株式会社の本社に充てられた。現在のように国有鉄道に

買収されたのは明治40年 8 月の ζ とである c その後駅勢

は膨Ａ仮を続け，昭和 ＲＸ 年には南北 ＸＷＲｾ ふ総面積 ＷＴ ， ＴＶＷ

平方米，線路敷設10粁419米，5 カ所の専用品目tそもつに至

ったが，現在でも乙の数字は余り変らないであろう。

駅舎の本屋は上の資料1<:: よると明治37年 6 月IL新築さ

れたようであるが，伝える所では乙の駅舎は| 臼公会堂の

建物であるという。そ乙でその点 lζ 注怠して各却を見る

と京都市の紋章( 明治24年制定) が基礎石航空気抜穴の

鋳鉄透し ・長押金具 ・二階粁天井板 ・鬼瓦文綴・ホーム

柱上昔日持送金具 ・正面二階窓上ガラス( 現在別 IL保存〉

など各所 ｬζ 見出され ， 乙れがもと京都市関係のｾ築であ

った乙とは確かと考えられる。ただ公会堂であったかど

うかを決める資料を知らないので乙の点は後の調査に俊

ちたい。建築は旧奈良県庁庁舎と同様式の和風lζ 洋風を

相

る
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第 7 図 福 島 駅 本 屋正面斜影 昭和36.5.28. 撮

ζ の駅舎は東北地方において明治36年頃にできた国鉄の駅としては異色

のものであろう。一昨年頃改築されて今では見られず，平林たい子氏が

朝日新聞昭和37.9. 11. の「きのうきょう」欄でそれを惜しんだ記事を戦

せている。乙れだけのものにもかかわらず，関係した技術者などについ

ては不明である。

第 9 図 福 島 駅 本 屋正面車

寄細部

昭和34.5.28撮

いわゆる「よだれかけj ( 或

は fょうらく J ) が目立っ

ている。微風の婆噌にまで

E れを付けたのは珍らしい

であろう。

第 B 図 福 島 駅 本 屋正面車

寄部分

昭和36. 5. 28. 撮

己の駅舎は明治21年竣工と

記したもの( 建築界 7- 12)

もあるが，駅の沿司立にある

通り 36年竣工と見る IC相応

しい紡l部様式をも って い

る。しかも細かく見てゆく

となかなか味のある所が多

b、。

陣 恥 索麺 ・ ・

Ei 元烹・圃・-
B  干 ;  可証、、l ，

、利広 島、河 園

内時過 咽

ー ｾＧＮ， 圃｜
岨. 園ｾ事 ｅ

第 10図 福島駅本屋背面寄

り上部

昭和34. 5. 28. 搬

写真上郡の保光窓は後の変

更と見られ，もとは下 IC見

える左下りの E量級であっ

た。小屋紐 IC洋風を用いな

がら ，そして疋面にあのよ

うな窓庇をしながら史上か

ら出たハマービーム lζ 相当

する材の端 ICは社寺m築 IC

用いるのと其健の木廊を使

っているのが面白い。下の

懇から外はプラ γ トホーム

である。

採用した型で，一階K 最大の一般待合室. ( 旧) 一二等

待合室 ・釘賓室のほか，駅長 ・助役 ・貨物係 ・改札掛 ・

荷物取扱の各室を取り ，二階lζ 会議室 ・点呼場 ・倉庫・畳

敷の室等を取っている。外観は一部 IC増築がある他，当

初の頃の写真と較べてどく小部分より改変されてなく，

よく旧姿を保っている。内部は間仕切の変更が見られる

が，一階は大変革はなく，二階では仮設的な同仕切が造

られ，また一部は取去られている。上記の各釜使用状況

は昭和15年頃の状態であるが，現在は用途変更されてい

る所もある。二階各室は駅職員用 IC充てられたらしく，

内装や狭い階段などからそれが推定でき ，天井も縛縁天

井である。階下正背面の歩廊の天井が社寺宮殿IC見られ

る虹梁諜股( または束) 式構架で古予( 二方ZI 卸し) を

なしているのは乙の種の建築としては珍らしい。

以上のようであるからとの駅舎は汽車開通以前に遡る建

築と見られる点が多いが，伝える「公会堂」について古

い案内記の類にも見当たらないので不祥である。ただ建

物の様式や材の経年程度から見て鉄道開通を余り遡らな

い頃の建築と言えそうである。

附記 己の悶査に際して駅長山口一夫氏をはじめ庶務課のかたがたに

事E 々御配慮を得た乙とを厚く御礼申し上げる 。

福 島 駅 駅 舎

福島は* 北における大都会の一つであるが，その国鉄

の駅舎は二年ほど前まで小変改を除いてよく当初の姿を

保存していた。当駅の沿革についても同駅 lζ 保存されて

いる「沿唯誌 ｊ が ｉｾｧＭ の資 料 というべく ， ζ れは大正初

年頃から l順次書き継がれて来たものらしく，以下の記事

は乙れによるものである。

福島駅は日本鉄道株式会社の創設に係り，それは明治

20年 ( 1887) 12}J 15日の乙とであった。当時は規模l頒る

小で，構内路線は上下本線の他，上り方面IC短かい 3 条

の側線，下り方面 lζ 同 2 条をもち ，車縞転向台の代り IC

三角線を用いたくらいで，構内建物も本屋乗降場 ・貨物

磁飼1場 ・附属物置 ・整燈室なと' " l C過ぎなかった。その後

32年 5 月福島 ・7 t 毛沢閣が開通したので分岐点に当る乙の

駅機内を鉱張し ，駅本屋の改築が計画され. i 狭小なる

日本式建物」を「洋風建物J IC改築した。時lζ 明治36年

( 1903)  2月の乙とであった。その後38年12月には本屋

前の椛内 K 特設待合所( 二階建和洋折衷，旅客休憩用の

坪数は階上68坪，階下60坪) を建てたが. I砲もなく鉄道

国有法が発布きれ. 39年11月には国有に買収された。

以上が駅舎ができた頃までの概略であるが. 36年峻工

の新駅舎は木造平家ｾの比較 的小 規模ながら意匠の面白

い建築であった。ただ官公署建築の例にｾＮＮｍれずとの場合

も関係者の氏名などを明らかにする資料が見当たらず，

全く不明であるのが惜しい。

( 工博 近 藤 豊記)
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圃 ゴ ミ 処 理 の コ ン サ ル タ ン ト

r  312- 7481 置麗爵
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各干重のカヲー製品が有リます

j tL い ＭｐＯｾ ミ箔ￛＧ ｴＳ｜＼ 鉄板

， ｴＧｊ 玉ＡｊヲルｪＢＧｾＭＢ

Jt IJ 1  ! J ヲル克明ル製造株式会本i

本 社 工 場 1己 崎 市 大 拘 jt IJ 屯 ， 語 大 阪 ' 81 4  9  4  7  - 9  

大 阪 支 庖 I"t: ;di j tl 帽 [H I ( 古川 ピル) 屯 品 大 阪 ( 401) 9 7 4 5 - 6  

東京支庖韮工 唱 埼D¥¥;;"l i .A: T 塚越 1 6  2  0 屯 品 点 ( 32) 3  1  1  5  - 7  

主 占 ・出 張 所 郎111・八幡 . f"l j fu 川崎 (: 'D司，'j-:t. G延岡技百 三II i . 也品悼山

ドア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

. 建築様式の著しい発達に伴ぃフロア ヒンヂも、これ

に適応したものを要求されます。

創立40余年を誇る】安古の経験と、 Jiia丹の特殊専用機設備

から次々と生れるニュースター ・フロア ヒンヂは、取

扱いが簡単で、耐久力があり、建築設計業者の皆様から

信頼ある翌II 必的な製品として広範聞にご使用いただいて

います 。

ニ. 1 - 友写ー製品

- 7 ロア ヒ ン ジ

・ ド ア チ ェ Y? 備 型

- 1/ 登 盟

・ H  隠蔽式

- ピポ y ト ヒ ン ジ

・ラノ〈ト 1) ヒ ン ジ

- 1
1
1
1  

板 メラミン樹脂

- HI :fOC7 リス 7 1レi)¥子

日本ド7一子工、γケ製造株式曾社

取 は エ 喝 大 田 市 生 野 区 " 矢 柄 町 2 2  2  11枯 ( 716 ) 白山 - 6

東 京 支 広 東 京 田 平 町 田 区縛 田 園 町 I T t123 1I 1! (白 川 1920 咽 叩

編 間 出 弛 閉 福 岡 市 天 川 4 γ 白・-， .  電 話 作 叫 口72 . 33同

名 古屋 出 帽 同 名 古 屋 市 東 区 高 佐 町 1丁 目 I I  1111 円叫‘ 627 - 8  

札 帽 出 娼 開 札 曜 市 月 家 中 央 通 3 1 ‘ - 1 ・陪(8引 8052・. . 33
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耳 殻 メ 、 シ リ ース?
2 0 鉄 筋 工動輔 副町 ＪＢＭＮＢ，Ｍ，，［［Ｎ，ｫＮ ｾ Ｍ｟Ｇｬｩｊｯ時三 ｌ よ

第20回 ・鉄筋工

大阪府鉄筋て 官協同組f : - FtlIJI

三 日 光 次 氏

ノト同お会いした三日光次さんは，

S1JIj"L として46{f.f問i;5脱 して乙ら

れ ， 現仕Ａ士 ＺＮｉ［ ，｜ｾ［ｫ 筋也設 ｋｋ の キ ＱＺＱ 主

としてJ f { 主 !ζ 中，'Ui]}) されるとともに，

大阪府欽筋工業協同組代の佼体I数f J

部長として後進の指導にあたってお

ウ ｾＱＮます。

郷ｾ｛米子で‘小学生のとき ， 閣が上

丁必で特選になった ζ ともある三 ｉ ｾ さ

んは，当H寺大阪で鉄筋工の親方をし

ておられた凡さんを頼って，画を勉

ぷべく上阪されました。それが ｾ ｊ ｪＺ ，

志と巡ったのか，大正 7 年 1 . FJ 中旬

より ，兄さんの応で見現工として働

くとととなってしまったのだそう で

す。お話 しによりますと ，ζ く初101

l土竹を佼われていたようです。また

鉄筋の初JUI は， ドイツなどの外国か

ら，加工併のものが送られてきて，

前lJ i ! 刊の型板が付いており ，それに

合して配筋したのだそうです。

当H寺は，鉄筋工 といっ ても，人夫

のようなものだっ たらしし 切断寸

法，力n工，および組立の一切の指示

は， ii 百負業者の人がお ζ なっていま

した。それが加工図 も書き ，見積 も

して ， 現在のような鉄筋工のｾにな

ったのは，大 11.:12- 3 年頃からとの

乙とです。

さて話を元へ灰し ますが，三民さ

んは仕事熱心だ ったようで 4 ｾ 下位

たった， 19才のとき に 独 立 し て，

大阪市市民病院の現場; を施行され，

そ乙の現湯で，監'討さんに鉄筋の原

理 IC対して娘を開かされ，それがそ

の後の三日 さんの仕事に対するー・つ

く持って行かねばならぬ関係から ，

向分たちで逮ぶ。そ乙で仕事として

は，' i l i 労働で汚れるが，そのtql lζ 収

のヱポックになったようです。さて 入の方は良くないとの乙とです。そ

その後の仕事の上で印象 !ζ 残 る の んな ζ ともあって，鉄筋工の定折率

は，1111和 3 1，手頃の兵庫県庁産業会111'.; は悪く ， 5 年位で転業してしまうも

の工事だそうです。乙この現切 に似 のが多く ，またあらたに入職してく

旋階段があり ，鉄筋工事としては， る人は非常 IC少ないのだそうです。

なかなかの郷工事で， 5 - . 6 人の鉄

筋工が 2 - . 3 EIかかっ ても 完成でき

なかった。それを三烏さんが代って

手掛け 2 時間程で・組あげたのだそ

うです。他 ｬζ も ， 大正 Ｑ Ｕ 年頃 ， 国 主 ｾ

灘駅附近のH青渠配筋が納まらず-

jるさんが 9 人自に手掛けて片付けた

ととがあるそうです。おかげて- 神戸

の高架線工事の配筋は特命になった

との ζ とです。

鉄筋の11n工は，図i茄K は実長の出

ていないものもあり ，難かしい而が

ありますのでr 教育の場はどのよう

になっているのかとお聞 き し ま し

た。と乙ろが鉄筋工!ζ は昔から徒弟

n日l度的なものはなく ，また大工さん

の規矩術のような本もなく ，経験は

親方の到の cT ICあるだけで，仕事を

教える場は無かったとの 乙とです。

しかし加工の実長は! 日l尺を用いて 1-" ，

すの だそうで，その方法はそれぞれ

の親方が秘伝と して持って おり ，

般の鉄筋工は経験からそれを党える

のだそうです。ですから 1 人立ち

で現場を切り廻せる よう になるのに

は，現在で普通 5 年位かかるそうで

す。

鉄筋:!u: 100 屯から 200 屯位の現場

では 8 人位で l 組となって胞工し，

500 屯以上の現湯では 15人から 20人

IIJ ｾかけるそうです。仕事の方法その

ものは， ニ品ー と変っ ておらず，新しい

乙とといえば ，戦後動力パ ーベン夕、

一 ， 切断ｾｾ が 使われている ζ と ， 巡

拠! とデレッキなどが設{ Jlli される ζ と

がある程度だそうです。 迩搬は，加

工した ものを所定の場所へ間迷いな

現在( 士大阪で約 4，000 人位だろうと

の乙とです。乙 れ らに対処するため

鉄筋工の地位の向上，教育機関によ

る長成，機械の利用， ｴｾ 平 ｉ ｊ 厚生の完

備などの体質改 去を計っているとの

乙とです。

最後 lζ 鉄筋工からの建築技術点ーへ

の希望を聞 きましたが，これには，

同席 しておら れた協同組合の小島更J 1

事長，中村，内藤副理事長も加わら

れて次のような要望がありました。

rii ]l ζ もいっ たよう に，鉄筋工の質と

iA; を確保するべく ，体質改 正4 に努ノ1

しているが，それにはそれ相応に絞

れがいるのだか ら，適正な単価をみ

てもらいたい。現在の単価ではどう

しようも ない。ま た設J I.IC(立制Ij りを

考えておいてもらいたい。そして技

術的な指示を統ーしてほ しい。民Ii¥J

工事は府，市の指導で施工すればど

乙ででもとおるが，それが他の官公

庁の現場ではとおらず，別の指イ; を

受ける。 養成教育をする場合! こ 悶る

さらに，確実な仕事をするために，

適正な施工期間を取 ってほしい。そ

して現窃で技術的なまずい ζ とがあ

れば組合 !ζ 述絡していただければ，

組合として処理する。

動機は何であれ， 乙のような 1' 1主

的な動 きができ てきたととは，ｦｊＨ ｾ ￎｪ＠

工事が建物の生命 lζ 直接! こ関係する

もの だけに芸 乙ばしいととであり ，

組合 lζ われわれが安心 して仕τ をま

かせられる日の一日も早くくる乙と

を念じながら ，皆 さまにお月IJれ しま

し た 。 ( 長谷川哲之助記)
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どしどし投稿下さい。テーマ自由。掲臓の分

ｋ は 粗品史上 。 Ｖ 月り ｉｾｾ 吊入のハガキか ｬｊ 製ハ

ガキをと1司1m下 さい。

な * *  

口 スチールサ ッシュの保全口

乙の 10年程前までの RC建造物は，

すべて窓はスチー J レサ ッシュが使用

されている。最近それ らの建物で，

ふと私の般にとまったものがある。

それは外でもない。スチールサ ッゾ

ュの枠や扉が，紙よりも務くなっ

て ， ボロボロにｾ ，Ｇｩ ひ、ている乙となり

である。 一・見 して怨むけのするよう

に，ぞっとしたわけ である。普段か

らあまり人の l肢につきにくい ， Ｑｾ Ｑ￭ 段

室や手洗室な と. が乙と !ζ 多いように

見受けられた。

乙れら( 1. ) 針j ひん( 1. ) 極端にひといと

ころでは，ゆびで;1蚤く触れで も，み

じめ IC剥浴して しまい，中には，よ

くとんな状態で持ち 乙たえていると

傑然とさせられて，身の毛もよだつ

ようなひどいのも発見したので£

‘ る。

とと !ζ ， 口)¥': のまったくあ た らな

い9] 物の哀{ I l i J，北而した側や入隅 に

当る場所がまず最初に犯さ れ て い

る。 何 しろ 30年内外も経っているの

に，工事完成後ただの一度 も手入れ

をした形跡がなく ， 口の当らぬ場所

で，30年以上も風雨にさらされてお

れば，いくら永久的な建築物でも，

たまったものではない。

R s 物の所有と; は乙のような/uζ(

まったく 1!! t芯滋で，ペンキが))¥i J(:fて

いようが， ｭｾ｀ ，Ｇｉ ができて扉が ， がた

がたになっておろうと ，そんな紛1か

い点まで神経をもt ! う人は，至って少

ないのが'，:;¥'，i:ft となっている。

76 

あまり厚くもない欽板応対し，7 . k

は' ，y，' iζ 欽を錆させようと 働き かけて

いる。年数は知らぬまに過ぎ去って

ゆく 。それにもかかわらず，何 らの

手当もしないで，ほった らかしにし

ておかれては，当然起り得 る 乙 の

勺肉蝕ミを 日頃心得ておいて，せめ

てペン キの塗替を 3 - 4 年お きにや

らなければ，建物がかわいそうでは

ないでしょうか。

系人の人たちはそんな乙 とにはお

かまいなしで，ほったらかしになり

がちゆえ，すごく 痛んでから気のつ

いたl侍は，もう手おくれで大修理を

しなければならない羽 目 κ 到 達 す

る。そ乙で，乙れが対策としては，

泌物を竹: ml する施主O!l Jの人 lζ も，外

部のスチー J レサッシュ類は，必ず何

年目ごとに，ペンキの塗替えをされ

るよう ，P  R をする義務がわれわれ

にあると) 5 ' えるのである。

) . i Dl 設業者としても ，いさ さか

而倒ではあろうが，己が建設をした

9] 物は . いつまでも得意先の使: 直・を

図って ，)I tl JUJ的lζ ，Ji閉 したり ，見廻

りをむ乙な「て，スチ ーノレサッシュ

の保護について，ご注意を 申 し上げ

るといったサ ービ スを図 ってもらい

たいものである。

万が一にも ，乙の鈎ぐされしたま

ま放置してお いて，たまたま 何かの

拍子で，飛来沼下でもしたりして，

災害を発生したら ，とんでも111¥い乙

とになる。

最後 にスチールサッ シュの腕触の

最も多く発生する場所は，建物の裏

側IJ の入隅や，左右両 {Ili Jの隣家と の吹

い ｪｦｦｩ ｾ に当 而 する 所， ;11:而の年!日jを

iffi じて? ? ; に涼気が多分にある所など

があげられる 。特 lζ 手洗化粧室や階

段室など，比較的気の付 きにくい所

が，やられている場合が多く 見受け

られる ωで，m定所有者もわれわれ

も，スチー J レサッ シュの保護 とI ｾ 民

会対策 lζ 深い関心を払うよう切'J :v.す

る次第であります。

京 都 市 株 式 会 社 山 下組

相沢喜久太郎

?な * カ

日新 潟 地震 に 学ぼう 口

傾斜した鉄筋コンクリート造のア

ノマート。転倒した鉄筋コンクリート

迭のＡ尽 ｉｴｾ［ ア パー ト。 将 ｦｊ ｴ 倒 しのよう

に落ちた橋。新潟地震の特集号を ，'1¥

して，構造力学的に，法律的 l乙分析

して徹底的 !ζ 原因を究めて今後の参

考になるよう K 解説して下 さいませ

んか。

ぐん と私達，建築家の力も向上する

と思いま す。そ れが被害をうけられ

た方のはなむけ lζ もなると思います

が一。

大分市中向丙二丁目 41昨12号

株 式 会 制 佐 伯迎投 矢野善次郎

1令 官1{ t< 

口 まだ残る差別 口

!ffr IHl を見て も大人の人と話しをし

ても，荘、迷工高生が Ｎ ｾ気 になるの

は，やはり大学生と工高生の差別の

ととです。私達，工高正 ｴ ｾ お科 ｩζ 在学

中の者は，みな「我ら工高生」とプ

ライド をも っていま す。みなファイ

トでは負けない仲です。 r の差別は

一生ついて まわると とですが人間関

係においてもつめ たいパ ウンダ リ，

ライ ンを生じるのではないのでしょ

うか。 高校卒 の者でも見るべき と乙

ろはあると思うのです。会中1:の方々

そして，また一般の方，みなさん，

一度工1・剣 に考一えてい ただきたいので

す。乙れは我等工高生の闘いでもあ

るのです。

神戸市兵J i l1区荒岡町 2 丁目62の 2

県立兵五11工高 森田 茂夫

?を * ｾを

口準 備 す す む 北 京 シ ン ポ ジ ウ ム

参加 ・ 関 西 か ら は 松 井 昭 光 氏

( 日中建築交 流 セ ン タ ー) 口

・J 七京シンポジウムとはー

今年 ( 19641f:.) 8 月22 1:1 から 10 日

間にわたって，世界科学者連盟北京

センターo : tl アジア地域セ ンター) お

よび，中国科学技術協会主催の学術



シンポジウムが北京で聞かれる。

世界科学者述盟とは， !:f l 2 次大戦

終了の翌年 1946年 lζ 故 ジォリオキュ

リ一博士らの提唱で，英，米， ソな

どの科学者団体によって「科学者の

社会的責任」を果し，平和のための

科学を推進する 目的をもって結成 さ

れたもので，現在， 白木を合む数十

カ国の科学者が参加している。 現会

長はノーベソレ物理学賞を受けたパウ

エノレ博士( 英) である。乙の主li 盟の地

域センタ ーは， ロン ドン，ニューデ

リー，プラハにあ り，1962年からは

東ア地域センタ ーが北京 lζ 設置さ れ

たものである。

1963年 9 月，北京センタ 一成立を

機会 lζ ，アジア，アフリカ，ラテン

アメ リカ ，大洋州 4 大|密の22カ国の

科学者が北京 iζ 集り ，シンポジウム

ω準備会議を|潤いた。そ乙で採択さ

れたコミュニケは，今回の北京シン

ポジウムの 日程，主催者，用語を決

めるとともに，シンポジ ウムの主題

は「民族独立をかちとり擁護し，

民族の経済と文化を発展させ，人民

の生活を改善 し高めると とに関連す

る科学上の諸問題」である ζ とを明

らかにした。乙の乙とは，乙の原則

IC賛同するすべての科学 者 は 参 加

資格をもち，他のいかなる資格一身

分，地位をも必豆ーとしない乙とを怠

lJ;j とする。そしてシンポジウムはあく

までも，学術会議であるという 性

絡，目的をもち，何 らかの政治的性

質をもっテー 7 のとりあげ，決議，

声明なと‘ の活動は一切おζ なわない

乙とになっている。

シン ポジウムは，アジア，アフリ

カ， ラテンア メリカ地域の科学文化

の立ちおく れの板源で何であるかを

明らかにし，科学を民衆κ 奉仕 させ

る道を見出すためにあるといえよ

つ。

. わが国での動向一

昨年 8 月北京シンポジ ウムの企画

をききった えたわが国の世界科学者

述盟の メンバ ーにより，早速準備会

がつくられ 9 月の北京における会

合に代表を派ifi するとともに，日本 1<: ，乙の結果は 6 月27 日の京 J沼地区

連絡協議会( 日述協) を設立し，参 参加者シンポジ ウム に発表された。

加者，論文提出を一般に呼びかけて 乙乙では各専門分野閣の活発な%: ' ; 見

きた。現在各専門別の論文は百余， 交流がお乙なわれ，新しい科学巡動

参加決定者は全線で50名に達してい の大きな前進の芽がや11ぴはじめたこ

る。 とが，出席者の間で確認された。

建築分野にあっ ては，日述協の呼 日中E主築交流セ ンタ ーでは， 乙れ

びかけを聞いて，日中建築交流セン らカンパ活動，報告会をiill じて，北

ター( 事務局関西，理事長西 山 卯 京シンポジ ウムの主 旨の一般的理解

三) がw介の労をとり ，学会，協会 をひろげるとともに，建築分野の交

士会などわが国の著名な建築関係諸 流をすすめるため，会員の機大をは

団体に北京シンポジ ウムのための準 かっている。

例会設立を呼びかけたアッピーノレを 必井氏の訪中を機 lζ して，乙れま

送った。そのうち参加の表明があっ での数年間の文献交流，その他の機

たのは，全日 木建築士会，新建築家 会をフノレκ 利用 した人的交流の諮新

集団 ( NA C) ，ポ ドコ，建築位代， の上1[ ，さらに学術，技術の交流の

土木学会関西支部などであり ，打合 新局面の展開が考えら れようとして

せ会に欠席の返事のあっ たのは，日 いる。

本建築士会連合会( 会長石井桂) の ・北京シンポジ ウムの成功は，アジ

みで他の諸団体からは何 らの応答も ァ，アフ リカ， ラテンア メリカなど

得られなかっ た。以上の結果，参加 の民族の述たい IC大きな成巣をも た

希望各団体の数回の会合，連絡の上 らすだけでなく ，日中両国民の友好

関西からは 日中建築交流セ ンタ ーよ を回復する 上での効果もはかり知れ

り松井i昭光氏 ( 日本建築協会「建築 ぬものがある 。東京では80万人，関

と社会」誌編集人) および，関東か 西では百数十万人もの参観者のあつ

らは全 日本建築士会より徳永勇雌氏 た中国経済貿易展でもみられる よう

(明大教綬) が代表として決定 され に，急速に発展しつつある 川むの若

た。 い民族の将来を考えると ，今 日の口

提出論文はつぎのごとくになって 中関係が如何に不合理で古くさいも

いる。 のであるかがわかる。

? を松井 lP，i光 : 日木の主主設産業とその 建築のデサイン観，生産技術， さ

矛盾 らには，建築史の分野での新 らしい

ｫｬＡｾＱ ［Ｗ ￌ＼Ｎｩｊｪ ｴ ｪｦ ｾ＠ : 砧設の機械化と労働災 日中交流をつくり /J'，昔ーには，まず，

守 ICあらわれた日 木的 乙の北京シンポジウムに代表を送り

特徴 成功 させると とである。ときあたか

カ西山卯三 . 小住宅の型註|匝i も，中国経済貿易展 [ζ 団員として来

大石原正 雌・工 場ｾ 築 の 換 気設計 日した顧啓洪氏より 中国主主築学会よ

. 日中建築交流センタ ー に お い て り臼木建築学会への招問状もあった

は，松井氏の派治決定とと もに，波 と聞 くだけに，日中間lζ 新しい潮流

航費カ ンパ活動，提出論文の報告会 の満ちつつあるのを誰しも感じない

を開き，着 々と畿備をすすめてき わけにはゆかないのでτある。

た。 6 月末現在，カンパは， 目標の また，乙の北京シンポジ ウムは，

6096を突破した。 また 6 月26日，大 アジア ，アフ リカ， ラテンアメ リカ

阪において日中建築交流センタ ーに 大洋 州 の ＴＶ カ国 の 新興 ｾｴｩ 民 族の 科 学

おける ，松井氏論文報告 会 が 開 か 者が一堂 lζ 会してのはじめての国際

れ，発表の方法，分析をはじめ，む 会議である点において，世界の科学

すびの将来展望について，会員の間 史上， 画期的な乙と で，その成果が

で討論が活発にお乙なわれた。 さら 期待されている。( 京大 三村浩史)
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第 1 闘実務に直結した新企画の説明会・説明要旨

サーモコン建築について

日木 サ ーモコ ン 株式 会 ｾｉ

常務取締役 加 藤 幸 雄

1  .  サーモコンの性質

サーモコ ンは気泡コンクリート の 1和 である。 骨材 を

使用しな いで，セ メ ン ト ( 1596以内でフライ アッ シュを

代替しで もよしリ と; ]<I C ，独特の発泡剤を加えて況縦 し

て作 られ る。30分から 1 時間の経過 とJ l<にヲ針白剤lによる

化学反応、でスラ リー 中にカス が小 さい気泡 と な っ て 先

生，成長し，スラリー は 2 倍強の' ?i ' Wにj膨l医して断次itt

結， 硬化する。 気泡の大 きさは従 1 mm内外であって，

無数の気泡が全体にほぼ均 ーに行 きわた り包符される。

気泡は 全 Ｇｦ 予約 の 約 ＵＵ Ｅ を 占 める。 セ メン ト却 は ｬ 膨 ｉ ｬｬ ｾ を終

ったサー モコン 1 m
3
中!こ 600kg以上 と定められている。

ｬ ［ Ｎｾ な 材 料特性 は次 表 のとおりであるが ｪ 並［市 のコン

ク リート と較べて比屯が約 3 分の 1 ，11:紛強度が約 4 分

の Ｑ ， ヤ ンク 係 数 が 約 ＱＰ 分 ω Ｑ であること ， 士ｾ｜Ｈ え 得率 が

約 8 分の 1 であること などが大 きい特徴である。

材 料 特 性

¥iJ!i l立 O.  ＷＵ ｾ ＰＮＹＰｧ Ｏ ｣ｭＢ＠ 何事記

ー 一 一

圧 縮 強 度 ＴＰ ｾ ＵＵｫｧ Ｏ ｣ｭ Ｇ＠ 4 j¥'j 

付 才f 強 度 Ｘ ｾ ＱＰｫｧ Ｏ ｣ ｭ Ｇ＠ Il i四

十 ｊ グ 係ｾ t . u- 2.5λ j u' : kgi L: 111含

41¥1 

熱 伝 導 部 0.16- 0. 18Kca I/ mh
o

c  
句t乾

吸 水 中 1O- 14
0

j v !  
部分泌がli1ょ24111i1:日

0. 3596 (3011) 

}r" 1側 ( 一 間 後)乾娘 収総司4 0. 40，百 (ω 円)

Ｐ ＮＴ Ｐ ｾ 百 Ｈ ＹＰ ｆｉ Ｉ

2.  サーモコンの用途

サーモコンの ・般用途は，現場打込 みブi 式により !tt 物

の梢造体を梢成する乙とである。 納治体!土 3 1桝ill までな

らば ｬｬ ， ｾ 式 桝造 で 可能 であり ， 胞 て も ｮｴｩ Ｑｬ￭ である。鉄 筋 コ

ンク リー ト 造 の 椛造 原 ｅ 里 に 準 じて骨 ［討 を＼ｩｚｾ Ｑｬ (従 3 .2 mm- '

ＵＮＰ ｭ ｭ の鉄線を 用 いた ＱＰ｣ ｭ ｩ ｅ ブ ｾＧ ｊ 杉網 日 のものが際 司 たＩで

補強 し，収体，手ヰ|仰木，屋 恨 スラブなどを .{本式に JT I:: .

lずる。

大4長問ωd濯物 や，高)1'l i O) ル，;0 'よ，'iei 品Ilを鋭、 竹 川 浩 と

し， 乙れを サーモコンで包めば悩1110) 耐火村l 法 となり ，

Ｑ ，，ｪ ｉｬ ｾ ｦ ｉｃ ｾ Ｇ ｩ｣ｊＧ か ｉ ｖｪ ｾ ｲＧｩ さ れ る。 ｾ やス＿ブは ａ Ｚ ， ｾよ ｾｉｉ［ 造 ω 以介

とInJA，'f{で，会WiJ1f 体をー{本式に J"I 上げることができる。

そω他， '1笠さや，断熱性を不IJ して シングーコンクリ ー

l 代りに， あるいは断熱j凶ω形成に収切れ込み ) j 式で(<)!

JTJ される。
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. サーモコ ンのl析而 (実大)

3 施 工 法

建築現切でゼ ネレー ターと称する 独特の波紋l幾を使用

してサー モ コンを混線する。調合は標準セ. ネ レー ター 1

. ゼヰレ ーターと 工事巾の正II物

パ ッチ( J lidl 以後でO. ＵＵ ｾ Ｐ Ｎ＠ 57m
3
) につき ，通常， ボル ト

ラン ドセメ ン 1. 300kg， フライア y ンュ40kg，;]< 151 l と

し， 乙れに X ， Y  Z とfiJ、する 3 mv) 楽斉IJ O) 定ii がJmえ

られる。 i民事uは 1 バ ッチ約 3 分間 で終 り，ただちにス ラ

リーがホースを通して)1: 送 され，あらかじめ組込 まれた

7型枠内へ順次打込まれる。型枠はサーモコン 構法に独特

の枝裕寸) Hf からなる耐1]<ベニ ヤ合板製のものが佼月] さ

れる。 以月｝ とスラブ 周 Ａこ 大 日 ｉｊ されるが ， ｾ用 は 師 が ＳＰ｣ｭ

60c m， 120c mω 3  fli: が燃後. 高 さは 2. 40mが標準であ り

スラブf f J は30c m，60c m， 120c mの組合せである。乙 れ ら

の型枠のk: ll¥'f. てと 解体はお脱式金物 で簡単 に 行 な われ

る。 補強筋 としての 前後金 者 ｾｬｉ ま ｊ 巴件 の品 ｉ ｬ ｟ ｜ Ｇ Ｈ Ｎ てと 同 ｈ 与 に 組

込 まれ る。

tl 込みブi としては，肢の協合は 1 1変の高 さが!阪l医後で

4 5  cm までにとどまる程度に打込み， ある程度問 まった

. 7 . ラプへのtr込み



のをみてその上の段を打込んで行 くようにする。したが

って壁の頂部までは普通 5 - 6 段の打込みを裂する。ス

ラブ の場合は述統的 lζ 打込み，膨11l i ( させなが ら所2 t の以

さにおさ まるように上回をすきなるす。

型枠の除去は，打込み後互不ては翌 1 I二l をおいて，冬

不でも翌 2 1 1をお いて行 なっ てよいの

4 設 計 法

ｾ式構造 で ｾ物 の 構造体 を形 成 する 場合 ， 構造 ，没， ｩｪ に

ついては公泌さ れてい る段式サー モコン 造設:ij :lt lJi ( 19 

62) による乙とをEEーする。 |桝数は 3 1終処以下とし，耐ノJ

墜の配置の仕方，壁厚，Eモfil の最小限などが規定 されて

おり ，許容応) ] 度，配筋方法，ｾ 巨 や渓の 構造 Ｚ ｩｪ ・ ｽ［ｴ カ法 な

とが 定 められている。Ｈ ｾＩ弘 スラブ ｬ 立は普通 ＱＵＭＲＰ

c m) 。ま た基礎は鉄筋コ ンク リート造の布滋泌をs没ける

乙とになっ てい る。詳しくは 上 記の設 ， ｩｪ ・， ｴｓ ｊｦｬ を参 ｊＧＮＨｾ さ れ

たし〉。

胞工上の必安から基本設;; 1に求められるサーモコン造

ｾ Ｑｴ 特 の 裂件 は ，型枠 の ｋＱ Ａ 準寸法 との 関係 でム ｬｩｬ 日， ｈ ｔｉｬｬｩ・ では

30c mをモデ ュ- ) レとするととである。すなわちサーモコ

ン 造 の 耐力ｾｾ で Ｑｭ まれる 各 区 画 の 寸法 は ， 対JI'J する耐ノJ

ｾ の 心々距離 を ＳＰ｣ｭ の ｦｾ｜ 数 にする乙とを ｴＺ する。［ 止 Ｚ ｩｪ 例

と して次図 lこ示したとおりであるが，gt 厚が20c mO) とき

は乙の原日IJ j盈りと し 壁) 立が 17c mまたは15c mのときは ，

壁心開距離を 30c mのlff 数から 3 c m引きま たは 5 c m'JI き

とする。耐ノ'J l1t. の処i五紛が他の区画を陥切 るときは，そ

の延k 線上 IC も耐) ] 肢が夫ィrするものと与えて寸法をき

める。 建物 のＺｉｦｦｩ 直方向 の ｊ 法 につ い ては ，天 Ｑ Ｑ ・ ｾＺＵ (Wス

ラブ上回から上|併の! よスラ ブ下回 までの高 さ) を 2 . 4 0 m

とする。 ただし40c mをモデュ ールとして lq くするができ

る。

架構式椛迭の欽什 サーモコノ造の込if守は，サーモコン

迭 である た めの 特別 の 椛 ｪ ｊＧ ｗ ｾ 定 は 定 められて い ないか

る ， 鉄 骨造 としてのー 般柿ｊＺ￭ｬ￮ 設 計ブ Ｇｉ ｾ ｈ こし た がえばよ

い。 型 ｴ ｬ，ｾ と の ｼ 苅 係 も 墜式 Ｎ ｴ｢Ｑ 造 の ｚｊ ｦ 干 におおむね 准 ずる。

. サーモコン i1t のJ U司住宅

日 本 サ ー モ コ ン 株 式 会 社

本 社 取 京 都千代国区大手a t T l - 4 ( 大手町ピル 6 階)

沼稲 (201) 7561 ( 代長)

大 阪 出 猿 所 大 阪 市北区仲j 問 1 ; 11地( 大阪神 ピル 7 階)

m話 (312) 1422 ( 代長)

ｾＺ ， Ｇで Ｑ ・ ＱＲ Ｐ ｣ ｉｉｉ の と占

5 結 び

サーモコンの技術は 195Mドにアメ リカ から導入 され，

4主投1 i 建築研究所の耐震試験をはじめ と して，口 本住宅

公団，東京工業大学，明治大学工学部などに よ る 諸 試

験，諸研究の成果がとり 入れ られて，わが国のtl 築事i>t，'; '

!こ迎合する よう材料，構法共 {ζ 幾多の改良 が 1JI I えら れ

た。

耐火性については ， サーモコン 造 の ｉ ｾ ミおよび 壁 Ａま 耐火

構造 として姶設行の泌定を受け 2 耐第 10 号として公示

されている。

主t物が怪い乙とは Wl ，1虫荷E を合めて，同型の鉄il":;コ

ンク リ ー ト造 の ｾ物 の ＵＰＭＶ Ｐ ＹＰＩ ， 基1従ω造成を有利 に

すると J 七!こ ，ｊ 也反 Ｉ ＩＧ を 怪 ｩ ｾｾ しその影 響 を少な か ら しめる

平1].0，尽をもっ。

材料の吃燥収納の大 きい乙とは欠点、であるが，ｾ会接金

制 て Ｇ ｪ ｻＧｊ Ｉｪｾ さ れて ｦｕ 裂 が 友 ｬ 国 に 制 ＱＱ 分 さ れ る乙と と ， 収縮 の

先生，Iぷjえが比較的早期lにおわる乙 となどに よ り，f上上

施工後に は先づ実主を成 さな い。

flli 強筋の耐久性につ いて も，サーモコンは 普通のコン

クリー トIC: 比 して セメ ン トの使用品がかなり多いため，

アル カリ性が民J9lf臼] 保持 されて鈎が発生 しにく いζ とが

他めら れている。

最 後に 桃造体ｊＧｊ ｦｴ が ｉ 断熱性 Ｑｪ ｾｏＩ ＮＧｾλ にお いて まさるＨ 壁

ス ラフソ七 Ａζ 熱口説 ｈ ｾ てー ＰＮＷ｟Ｐ Ｎ Ｙｋ｣ｯ ｬ Ｏ ｭ Ｒ ｨ 。のこと は ，大

き い特徴 と い える。そ ω ぷ ｬ 沫 にお いてサー モ コ ン はｽ，ｾ［ f主

用の止t物などには， とくに過する 材料であり ，構造法で

あるといえよう。

名古屋出5ht fr 名占包i I i 申区上園町4- 8(不動産ピル)

日本セ 〆ント K. K.内 m話 (20) 4541 ( 代表)

札脱出 5J- li fr 私製iljjt 2条iJ!i 4丁目 〈北ffij 迫 ヒ勺レ ) 、

日本 セメント K. K 内 f立高 ( 2 ). 7141 ( 代表}

仙 台 出 引 所 仙台 01; 北 6 il1丁66勝村建設K. K. m北支広内

電話 (34) 1  4 8  1  ｾ＠ 2  
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第 1 回実務に直結した新企画の説明会眉説明要旨

石川播磨重工業の地下駐車装置に

ついて

石川偽情府軍工業株式会副保司自j也知織械部

海野完男 ・滝川 博

当社は造船会社として多く の実紋を持 っていると同時

lζ 陸上機械メーカーとして も，明治，大正， 昭和の 3 代

にわたり数多 くの機種の開発を豆ねており，とく に運搬

機械については， クレーンのみでも 8.000 台の製作実絞

を有しております。それなどの総合力で創造しま した駐

車装置 も数極ーの機種を開発販売 しております。今回は食

会の機関誌に，地下駐車場としての機械式駐車設備の概

要を披露させていただくよい機会を得 ま して 乙 れ の 構

造，利点を簡単 lζ 述べて，各位の乙、批判を得たいと存 じ

ま す 。中小 規 模 の ビ、 ｊ レ建設 の 場合 の 駐車場 ｾｈ ￬￥ 義務 を も

っと も合理的 lζ 解決するには，と くに有効であり ，ど参

考 lζ 供 されれば幸甚です。先づメリーゴーランド型式を

地下に埋め込む型式のもののZ ，W 型の 2 積類 (第 1 図)

について述べます。

.z型 ・W 型 タワ ーパーキング

普通型タワ ーパーキングがケージの中央部を吊り，車

の出入は最下部のみであるのに対し本形式では， タワー

中間部でも車を出入庫で きる構造です。したがっ て，地

下部分も駐車スペ ースとして使用できます し 建 物に組

み込み各階lζ 車を送り 込む乙 とが可能です。

Z 型はケージの上辺対角を吊る桃造 と し，W型はケ ー

ジの中央部を吊る乙とは普通型と問機ですが吊り下げ リ

ンクの腕を長くして，チェンがケ ージの入口 にかから r

いようにしたものです。

Z 型は間口 が狭くすむかわりに片 sllj のケ ージからしか

山入できません。 W 型は関口 は多少広くなりますが，同

1 1槍にならんだ 2 つの ケー ジの両方に出入 りできるのが

大きな特長です。

乙の型式で，地下 ・地上あわせ 40 台まで駐車 可 能で

Z 型 タ ワ ー パ ー キ ン ク

• m 1 図

す。

つぎに格納の際 1階駐車場出入口 に自動車を入れる だ

けで後は機械により地下駐車装置 に送 り込み，出庫のl時

は I 階 自動車采入口 のJ可i釦を押すだけで 11踏出入口 K 車

が出てく る。

. U  D 型コ ンベイ ・ノマーキン グ

乙の型式は，ｴｦ ｾ＠ 2 図のよう に地下 K 横 2 段 lζ 駐車 させ

るもので各寸法は建築上からみると多少大きめですが，

狭い場所に効率よく 絡納できます。乙の外』ζ 地下の平面

を 2 段に利用 できるリフ トパーキング( 第 3 区1) もど参

考になるものと思います。

以上それぞれは数件の受誌実絞をみており ど好評を得

ております。乙 れ らの機械方式を採用 しますと ，車 1 台

当りの駐車スペ ースは約 5 坪で従来の平面式の 3 分の l

ですみます。設備11も駐車台数により多少上下はありま

すが，いずれの型式 も車 1 台当 り約 100 万円で簡単な:d

:H人 U は ， 、 不 ル ド ア ー

ー1. 900
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算でも下記のように，期車台数 1 台当り建設資金は平而

式の 3 分の 2 ですみます。

A 平面式， 平商船( 1 台当) 15坪 X 20万円(: I: ' y. 当) = 300万円

B 機械式{平面積い台当) 5 坪 X 20万円( 坪当) = 100万円

l機械代 1台当り 100万円

200万円

加えて駐車場としてのスペースが自走式の 3 分の 1 です

むという乙とは貸室面積が広くなり ，ビソレ経営の大きな

利点と なります。また平面地下駐車場の計画を機械式 lζ

変える乙とにより場合1 ( . よっては，地下 1階の掘り下げ

を止める乙とも可能となります。

乙のよう lζ 大きな利点と比例し機械の保守管理が難点

となりますが，当社は永い経験にまく設計的良心により

充分その難点を補っております。

以 上 おん誌のご指示にしたがい地下駐車設ｾＱｉｉ Ｑζ 限定 し

て概要を述べましたが， ζ の外にも各種機械設備を開発

しておりますのでど問合せ願いたくお願いいたします。

.第3図 リフトパ ー キングの ｩｾ Ｎｉｖｊ

E れは簡但! な 2 段式駐車設 備です。

耶 1 台を熔載 す るパレットを上下 きせ

る機械で u正となっており . 1 ;M; とと

Icffi 動機を 備 えています。 ζ の形式は

地下駐車場 l己最適です。 ζ の場合ポス

トは擦のI期比 たてます。

単 位 (m m)

型 式 | 寸 法

| A  I  B  I  P  I  H  

M型 15. 0∞12.α 沿I 850 I  3. 700 

ゴー ジャ スに， 阜く ，割安に /

口

新感覚の多彩京壁塗料サ ンテックス

耳l腿 ペイン株式会社大阪工場生産部

生産第 l 波長 藤 村 宏

日本独自 の建築機式の中』ζ 生きている京Eまはま乙とに

優現i な味わいがあります。乙の風殺な伝統を洗練された

近代ビ ノレデ、イングの 内部に持ち ζ んだのが当社の 「サン

テックス」です。 i サンテ ックス J をど紹介するの に従

来の壁用特殊塗料と比較しつつと説明いたします。

1  ) 従来にみられない立体感がある。従来品は皇室 lζ 塗

装した場合どうしても壁面の凹凸がでやすく，入念な下

地ごしらえが必要です。しかし 「サンテ ックス」は立体

的な塗膜て、充分下地の凹凸をかくします。また表部の凹

::1によって音の反響を緩和し消音効果を示します。

2  ) 完全なエマルシ ョン型である。従来品の中には)J<

を使用できないものも合まれていましたが「サンテック

ス」ではアク リj レ樹脂エマルシヨンの中 lζ プラスチ ック

粒子を分散させたため， 完全な7}く系 といえます。

ζ のため取り扱いは容易で，引火性もなく，乾燥塗映は

難燃f生です。

3  ) 補修塗がいちじるしく容易になった。従来品は一

部のJ員協でも全面を塗り替える必裂があり ，補修塗が困

難でありました。 i サンテックス J では刷毛などで容易

lζ 補修塗ができるため，予定面 i債と実面積はほとんど変

らず，従来品より少量で塗装できます。

4  ) 安定性が良好にな った。従来品は安定性が悪いた

め，工事の残材はケ、ノレ化する。あるいは 同 じ模様ができ

にくいため， 一括多量の余分をみて購入する必要があり

ました。また二液型になって使用に先き立ち混合しなけ

ればならないものもあります。 i サンテックス」はi況調

会の上， 貯蔵安定性がよく ，分離沈澱ケツレ化の恐れはあ

りません。

5 ) 取り扱いが極めて簡便。特殊な塗装技術を裂した

従来品に比べて非常 』ζ 塗り やすく ，施工者の身 になって

考えた塗料であります。

以上のどとき従来の市場品にな い後れた特徴をもっ

「サンテ ックス 」はヒソレの会議室，エレベーターホー

ノレ，ロビ ー，ホテル，料卒， I喫茶などそのデラックスな

多彩効* と l政音効果を遺憾なく発揮する乙とを待 ち望ん

でおります。

またオ リンピックを俊えて突貫工事にも好適です。例

えば合板の 仕上塗 りに使うと 作業も ，簡単に，早くでき

しかも! 土上回はとても合板とは思えぬ豪華さです。簡単

lζ 用途をまとめますとつぎのとおりであります。

イ) 壁面内外部セメン卜 ，モルタノレ，プラスター i1iiの

美装仕上げ。

ロ) 石' 民ボート¥スレート，プレキシフソレボードなど

の仕上げ。

ハ) ベニヤ，ハードボート ，ノf ーチク J レボードなどの

仕上げ。

を世 淡 仕 級

ベ食料名ト恒例

1  1'l!Hl L S シーラ
。- 1

TfJ JTjシ
6 - 9  rk  

15- 30分 1-211者11日

2 時IUI

J ナー m
2
f k g  以上

2 、V コ ー ト E I応必2じQIC 水
l .4~1k.g  6  

11時間 2-311在1m

51時間

m
2

f  以上

3  ウオ J レテアクス白 。- 1 水 61~n12/1  t  15- 30分 1- 21時間
3 時以間上

4 サ ン テ ツ ヲ ス 2  水
2~23 /  1時間 3時 間

24時間

m </  t  以上
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用途 : 家只，テーフツレ， カウ ンタ ー

特徴 Ｚ 繊維メーカーの鋭れた色彩 ・ ＱＲ ほＡ必党を生かした ｩｾｦｲ Ｎｴｦｲ ｴ ｩ 最， ｬｨ 級メラ ミン

化粧板です。

価絡 ・規絡 3 X  6 ・ー・・ rt . 909mm.  

4  x  8 ・…・ rlJ ・1212mm.

4  X  9 ・・… rt • 1212mm.  

長さ ・18 18 mm. ) 亨さ ・1. 6mm 2 ，520円

長さ ・2424mm. J'j!. さ ・1. 6 mm 4 ，480PJ  

長さ ・2727mm. )享 さ ・1. 6mm 5 ，0401' J  

(  1 )  .... ..JA;.  ｾ＠ ( j' 年j湿の汚れ)

( 2 ) ・0 ・0 ・・テーブ ノレ，その他あらゆる総具の下入れに

( 3  ) ・・… よごれのはげしい所 lこ

(  4  ) ー… 歩 きながら靴の汚れ，ホコリ がとれる

特徴 . ダスキンは布に処裂されたクスリがほ ζ りを取る世界でー番新 らしいお

MI徐の方法です。7 l < やノイケツを佼わず汚れた布はク リー ニングとダスキ

ン加工を したも のと交換 して使用料をいただくレンタ J レシステムです。

用途: 断熱 コンクリート . 1以音断熱モノレタ J レン ( 鐙石))v コヒ

特徴 : i耐火， 断熱. 1以背，結露i抑止

大 ・中 ・小栓)}Jl 絡 ・l付地 l' l 金 色ヒ ノレイシ( ヒJ レコン G

製造 日 宝 姪 石 K K  

本i I 大 阪 市 大 淀 区中j . j t木 通 4 - 35

T  E  L  (371) 4410 ・脱出B5

大阪 di 烈淀川区鐙盟菅原町119

T  E  L  ( 3B1)  3  1  0  1  

大 ・中 ・小松)外国庄内色ヒ J レイシ( ヒルコン S
I l j  

用途: JぷM

セ ブン エー ス

フクピ' 1 (A ) タイル

特徴: f，凶絡低成， 胞工千千弘，夫しい 7 ーフ Iレ色彩，心持良い歩行! 磁製泣。 筒井 ビニー 11. 工業 K K

制 )1: IIi 三 十 八 社 町

阪 J'(:.: K  K 秀 工 社

大 ＱＱ Ｎ ｾ di 1+1 t ( 久友情'il"J 町 2

T E  L (211 )  ＳＵ ｉ ｂＨｾ ・ ＳＴＲＴ 代

2  m/ mJ弘 750- 800- ' PJ / m
2ｾｊ ｬ 絡 ＳＰＳｭ Ｏ ｭ Ｒ •

用途: 和; ' (・室内装用塗材 ( 左官用繊維壁材)

製法 恒 和 化 学 工 業 K K

ｾ， ｬｬ ､ｩ 也市町市 Ｖ Ｍ Ｑ Ｖ

T  E  L  (392) 5  1  2  1  Ｈ ｾ＠ ;  

，合板，化粧板のような断ぎ EIがなく ，繊 維 を ヒMとしてあるた

め，やわらかな 7 ケ リア ノレを持ってい る。

f，lfi 絡 . 小先ftlli 絡300l' J い 袋3. 3m
2
塗)

川i傘 : I付郎m・モルタノレ，γ ラスノー ，枝、 l役，木 i郁Jt(也 ( 金以 lui 以外)

キ ョ ー ダ イ ヤ

(合成樹脂墜吹付材)

特徴 : 多彩色で後維なfJ:上 りl火{、J' でぶ暗11: 上

4 ，0001リ(，Ui 絡 ・脱絡 : 16kg入石il"Ui

用途: ｾｴＺｾｾ り ， 被張り ， 雑張り

特徴 Ｚ シブイ 明 るい色 ｮ ｾｉ ，ｊＮ並区 なｨｬＡ必 ， 部屋 か ｬ リ ｬ る

旭化成アンダリヤ登布

ti. りi す。

95cmll J  1，800 - 3 ， 400l1J  fi Ui絡 2 長|ζ巻

製法: h!! 興 K  K  

1 d 必元高H日商AE，内 外峨物岡武K K

JH.i% :  I型水剤は コン 9 リート ，モルタル. - cメント瓦，プロツヲ ，ァ-;え煉瓦はどの ( j i韮性IW水塗料邦l

制l岨i剤11本仲および金仰とコン世リートの制限! 目仲の保護およびコン合リートの. l - i . - ! o( Wi l[:.

特 徴 ＺＩ担水剤 ｬ よ ￦￟ ｉＱ およ び金 脱 徴 利子が渉必化ザ ｾｉ じをはし防水酪肢を 作 り ， またベイント ｉ ｃ て 白色 が

IJ 由民できま す。制服剤は-c〆 ントの1.11に古まれているアルカリ性分と化学的に変化して古。艇を

形 成す るのでコンクリート 荷 の例 町 ｴ 作 ｊｉｉ は他にみられはい優秀 ｴｪ ｾ 端である。

価総 j豊水ili Jl Bt 入 6，α)() 円 {30-50函即) 釧厳剤 JS t 入 2. 6∞内 (('15ω 面坪)

女製品のnしい内谷は特製造 ・Wi 売会 11 へお問! 1": わせくだ 占L、。

肯 m付のしおり l の則的を日 本題取協会';1'1¥:111 ｲ ｾ 防 のしおり ｊ (，f : へお送りくだ d い。

フジシフカー鑓水剤

フジシフカー剥離斉IJ

思i i 1 : K  K シ フ 力

京昂iifift l区凶九条池ノ 内町 1

T  E  L  (69)3946 ・0346

メ ラ ニ ッ ト

( メラ ミン 化粧仮)

製造 臼 東 紡 績 K K  

人ー阪i /i i Ul買高腿総5- l (s4! 銀 ピル)

T  E  L  (202) J  3  0  1  

用江主 :

1

2

3

4
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キ
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キ
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ス

ス

ス

ス

ダ
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ダ

ダ

製i1t . 販必 K K ず ス キ ン

大 阪 di ).:. ｾｴ 区鐙 崎東遊 Ｒ Ｍ ＶＵ

T E L  (371)  6 0 7 5 - 6  

特徴 クロ

壁

製，a 日 本 壁 材 工 業 K K

大:lxdi 呼!( セt

l
7区反古出戸田IS946

T  E  L (79J ) J 574 ・7776

陣西
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24日 1 時半- 2 1時20分 於会館集会室

出席者 東対日会長，塚本副会長外23:(' ，

談 事 ( 1)  I昭和38年度事業報告示認の件

(  2 )  II i. H1:138年度決算報告示認の件

( 3 )  1I ?:l和39年度収支予算承認の件

| 定 時 評 議 員 会 |

24日 1 1時一 1 時半 於 会館集会室

出 席 者 評 議 員 ， 五 十 嵐，小林正副議長外 18名

委任状出席58:(' ， 合 計78:(' ，

斑!τ n: 東畑，塚本正副会長外 6 理事

談 事 ( 1)  I昭和38年度事業報 告承認の件

( 2  ) 昭和38年度決算報告承認の件

11 日 4 時- 5 時半 於会館; 集会室

出席 者策畑会長 ，塚 本 Ｑｾ Ｇｓ 尾両 副 会長外 Ｖ 理事

山内兵庫支部長，稲荷監事

議 事 ( 1  ) 通常総会開催の件

( 2 ) 定時評議員会開催の件

( 3 ) 第 10回工高生デザインコンクール実施の件

付 〉住宅委員追加委嘱の件

( 5 ) 大|坂建設業協会資材 展後段の件

( 6 ) 中国支部38年度卒業報告，決算報告ならび

に39年度収支予算承認の件

( 7 ) 事務局職員上期11与支給の件

( 8 ) 工高生デザイン コン クーJ レ10周年記念事業

尖胞に関する件

(  9 ) 入退会者不認の 件

( 10) 報告事項

主計理事会

15日 4 時半- 6 時 於会航会議室

出席-( ' i . 問中，村石，菅野各理事

事務局職員上期11与 支給額を宜定

企 画 委 員 会

幹 事 会

4 日 6 時- 8 時 於会館会議室

出 席 者 塚 本 委 員長外 3 I作事

報 ( 6 月 分)

会員の構成内特についての検討な らびに若い会員 !ζ

対 するアン ケー卜案 につき 協議

委 員 会

11 日 6 1時一 7 時半 於 会館会議室

出席者 塚本委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 委員会の検討事項に関する 件

( 2  ) 会員の構成内容に関する説明

( 3 ) 会員の増加策 lζ 関する意 見交換

( 4  ) 若い会員に対しアンケ ー ト発送の件

事 業 委 員 会 |

小委員会 ( 各種説明会)

1 日 正午- 2時 於 会館会議室

出席者 岡本委員外 5 委員

第 1図説明会の実』雀企画について協議

打合会 ( 海外視察団)

3 日 正午ー 11時半 於 会館会議室

出 席 者 矢 野 主 査 申 込 者 3 氏

日本交通公社吉田氏，

申込取1向者ーがあり ，団員少数となったが実施するか

どう かについて意見を交換し 実施する方針でさらに

案 を再検討するととにした。

委 員 会

9 日 5 1時半- 7 1侍 於 会館集会室

出席者 増; l l - ，山本正副委員長外 12委員

議 事 ( 1)  6 月 7 月の事業について

( 2 ) 幹事会の提案事項に関する件

( 3  ) 互の会員懇親会の件

打 合 会 f各種説明会)

11日 正午 2 時 於会館会議室

出 席 者 藤 沢 主 査，畑委員

出議会社石i ! l i ペイント，東邦産業

第 2 図説明会の実胞について打合せ

打 合 会 ( 海外視察)

16日 正午- 2 時 於会館会議室

出席者 矢 野 主 査， 申込者 3 氏

日 本 交 通 公 社 吉 田 氏

少数者による視察団としての実施案について検討

小 委 員 会 (展示会〕

24日 正午- 2 時 於会館会議室
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出 席 者 星 野 主 査 外 4 委員

展示会の企画について協議

小 委 員 会 (各種説明会〉

25日 正午- 2 時 於会館会議室

出 席 者 岡 本 委 員 外 4 委員

説明会の企画について協議

幹 事 会

30日 正午- 2 時 於会館会議室

出 席 者 藤 沢 代 表 幹 事 外 5 幹事

事業の実施 Iζ 際し，その事業担任の委員の取り扱い

方の件IC関 して協議

| 編 集 委 員 会 |

小 委 員 会 (青年建築家選考)

2 日 正午- 2 1時半 於会館会議室

出 席 者 牧 原 委 員 外 5 編集委員

7 月「第 11回青年建築家特集」号掲載者の選考

幹 事 会

10日 3 時- 51時 於会館会議室

出 席 者 片 山 委 員 長 外 2 幹事

10月 「交通施設特集」号企画について協議

委 員 会

12日 4 時- 6 1待 於会館会議室

出 席 者 片 山 委 員 長 外 7 委員

議 事 ( 1)  7 月「第 11回青年建築家特集」号経過報告

( 2 )  8 月 「宅地開発特集」号経過報告

( 3 )  9月「オリンピック競技施設特集」号 lζ つ

いて

( 4 )  10月「交泊施設特集」号の企画審議

( 5 )  11月号特集号と担当幹事

( 6 ) その他

小 委 員 会 ( デザインコンクール)

2 日 正午- 2 時 於会館会議室

出 席 者 清 水 主 査 外 3 委員

審査員 渡辺委員長外 3W査員

第 10回工高生デザイ ンコンク ールの募集規定作成

委 員 会

5 日 5 時半- 7 時 於会館会議室

出 席 者 橋 本，岩下正副委員長外 10委員

議 事 ( 1  ) 工高生デザイ ンコンクー J レ関係、事業につい

て

( 2 ) 現場主任務習会の企画について

( 3  ) 左官工事前習会の企画につ いて

( 4  ) 夏期現場実習指導!}i! 傾の作成につ いて

部 会 (住宅相談所)

3 日 6 1時- 8 時半 於会館集会室

出席者 海上，干ui 水正副委員長外 11委員

住宅相談所開設のための，資料そ の他の準備 につき

他殺打合せ

委 員 会

10日 6 時- 8 1時 於会館集会室

出席者 海上， 福永正副委員長外23委員

議 事 ( 1  ) 委員追加委l腐の件

( 2 ) 住宅相談所開設に関する件

昔日 会 (住宅相談所)

25日 5 11寺半ー 7 11寺 於会館会議室

出 席 者 海上，福永正副委員長外 4 委員

住宅相談所の相談内容を調査分類して検討討議

タ|ぐ特 苛/ "，1， 俣 式 I ! 言支孟
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/ 防火シャγ 9 - 全 般 I ; る元主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 l吉

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 鱈 (34 1) 9  0  0  4 .  9  0  1  6 .  4  8  2  5  

本 社 東 京 都 北 区 田 端 図T 1; 広 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市



法 規 委 員 会

幹 事 会

10日 4 時- 5 時 於会J i g集会室

出 席 者 佐 野，駒正副委員長，近藤委員

建築基準法改正 IC関する要望舎の文案について協議

委 員 会

24日 3 時半- 5 時 於会館会議室

出 席 者 佐 野，駒正副委員長外 13委員

議 事 ( 1  ) 建築基準法改正 lζ 関する要望書審議

( 2 ) 建築士法の改正点 IC関する説明

建 材 委 員 会 |

12日 3 時半- 5 時半 於 会館会議室

出席者岡本，政岡正副委員長外 6 委 員

議 事 1. プレハブ 2 階建住宅を見学して，プレハ ブ住

宅』ζ 対する ;倹汀

出 版 委 員 会

正副委員長会議

17日 3 時一 4 時 於会館会議室

出席者 田中委員長，寺沢，野中副委員長

出版委員会の性格，専門部会の機構について検討

委 員 会

17日 4 時- 6 1時 於会館会議室

出席者 田中委員長外 9 委員

議 事 ( 1  ) 出版委員会の性格について

( 2 ) 本年度の出版計画について

( 3 ) 専門部会の件

近 代 建 築 調 査 委 員 会

16日 3 時- 5 時 於会館会議室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外 9 委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

講

( 2 ) 灯台に関する 資料の紹介

( 3 ) ディテ ール特集 lζ 関する件

習

現場実務講習会

"'"・ーτ E  

第 10回 6 月 4 ， 5 ， 6 ， 8 ， 10， 11日の 6 日間

第 11回 6 月12，13， 15， 17， 18， 19 日の 6 日間

各自 午前 9 時一午後 5 時

会場大阪科学技術センタ - 4 階

i臨 持 者 第 10回 173名

第 11回 189名

4 日，12 日 工事者工から竣功 までの業必総論

大阪府営 繕 課 高 津 啓 二氏

4 日，12 日 材料の検収 とその管理

鴻 i也 組 近 藤 史 郎氏

4 日，12 日 現場 lζ 関する諸法規とその手続

大 成 建 設 支 庖 種 村 恒 夫氏

4 日，12 日 労務管理と安全管理

鹿 島 建 設 支 庖 岸 田 成 計氏

5 日，13日 仮設物と仮設材料

政問土地K .K. 政 岡 基 次氏

5 日，13 日 施 工 計画

大 成 建 設 支 庖 松 岡 照 夫氏

5 日， 13 日 土工事，基礎工事，排水工事

6 日， 15 日

問 中 且 支 庖 渡 辺 勇氏

6 日，15 日 地 下 工 法

竹 中 工 務 底 近 藤 幸雄氏

; i : J71  鉄筋コンクリート工事，鉄 町 事

清 水 建 設 支 活 安 井 猛氏

8 日，17日 積 算 、木工事 、屋根工事 、金属工事 、雑工事

鹿 島 建 設 支 庖 岩 下 久 哉氏

7" orv'7 0} rli "7k 塗 料 /

. 巴エールー セメント ・ぺイシト

ヴ ｾ ｾ Ｎｏ ・、 ，， ｾｾ，，｟

乾 :12;々参 水谷ペイント

制 毛 又 は ス プ レ塗り

安 価 ・ 速

85 



8 日，17 日

ブロック工事，石工事， タイル工事

10日，18 日

ii 木 工 務 応 矢 野 22作氏

10 日，18 日 防水工事，左官工τJ]: ，塗装工事

銭 高 おl 武i係 官必吉氏

11 日，19 日 工事機械と工務只: Mi

大林組織械工羽 依田 淑氏

11 1=1 現場製図

大 林 組 古川 剛夫氏

19 日 現 場 製 図

大 林 組 高 尾 総 之 助氏

11 日， 19 日 設 備 工 事

竹 中 工 務 f，5 玉田 健氏

説 明

「新しいー駐車場設備，塗料，気泡コンクリートー

説明会 J

1・ と き 6 月19 日 2 時- 5 11与

1. と乙ろ 千代田生命ピル 91終ホール

1. 演題と講師

地下駐車場の機械設備について (1決画併用 )

石 川島1番厳重工業K. K

標 準 巡 搬 機 械 部 課 長 海 野 完 男 氏

技 師 滝川 博氏

新感立の多彩京壁塗料「サンテックス J ( スライド

併用)

東亜ペイン 卜K.K 大阪工場生産部

生産第 1 課長 藤 村 宏 氏

気泡コンクリート「サ ーモコン」とその構法

日本サ ーモコン K. K.

常 務 取 締 役 加 藤幸雄氏

1. 聴 衆 130名

1. 協 賛 石 川i;;j i高踏E 工業 K.K.

東亜ペイト K. K

内外パーキング純設K. K

日本サーモコン K. K.

住 宅 相 談 所 の 開 設 |

1. と き 6 月18 日， 19 日 101時- 6 1侍

1.  と乙ろ 大 阪 駅 前 阪 神 百 貨j芦71併特別室

1. 相談受付件数 18 日 250件147<1壮

19日 224件)'" 廿

1. 相 談の内容別

公企業の賃貸，分譲住宅，屯鋭、会祉の分泌住宅，

公庫融資などに関する相談 277件 l

自力建設に関する各種相談 196件 }546件

住宅の維持管理などに関する相談 73件 j

86 

見

ム 同

十

「長居陸上競技場」見学会

設 計 大阪市建築局

胞 工 藤田組大阪支庖

4 日 1  11寺半- 511寺 参加者41 名

「大阪南郵便局」見学会

設A 監理! 大阪郵政局建築郎

施 工 戸田建設K. K.大阪支庖

27日 1 時半- 3 時 参加者20名

後 援 ま た は 協 賛 し た 会 |  

「これからのくらしと住まい，新らしい住宅展」

1. 主 催 毎日新聞社

1  会 期 6 月 2 日ー 7 日

l  会 場 大 阪 梅 田 阪 急 百 貨 庖 新 館 8 階

第 8回 「現代建築シンポジウム」

1  主 催 朝日新聞大| 坂本社

1. 口 H寺 6 月11 日ー 13 1=

l  会 協 がf朝口ビ J レ 朝 日 文化 ホーノレ

×  ×  ×  ×  

×  ×  ×  

×  ×  ×  ×  

l川11川山11山川川11川川川11川川川11川川川111川川11川川川11川川川11山川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川|日川川11川11川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川li川ilii刷ii耐州川ii訓州川11川川11川iiliil川川11川川11川11川川Ii川川川iI川川11川11川11川川l日川川11川11川11川川11川川11川川川111川11川IIlilill川11川11川川11川lill川川11川川川Ii川川iI川11川11 l  

編 集 後 記

国昭利3911:1氏の新しいltJ . l l . ¥委員会( 安貝反，. ， 山光生) が発足しても

う4 カ月がたった。乙の 8 月号が，その政担J の企画であるが，制

ＮｬｬＮ｜ ｊＵｾＱ としては ， ζｅ しばらくは一応前年度の ｨ 針を附Ａ｝ｉしてい

く乙とにはつに。よろしくと指導のほどお願いします。

. さて. ｲ 宅 地 ｄｾｦ￪ｊ 特集をくむ ｉｃ 当って ， 幹事会でｊＱえた乙と

は. 1) 初rli ;t t耐と土地利用. 2 ) 事業の紹介. 3) 民間宅地法

成. 4 ) アンケート，等々であった。 E のうち，アンケートにつ

いては，どういう] 阜のアンケートにするか，いろいろ放射がfごさ

れにが，結局 「地価」の問胞に焦点をしぼったものである。企図

にと協力いに だいた幹事は，高橋久栄( 大阪府住宅側先) .  i!li水

祥二( 大阪府企業向) Ｎ 松本幸溢Ｈ神戸市宅地開発 ｉｾ 良Ｉの各氏

である。まに大阪I(J のよ孔f i - UsI C ｢ｾｭ な示唆をいただいたこと

を姐測します。執官首会i古IC b  1 ' } くお礼申しあげます。

置次号Iま「オリンヒ Y ヲ競技hlli 設特集」の予定である 。

Ｎ 箔ｬｦＮＡ抱刊の総 ｊｈｉ 日光が今般 ，北京科学 ν ンポヨウム Ｑｾｾｪ ｊＱｬのに

め，一カ月p. u，防巾しますので，留守中は編集委貝は じめ各位に

とめいわくをかける乙とと存じますが，よろしくお願いします。
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何回中工業株式会批大阪出張所
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一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 側 を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一一

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 氏 京 町 卿 l 丁 目62 電 話 付41) 代 占2613 .  Ｈ ｾＲ 担 割 Ｓ Ｑ

出 張 所 東 京 郎 北区上十条 1 r 凶10 電 話 (911)  3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町 l 町 6 .;官 話 (54)  0  9  6  6  

神戸市生日l区北長狭通 7 丁目 l の l 屯結 ( 4) 1778 . 4386 

広 島 市 中 町 2 帯 地 内 4 旬 以 ( 2 ) 7 5 7 5 ・ 7 5 8 8

袋詰芸:2 2 設計施工

去を 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 抑 的 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 間T ー ・電話大阪町1 ) 局7575 ( 代表)

京都市: w・山区大和大路正面上ノレ電話京都(5日局4945 ( 代表)

神戸市生回区下山手通六ノー ・電話神戸(4)局 5 8  9  2  

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 旋 工

特許 Y M式ノレーフドレイン製造版元

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 IIIJ 1  1 番 地

電 話 大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

本 庖 東 京 都 中 央 区 新 宮 11可3 丁目 5 番地( 菊栄 ビル)

I  Ｇｾ包括 ＨＵＵ Ｑ Ｉ 7  4  5  0  - 9 番

|  … 金 沢 打 川 町 三 五 憎 い !t (2) 2 0 7 4

…  稲 川 城 山 町 一 o 電 話 術 恥 3 6

i高松山i J M所 高 松 市 二 需 丁 九 11! 18 r(l，松 5 1  9  5  

岡山出世li所 開l山市大供松ノ 木三 八O ノー 電 話 問l 山 7  0  4  7  

冷 暖 房 V  金 属 製主主兵

給排水、衛生水道 ｉｾ＠ 環 境 術生 施 設

電 気 1 =、荷 役 巡 搬 機 械

- ，- ーー可? 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 室 主 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

区北相互 2 T 目 2 2 帯 地 Ｑｴｉ ｾ ｲｩ 大阪 Ｈ Ｒ Ｐ Ｒ Ｉ 代表 Ｓ ＰＷＱ

庖 東 京 都 千 代 闘 区 有 線! mT 1  T.  13 10都 地

出 破 防干 名古島、縮問、札税、広仏、仙台、

閉山、金沢、 静I湖、;¥"1;松、

場鶴見、相縦、六郷、部槻、中山、古賀

市

本

叫

阪

コニ

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 化 ・暖 冷房 設 備

株 式

含市土
西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11 電話大阪⑩ 3531番

L..ーーーーーーーーーーーーー

2  

暖 房 ・ 冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

本 社

支 庖

出張所

...0.. 

ｾ＠

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

東京都千代田区小川町 2 丁目 l 桧 ピ ル (201)7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (74)  1  1  5  8  

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 (97)  1  8  2  0  

福 井 市 宝 永 上 回J I 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 ( 2 )  5  0  9  8  

広 島 市 紙 屋 町 8 (21)  4  5  3  7  

株式会社三 晃 商

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商

会社 大 阪 暖 房 商

取締役 社 長 菅 谷 三 郎

会

ム

云

后

庖

所

張

本

支

出

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目60番 地

電 話 大 阪 ⑪ 大 代 表 8 2 3 1番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・富山 ・金沢 ・福弁

創 業

大正二年

株 式 ::g; 

会 社 帰1

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・給 排 水 ・衛 生

藤 省 三 商 庖

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ビ J レ 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ビ ル 714号

電 話 大 阪 仏43) 3  3  6  1  - 5  

札 幌 広 札幌市北四条西16丁目 l 番地高田屋ビル二階

包 括 札 幌 ② 0 0 10 ・0 9 5 6 . ③ 4 6 6 1  

名 古 屋 広 名古屋市中区南大津通一丁目千代田ヒ、ル522号

電 話 中 局 @1 7 6 6 ⑫ 3  0  4  2  

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 主 佐 坂 通 1 丁 目 14 電話 441- 5171

支 庖 一 東 京 ・大 阪 ・名古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福岡

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 設 備

設 計 施 工

芸言建 材 社

大 阪 支 底

大阪市北 1矢 巾 ノ 均 二 丁 目 ( 新 朝 日 ピ ル 5 附 )

旬 新 大 阪 ⑫ 3 7  2  1  ( 代)

本 社 及 東 京 支 1市 東京I i ' II中央区剣山車内 6 丁 目 3

( 耳切目ビ J レ 8 ｾ符Ｉ

営 鍵 所 名古屋市中区菅原 11fT 2 丁 目

( セ ン タ ー ピ J レ)

連 絡 所 広 島 ・北 陸 ・浜 松
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高 砂 熱 学 工 業 株 示 会 組

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 務 地 ( 新 阪 急 ピ J レ8 階〉

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社 東京都千代田区神間駿河合 4 丁目 2 番 地

空気， Ｉｉ ， ｪ 和装組 、各 ｦＧｅＨ ＧￍｩＧ ｩｾｬ 機

ｾｾ＠ 1，1 ・製 作 . }j Ui 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

大 阪 市 北 区 立 !; } ; 浜通 1 - 2  5  ( 新大ピ J レ)

;li ，: 品大阪 ( 341) 8  3  5  6  

東京都中央区日本防本石町4- 2( ミ，) 1・mて別館)

東 京 ・ 名 市 民 Ｚｉｾ＠ ｉ［ｴ ｾ 所 九州

東 京 都 足 、k 区 下 以 11I IIIT 3  6  0  

L

L

F

J

仇

M

W

ゐ

f

r何

恥

匂

本

支

工

-i、

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

2目

業 社

電話即r 2271 - g ( 代)

東 京 支 社 東 京 都 港 区芝浜必町2ー 7 1宜(431) 7341-5

支 庖北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

エ

大阪市東淀川区1川島町 357

日朝

式

社

株

会
《会

i慶 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 烏 区 上 積 尚 北 二 丁 目 ー 務 地

市 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 蒋

東 京 都 新 宿 区 荒 木 InT 一 九 務 地

電 話 (351) 2  1  7  7  ｾ＠ 8 務

神戸市生悶区下山手通八丁目三三 HI 賠元町0 3035帯

仙 台 市 東 四 番 丁 闘 五 包 括 ②513 6lfi

本

ゐ
一
品

株式会社

庖

本

支

神戸出張所

仙台出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 間 H町30 包 訴 大 附 協 定 叙 ; 70

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内3ー2( 新東京ビ‘ ル)

:zi 話 ( (211) 85 11 ・8 5 6 1 ( 代)

仙 台 支 出 仙 台 市 新 伝 馬 | 町 6 0  

氾 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 11fT 3  - 6  

氾 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京 都 市 中 京 区 間 待 II IS:iill Y  ｾ､ｩ 小路上ノレ
ＱＶ ｦ 活②Ｈ代表 Ｉ ＷＹ ＷＵ ・ Ｈ夜間 ｾｈ ｊＩ ＵＵ ＳＲ
大阪市北区天満稿筋1-37( 天満橋ゴロ古)

'[11 i者 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広間氾話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 ＧｾＱＱＺ＠ II舌 3 6 1 0

14i 繁)11 代表取締役

ネ土

⑨ 

本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

空 気 調 和 設 備

施

衛 生

設

給 水

社

A

Q

一

A

計

業 株 式

平

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

'，[ ; : 話大阪 (441)代 1 9  9  4  (443) 代 0 3 3 1

| ⑤ ) 時 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 !IIJ 50 

大飯事業本部 沼 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東京事業本部 東 京 都 新 宿 ー 区- - Ｎ米 白町 ｊｾ
電話 (341)7171- 5 .1622. 1624. 5315

名 古 屋 市 中 区 域 代 阿 7

電 話 (23) 4 6 9 0 ・3 5 2 0

京 滋、 下 関 、 新 潟 、金 沢

エ山平

ム

ロ

小山平取締役社長

名古屋事業本部

名 事 業 部

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 緩 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

ｾ Ｍ 'l 

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大 ビル)

ilt 大 阪 代 ⑪ 8 6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

1国 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大同ビル)

' 必 東 京 代 (501) 3  1  5  G 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 | 潤

3  

理 研

大阪営業所

本社 ・分室

所

本社・工場

業営

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・21 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本
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電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 野 崎 町J 六 九

電 話 ・大 阪 ⑨2 8 9 1 - 5 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

屯 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3 0 3  

営 業 所 名古屋・神戸 ・岡山・広島・福岡 ・高松

電 気 工 事 ・ 断 装 工 事

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大阪市北区永深町 8 '1番地 ( 日産生命館〉

電 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞館 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・宮山

空 調 衛 生 設 備 用 各 種 自 動 制 御 盤

監 視量産 ・グ ラ フ ィ ッ ク 盤 ・指 示 計 器 盤

端 子 盤 ・高 低 圧 受 配 電 盤 ・分 電 盤

各 種 フ ロ ー ト ス イ ッ チ ・ 其 の 他

各 種 自 動 装 置 用 電 気 機 器 設 計 製 作

俗¥森 井 電 業 株 式 会 社

♀グ 取 締 役 社 長 森 井 定 I1事

専 務 取 締 役 佐 野 春 .吉

本 社 東 京 都 港 区 芝 三 回 綱 町 一 番 地

電 話 東 京 (451) 代 表 9 6  1  

庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 六 番

電 昔話 大阪 ＨＴＴ ＱＩ代表 ＹＵＱＶ ・ 夜間専用 ＰＵＰｾ
所 名 古 屋 ・ 広 品 孤 問

工 場 東 京 ・ 大 ・福 岡 ・ 名 古 屋

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工事 設 計 施工

三 宝 電 機 株 式 会 社

取締役社長 嘉 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 o ( 堂ピノレ三階)

包 括 (312) 1  4  7  1  ( 代)

支 庖 東京都中央区西八丁堀四丁目十〈後関ピル三階)

m 話 ( 552) 0  5  9  1  - 4  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 了 目 ニ 0 器 地

m 話 ( 99 )  5  1  3  1  - 3  

l包 爆 所 小 松 市 符 津 町 オ 四 四 ノ ー

包 括 〈粟津) 2  3  7  

出 張 所 堺 市 三 宝 町 七 丁 同 三 六 九

電 気 工 事 設 計 施 工

江 東 電 気 株 式 会 社

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

本 社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

包 括 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

支 社 東 京 ・ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

';:u 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

出撃所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 ぬ

4  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 株 式 社

.e:= 

ヌL

A

会

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 2 2

話 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 支 社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電 話 ( 481) 8 6 2  1  - 4 ・3 5 7 3

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 問I 二 五 番 地

電 話 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東京支庖東京郎港宮芝金杉町二丁目十三番地

営 業 所 名古屋・神 戸・新 宮・御坊 ・松山 ・草津

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341 ) 代 3 0 5 6  

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(541)7464 

出 張 所匂大阪南・北海道 ・名古屋・四日市・福山・福岡

電 気 工 $ ・般 冒十・施 工

⑤ 朝 陽 電 気 株 式 会 社

附役社長 山 本 博 三

本 社 大阪市北区中之島三丁目 三 朝日戸 J レ6J lF

電 1古 大 阪 局 @13i l j談劃

.. .所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 四 丁 目 八 番 地 '

1 t t 館 大 阪 局 ⑪ 5 2  0  1番( 代表) ー 3

出 頭 所 京都市中京区西/ 京中合町二十番地十一

旬 結 京 都 局 @; ; : j 番

電 気 工事 ・ 設 計 ・ 施 工

中 本 電

.e:= 

ヌL 株 式

A

会社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

務 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

被告書工揚 大阪市械東区野江東之町三丁目一一電話大阪田07004

資材倉庫 大阪市城東区野江西之町三丁目一一三電話大阪問問93



社

電 気 工 事 設 計 施 工

輿

敏

株 式 会 社 三

代表取締役 林 失

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ピル 7 階)

電 話 ⑨ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 模 原 ・ 甥 ・ 福 山

キ土

庖

本

支

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 縄 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 @ 6531  ( 代) - 6  

支 唐 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ ホ イ ス ト ・ ク レ ー ン

N ・T . E 型オート パご キ ングステーション

世 酎 ⑩ 製

白本工レベータ工業主拡式奮批

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 6 ( 天六阪急ピル)

電 話 ( 351) 4  9  2  7 代 表 7 0 7 1 交 換

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 (車 窓 ピ ル)

電 話 (832) 5  2  4  1 代 表

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 5 8  

官It d青 (24) 8  4  1  6  

出ｾ所
山 . ｾｴ 九 ＱＫＯ

作

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9番

正 男姉 ) 11 

青写真とマイクロフィルム電 気 工 事 設 計 施

争富士電業株式会社

工

真写タト内株式会社

製図 ・ト レース ・複写写真

実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電話大阪 (541 )0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

中回取締役社長

社本

T E L ⑨ 9055 ( 代表〉大阪市北区堂島北町16

営業所

瓦

瓦

ル
i

a

 

h

仏

わ

和

似

小

大

小

大

大

瓦

瓦

ル

用

用

州

τ

r

u

E

E

a

 

屋

川

一

一

昔

緩

U

V

数

雨

動

寺

風

漣

社

耐

美

CONT R ACT OR  PAI NTI NG 

唐

負

装

言青事

塗

工装

林

塗

株式

会社

T E L. 大 阪 ⑫ 1756- 7 ・東京⑫ 1335

許特

前管続五 Ｎｴ ［ｬＭｾ 苦

T〉争レ字-qンホサL

⑬ 

松 平 式

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 2 8  

(i!i:日 移転先)

奈良市登大路二番町 (博物館前 ) 電話奈良 4098

出張所奈良市春日町尾田組内 電話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 田J 2  6  3  9  

所蟻 殺 滅 予 防

電話奈良 4 0  9  8  

白

株 式 会 社

三 幸 商 曾

電 話 大 阪 ⑮ 4 0 3 2  

5  



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

.， 
A

Q

一

A
商アタ鈴株 式 会 社

ナニワ緩勾 ｾＲ 買

ム南71( 浸 入 剥 落 防 止

j@ ナ 耐 震 耐 風

認 ニ 安 定 軽 量

壁っ

型I :st;

I 株

電 武

器 4

歪 ネ土
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( 株 ) 大 柄1 商
式 ヨ 合 ｾ 、
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名 古 屋 ( 23) 3295  

日 東 物 産 株 式 会 社 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町39
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建設省阪建22号認可
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槽 岡 稲 岡 市 万 行 寺 前 町一 四

広 島 広 品 市 鉄 鈎 町一 0 八
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電昔話舌 ( μ4)  2 6 9 2  
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化学工場の構造物e

酸蝕から守れ/

ポ リエス テル系 レヂンライ ニング

ヱポキシ 樹指ライニング

サ ル フ ァ 系 煉 瓦 百 地 材 料

レオ パ ノール O R G 耐 酸工 事

現 場 責 任 施 工

設 計 ・地 工 に は 是 非 弊 社 に

御 相 談 願 い ま す

耐酸化学工業株式会社

Zスロシ号イl'
ff:Jヨz- J ，

流し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電話 (531) 1003- 5  (541)  8731- 3 

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパυャ

Asbest o.  8arr i ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切 、天井扉、電気室

発宿所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製獄、製油製楽工場の床スカ

ー ト壁などに段通

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 関 心 町 1 の 1 1  

電 話 ⑩ 3 4 4 2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ〉

11 



アルミニウム

ス テ ン レ ス カーテンウオール

ブ ロ ン ズ

東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社 名 東 京 鋼 板 工 業 株 式 会 社

本 社 及 工 場 東 京 都 荒 川 区 上 位 久 田T 5 / 1 0 0 0

111 llt; (891)  8  1  3  1  - 8  

大 阪 支 l巨 大阪市北区 ｬ ｾｬ［ Ef I 町 1 8 番 地 砧 根 ピ ル

'i1l ｾ ￍｩ＠ (361)  9  1  5  4  - 7  

名 古 屋 支 J占 名 古 屋 Il i w. : 区久A 田T 5 の 9 ( 住商ピル) 2578- 9  

福 岡 山 娘 所 福岡市橋口出T l 5耕 地 の 1 (サ ン ピ ル 抑 制 ⑪ 8 8 2  5  

建 築 基 準 法 に フリ ー パ ス の ガ ラ ス 屋根

! Z233三タ- [ '
内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プ ラ ッ トホーム ・

体 育 館 ・アーケ ー ドに品適

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ言 i I i 頁にお こ た え で き る

行 届 い た 設 計 施

内 外 建 材 株 式 会 社

大阪市西区土佐堀船田123 ( 大 阪 商工 ビノレ ) T E  L (44 1)3983 ・4396

工 場 大阪 市 城東 区天 王 岡田T l の 14 1 T  E  L  (9  )  1149  

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

網 入 光り 波 型 ガ ラ ス (i: 二[ 域) 長サ9問 問 問

ダ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化 ポ リエ ステル板) 各種波、寸法( 長尺物有)

製造版売 大日本硝子工業株式会社

大阪交庖 大阪市北区玉江田J 2 / 4  (三変倉庫ピ J レ) 'dI 話⑩1389 ・3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 宇 久 保 2 2 4 ｾＡｬ ⑫ Ｓ Ｑ Ｐ Ｑ Ｍ 4  

岩 元 式

|ヌカイライト並号明シチレーダー l

12  

サ ッシ ュ、ドア一 、 シ ャッ ター

伸縮扉 、オペ レータ一 、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カ タ ロ グ 進 呈

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市東成区東今里町 4 の40

fll 話 (981) 0  61 6  - 0  6  1  8  



随 . G. C. 武

米 国 パ ブ コ ・ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト i n__  

米国パイヤライト・コンパウンドアスフアルト f 刷 川

内外Z 業株式会批

本 社 大 阪 市 阿倍野区旭町一 ノ 五 一 電 話 (641 ) 3434- 6  

工場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

ガス風巴 ・温 水 錐

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 襲 イ 箆 京

大阪市浪速区 J C聞T 1 丁目 742 (641)  5313 

れ

・

「

・

.

e

N
・
.

 

.  .  
.  .  

関 覇 鵬 韓 間 銅

.  
-

-.:"':・1・・:..・.... . ・.γ-- ・・・. ・- Ｐ ・， ｾτ ァ τ てで・、Ｚ -・. ..' ..・ 1・・. ・O. ・: : : . . 0 ＮＢａＮ Ｎ ＮｾＮＮａ［ ・Ｎ，・ＮＮＮＮＮＮ・Ｇ二・・ ＮＭｲＷ ・ Ｐ ＭＧ ・て ｐ ・ Ｓ ・Ｚ‘ ＭＮ・ Ｑ ・ ・ ・ ｊγ ・

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工 事 尽

義 一 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイノレ工事選

議 耐酸モノレタノレ工事 ι 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 臣 会 Z 業 PR

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪(371 )' 1333番

13 



建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

附議長

トZ語ドライJ"9べ
P E ND )  

ド ラ イ ブ イ ッ ト ・ ド ラ イ ブ ピ ン

ドラ イブ リ ベ ッター・ ドラ イ ブ リ ベ ッ ト

( P A T  E  N T  • 

製 造 元

日 旗 ド ヲτ 7 .. ...，...，ト 株 式 会 話

東京 ・大阪 ・名古屋

34 1  - 6  4  4  4  

T E L  
36 1  - 8  7  0  9  

御

手

持

ち

の

ド

ラ

イ

ブ

イ

ッ

ト

(

三

三

O

型

及

岡

田

O

型

)

に

ド

ラ

イ

ブ

リ

ベ

ッ

ト

用

ア

タ

ッ

チ

メ

ン

ト

を

取

付

け

る

だ

け

で

電

気

も

、

ド

リ

ル

も

、

コ

ン

プ

レ

ッ

サ

ー

も

使

は

ず

に

薄

鋼

板

金

属

板

に

、

瞬

間

に

、

強

固

に

経

済

的

に

リ

ベ

ッ

ト

打

ち

が

出

来

る

特

殊

リ

ベ

ッ

ト

法

が

完

成

致

し

ま

し

た

。

大阪市北区絹笠町 11

マ 凶 手 凶 の 金 属 建 材

責 任 施 工

SK' 式盆属下地本一IL口噌7

言支言十

u - t : : - 氏本11-

.  

i' /Lミ建組/，刃1ンス1¥::'- ドLル

売売元 住 友 商 事 株 式 会 社 抽 資 薗

ドア錠・・- ! ' ノロ Y ク公団用MR錠

軽量 ドアチ ::s， '"I タ・ ・7 ルベ ット

特製軍金具 モノトコ、ホ ッパー

アタリ l星') 玉、マグネ ットキ守 y チ、

自在たな畳

そ町他高級強襲金物一切

ハン ガーポート架金具

陣 9 概付金庫チャームセイ フ

ハニースクリー ン、マイハ ン11-

物金築建

新住友ビルに使用されているアルミ可動間仕切

満 点 製 作 所
株 式

会 社

大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3 丁目 2 番地 電話大阪 ( ω) 1151  ( 代)

東京都江東区 亀 戸 町 2丁目 ll H 在地 包括東京( 餓)3241併t，:)

名古屋市中区宮前町4の16 ( 東海愈科ピル内) 包 括 名 古 屋 (24) 952 1

製 造 元

社

所

所

、
巾
M

，，

喋

唄

--u営

E

，
M

川

忠

司

京

古

』

1

本

東

名

新l I < 庭 金 物
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lJ af  

踊 自 京 壁

つ け る 織 物 壁 材 → i宮沢 ピ ロ 〉 壁

上 壁 i富← パノー

h な 趣 味 の 壁 材 → 11 仰す芯' かべ'

踊 ωＮＮＮｾ よかぺ 国 ← ｚ 付 のでき京ド

- 繊 維 の 色 土 ・ ー令

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 ・全国

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 凶 ツ 柿 11 L 話大阪 ( 541) 5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西 l 子 町 l 丁 目 3 9 m昔話 明 石 5  8  5  2  

営 業 所 柄 問 市 上 牟 凹 八 回 町 26番 地 の l 電 話 稲 岡信劫 3 2 4 5  

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

- 銅申越次第カタログ進呈

拘d ト 踊711帯

コーパータ イ ト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥 山 化 工 業 株 式 曾 枇

東京都中央区銀座西 8 の 3 電話 (571)2703- 4・2370 ・4064 ・0264

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 田T 3  3  電話 (81) 3  6  6 0  

15 



ｉｾｽ ヲ• 
‘ リシ岩 佐 の サ

力一テシウォ

スパシドレル

Ｍｊｾ＠ア ル ミ

ステシレス

スチール

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話代 表 (401 )6751 

サ ッ L 株 式 会 社

ス チ ー ル 工 場

岩 佐

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 千 舟 東二 丁 目 三 一 電話 代 表 (471 )5123 

信 佳 戸 ル ミ サ ッ ;L 株 式 会 社

、ι

、
品
、

空 に む か つ て

ぐ ん ぐ ん 伸 び る

そ れ は

ダ イ ケ ン の

動ー号シ司彰費ｾＮ
ア ル ミ1 ・r  ｾｪｩ￬ 朝パネル

!  営 アル ミ{

ステ ン レス l サ y ，， / ドア業 l スパンドレノレ

I  ; ス チ ー 川 ヤ y ? ー

ス チ ー ル J ・

P住友料金属工業K .K .と提携4

本 社 工 喝 嚇 r J i 松 島 田T 1  - 6  T E L ( 3 8 ) 1l 41(大代表)

鳳 工 場 排 市 平 間 関r 4 8  T E L ( 7 ) 0 7 4 2  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1- 1 T  E  L  (国1) 6  6  4  1  

名 古 屋 営 業 所 才" tJ j 昆 市 東 区 東 新 聞J 4  T  E  L  ( 97)  7  2  6  4  

( イースタ ンピ ル) T  E  L  (94 )  3  9  1  1  

金 沢 営 喋 所 金 沢 市 下 新 町 1 3  T  E  L  ( 3 )  3427- 8  

長 野 代 理 庖 長 野 市 計 聞 東 町 1 2 5 I T E L ( 3 ) 2 7 2 9

q ィヶシザァシ撤式会祉

16 

大阪建材工業株式会社〉〈旧社名



日本建築協会優戻諸明

づ匂- f J イ1- 8雪

セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

ｾｾｾＢＧｾ勝
ぜふ、ト

株式会祉日本セメント防水剤製造所

社 兵 /l! I 県 宝 塚 市 高 台 上 の i也北 28- 1 可 抗 宝 塚 ( 6) 2-1 5 3  

阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 船 魁 町 2 - 31 ( 船越ピ J レ) 泣 訴 (941) 2626  (直 通 )

張 所 iむ ね 東 京 (431) 8  6  4  8 ・名古屋③ 1 3 3 1

ウォータイト式防ホ1 . >li 仙 台 ⑫ 0 7 2 い 札 帆 ⑤ 7 1  7  1  

代 行 !l i 屯 .l.fj 大三 工業百部t② 8 6 9 7 安 縦 工 事 柄 問 ③ 5 7 6 5  

r ! t 永建材 広 向 ⑤ 6 3 7 1

t

長

代

・

f

t

e

 

守

U

H

附

円

五

紫 事 愛

褒 章

-・・1111111111111111111111111111111111111111111川 山11川11111・1' 1.-" 1 ' 0  

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

責 任 ・施 工 ・請 負
ES苦言書函回E 罰事諸事事調

駐車盃- 置屋這謹温

E o室蓮司
匝 医 孟 亘 - 回

思 油 脂 化 工 社本

八 幡 メ タ ル ホ ー ム K K 推奨品

社 東京都品川 区二葉 町 1 - 441  ｾｕＺ話東京 Ｈ ＷＸ Ｑ Ｉ 1715言

取締役社長 矢 ，中 龍 次 郎 大 阪 営業所 大阪市東成区西今里町 2 - 48 泡話 (971) 47釘・0063 3

...・H ・111111111111111111111111111111111111111111111111111・ 園 田 園 ・ 園 田 園 田 ー ー ー 一 一 一 ← 1  

防火己ヤ・Ｚｉｾ →
1，，，，.-:1量J ・P ・:.19 -

伸 縮 庫

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ バ ラ ン ス 式 郡日本シャッター製住所

錆 び な い

本社工喝大 阪市東淀川区田川通 Ｖ 丁目 ＳＸ 暑地噌 ｊｾ (301)  (代 ) 3656- 9  

東 京 工 喝 川 崎 市 軒 九 子 東 3 丁 目 11  5  9 地 話 中 原 加47) ②6耳目-7

九 州 工 島 轟 福 間 県 柏 碩 酷 柏 屋 町 仲 柑 量 坦2727 電 話 網 間 ⑮ 4 7  7  9  

千 葉 工 吻 千 襲 市 柑 見 丘 2 6 司1.1.1干 掛 ② 5544 .  4257 

姫 路 工 渇 姑 路 市 問 m 2  4  9 帯 地 唯 J ，'i ⑫ 7  1  7  3  

名 古 車 工 喝 名 古 鹿 市 中 川 区 間 川 町 1- 1  電 話 ⑮ 4351  - 2  

岡 山 富 車 問 岡 山 市 内 山 下 7 7 地 J 8 ③ 3  5  2  4  

高 松 宮 事 前 高 松 市 九 ノ 内 10番 地 付F簡 ピル内) 電 話 @  4  0  0  8  

高 知 宮 聾 所 高 知 市 朝 合 町 9 6 唱訴 ② 7  3  4  9  

檀 島 営 瞳 所 徳 島 市 伊 月 町 2 丁 目 2 7 電 話 ② 1  9  1  5  

和 政山 営畢 所 和 歌 山 市 万 町 4  1世話 ② 4932.8937 

神 戸 営 車 所 神 戸 市 生 悶 区 加 納 町 3 丁 目 2 市 日 ⑪ 4646 - 7  

4ヒ九州嘗輯 所 北 九 州 市 小 * 区 砂 油 町 東 本 町 5 5  8  苅 ｴ ， ｬ ，ｾ ⑫ 3  6  7  3  

北 陸 営 . 聾 所 金 沢 市 勝 尾 町 2 8 略 的 ③ o  6  1  9  

八 幡 製 鉄 製 亜 鉛 引

ボ ン デ 帯 鋼 使 用



昭

和

二

十

四

年

三

月

卜

九

日

第

三

位

郵

便

物

認

可

第 8 号

社 会
と建築

第 4 5 輯

技舗の目B

。
清潔な

昭

如

刊

三

卜

九

年

八

月

一

一
十

円

川

町

問

m
'

削刊

=
e
卜

九

年

八

月

什

正

日

則

一

川

勺
毎

月

廿

五

日

発

行

)

りに環境づく

- 優 美 で 機 能 的 な デ ザ イ ン で す 。

・ 用 途 に 応 じ て 最 適 な 機 種 が 選 べ ま す 。

・ 全 国 に わ た る ア フ タ ー サ ー ビ ス 網 が

完 備 し て い ま す 。

mF - P勤ショト

1 5 K W 3. 75KW 5.5 K W 7. 5KW l l KW 15KW 22KW 

1 5 K W 3. 75KW 5 5 K W 

3. 75KW 5. 5KW 

路 大 阪 ( 341) 8  8  7  1  ( 代表)
大 阪 市 北 区 芝 田 町 63 ( 全日空ピ J レ)

Ｎ お問 Ｑ ぃ合わせは、弊社大阪営業所汎用機械 器 ｾ へ

自 主 裂 f邑需 E

売

価

厚 さ 2 叫 ・ 一 面 坪 ￥ 3 5 0 0 → 4 0 0 0 ・ カ タ ロ グ 進 呈
8  m/m 

筋

見

す

ト

意

で

ウ

の

ロ
ク

8 切1 x  3 0 4.  

ず

ル

!

ま

イ

床

タ

の

P

 

. 3 0 4.  

部

金

百

八

十

円

(
送

料

H
ハ

み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

ラコイ右ご方包コ二'1:生』 どし、才コオしま

す 。 P タ イ ル は ど ん な 場 所

で も 明 る し 、 環 境 を つ く る 床

材 〔 製 法特 許 品 〕 で す !マ

美 し い ! は が れ な い ! イ 纂 が

つ き に く に 、一一一一 P タ イ j レ l こ

関 し て の 一 一 致 し た 意 見 で す

玄 人 筋 か ら は 「 柔 軟 性 で 木

や コ ン ク リ ー ト の 床 に も 思iI

。れじP 、多ｾＮＮ，ｾ＠
客

T  E  L  (8 6 6)  イモ 6 1 0 1

T E  し (441 )  イ吃 5 9 5 1

T  E  L  ( 5 7)  6  3  6  1  

T E L ( 2 ) 2 2 8 1  

T E L ( 2 ) 2 8 0 7  

電 話 大 阪 ( 231 ) 9648 ・9649 ・9640

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 岡T 1  3  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  

名 古 屋 / 名 古 屋 甫 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

博 多 / 福 岡 市 方 行 寺 前 回T 1  4  

ご 入 会 の お 申 込 は ..

「建 築 と 社 会 J 発 行 所 社 団法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北浜 3 - 37 

田島応用化工K K女


